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			アラフォー社畜のゴーレムマスター④

			高見梁川

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚＋オバタアメンボ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第九十話　凱旋

			第九十一話　五槌との邂逅

			第九十二話　潜む悪意

			第九十三話　もてあます心

			第九十四話　婚活王女登場

			第九十五話　軍務卿の思惑

			第九十六話　暗殺依頼

			第九十七話　攻略再開！

			第九十八話　悪意の行く先

			第九十九話　狂乱

			第百話　変化

			第百一話　人狼との遭遇

			第百二話　迷宮の外では

			第百三話　最下層へ

			第百四話　ガーディアン戦

			第百五話　造物主

			第百六話　王女パーティーの増援

			第百七話　決別

			第百八話　不可視の盾フォウ

			閑話　松田の婚活異聞

		

	
		
			　

			第九十話　凱旋

			　

			『――――主様～～♪』

			　迷宮から帰還した松(まつ)田(だ)の首筋に、襟巻のように絡まってクスコはご機嫌であった。

			「このっ！　お父様から離れなさい！」

			『い・や！』

			「宣戦布告と受け取るのです。わふ」

			「歩きにくいから、お前ら少し離れない？」

			「絶対にいやっ！」

			　まるで所有権を競いあうように松田に引っ付いて離れないディアナとステラに呆れたようにシェリーは頭を振った。

			「まったく、ことの深刻さを忘れる光景だな」

			　フェイドルの迷宮を運用不能に陥れていた恐怖の怪物が倒された。

			　その一事をもってしても影響は計り知れないものがある。

			　まず迷宮の運営が正常化されれば、国外へと活動の場を移した探索者たちも戻ってくるだろう。

			　それに伴い、迷宮からの収益も改善される。

			　この短期間で松田が成し遂げてしまったことは、実は国家をあげて祝賀されてもおかしくないほどの一大事だ。

			　稀少な隠蔽型秘宝(ハイドアーテイフアクト)の使用を許されたシェリーでも、クスコを倒せたなどとは欠片(かけら)も思わない。

			　もともと隠蔽型秘宝は、攻撃する前に隠蔽を解除する必要があるので、暗殺に特化したスキルでもないと、偵察にしか使えないのである。

			　腑に落ちないのは、そうした隠蔽型秘宝でも、あの転送装置を使うことができればクスコを排除できたという事実であった。

			　リノアが転送の扱い方を知っていたということは、王国の上層部の誰かがあの遺跡を知っていたということにほかならない。

			　もしリノアが操作する手順を見ていなければ、シェリーひとりではあの転送装置を操作することはできなかっただろう。

			　どんな裏事情があるのか見当もつかないが、王国の抱える闇は思っていた以上に複雑そうであった。

			　その結果として、松田が危険にさらされる可能性は十分すぎるほどだった。

			「――ありがとう」

			「えっ？」

			　唐突に松田に礼を言われてシェリーは思わず戸惑った。

			「心配してくれてるみたいだからさ。いい子だな、シェリーは」

			「ふええっ！」

			　まるで年端もいかない女の子のような松田の言いように、シェリーは真っ赤になってうろたえた。
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			　クールビューティーな金級探索者として、密かに男性探索者の人気を集めている普段のシェリーの姿を知る者がいれば、他人の空似かと疑ったかもしれない。

			　それほどにあからさまな動揺ぶりであった。

			「人間の欲に限りがないことくらいわかっているさ。人の数だけ思惑なんて変わるってことも」

			「…………マツダ」

			　あの時点で、リノアは迷宮の異常を継続しようとする何者かの意思によって動いていた。

			　そして自分もまた、国王とは違うギルド上層部の意向を汲んで動いている。

			　誰にとっても幸せで、誰もが納得できる選択肢などない。

			　それは自分が母と己の幸せのために、松田を犠牲にしようとしたことでも明らかなのだ。

			　いかに偉大な功績を成し遂げた松田であっても、いや、功績をあげたからこそ、複雑多岐な思惑から逃れることができない。

			　いつから世界はこれほど難しくなってしまったのだろうか。

			　少なくともマクンバで銀級探索者をしていた頃のシェリーにとっては、世界はもっと単純であったはずだった。

			　迷宮の中では個人戦闘力と仲間との連携力がすべてであって、勝利し続けることで幸せになれると信じていた。

			「その……すまない。かえって気を遣わせてしまったな」

			　どうにか心の動揺を抑えつけ、かろうじてシェリーは松田に短く礼を言った。

			『あら、主様も隅に置けませんわね？』

			「むっ？」

			「むむむっです。わふ」

			「お前ら、いい加減に落ち着け」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　国王ジョージのもとへ、フェイドル迷宮の解放が報らされたのは、松田が地上へと帰還してすぐのことであった。

			「まさか、こんなに早くとは！」

			　松田の実力が、宝石級としても破格であるという推測はしていた。

			　だがフェイドルの迷宮に巣食う白狐は、宝石級にすら手の余る怪物なのだ。

			　そうであるからこそ探索者たちは、この国を見捨てて他国へ流出していったのだから。

			「――――幸い、というべきか？」

			　まさに僥(ぎよう)倖(こう)というべきなのだろう。

			　もし松田がドルロイの弟子にならなければ、ドワーフ評議会が弟子を取るのを許可しなければ、松田がスキャパフロー王国を訪れることはなかったはずであった。

			　とはいえ喜んでばかりはいられない、というのがジョージの偽らざる本音である。

			　これほどの実力者となれば、いずれは世界に七人しかいないと言われる、伝説級の探索者となるに違いない。

			　彼らはあまりに特殊だ。

			　宝石級とされる探索者は数百人以上いるが、彼らのすべてを束ねても一人の伝説級には歯が立たない。

			　まさに一国を凌駕する単体戦力。それが伝説級と呼ばれる探索者である。

			　力を貸してもらうには非常に心強い反面、一国の王をもってしても御すことのできない巨大な力は国際政治のバランスにすら影響を与える。

			　そんなバランスブレイカーを誕生させてよいものか。

			　万が一、将来敵対されれば、スキャパフロー王国の命運にも関わる。

			「しかしドルロイとハーレプストの弟子で、審美眼も我らに近いものがある……」

			　あの二人の美しい幼女、もとい、従者を持つ松田である。

			　敵か味方かで言えば、味方となってくれる可能性が高い。いや、松田を同好の士と考えているのは、ジョージの一方的な妄想だが。

			「なんとか我が国に取り込みたいものだな」

			　伝説級の探索者さえいれば、隣国との、まさに現在進行形で緊張状態にあるコパーゲン王国へも圧倒的に優位に立つことができる。

			　伝説級の探索者で国家に所属しているのは現在のところ、わずかに二人。

			　残る五人は自由気ままに探索生活を続けている。

			　もしスキャパフロー王国に伝説級探索者が誕生すれば、三ケ国めの国家となるわけだ。

			　その魅力はとてつもなく大きかった。

			　だが同時に恐ろしいとも思っている。国家に匹敵する単体戦力がいつ牙を剥くか、という不安は決してゼロにはならない。

			　そして何より、今は隣国が謎のエルフを捜索していて、下手をするとフェイドルの迷宮の異常もその男のせいであるかもしれないのである。

			　まずは正確な情報を集める必要があった。

			　松田への対策を考えるのは、そのあとでもよい。

			　太いため息とともに、ジョージは宰相へと使いを走らせるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ようこそ、ご無事で」

			　迷宮の入り口には、入った時と同様に、ミネルバが居住まいを正して待っていた。

			「まさかずっと？」

			「いえ、迷宮を離脱する際には迷宮管理所の方でわかるようになっているのですよ」

			　口にこそ出さないが、探索者の出入は厳重に監視されている。

			　この警戒を潜り抜けるには、リアゴッドのように反則的な秘宝を所有するか、伝説級の隠蔽スキルが必要となるだろう。

			「ところでマツダ様、その狐は…………？」

			　不審そうにミネルバはクスコを見た。

			「私の使い魔です。ちょうどよい素材が手に入ったのでね」

			「その素材ってまさか…………」

			　ミネルバが顔色を変える。

			　入る時にはいなかった使い魔、その姿は現在迷宮を使用不能に陥らせている白狐と驚くほどによく似ていた。

			「そのまさかだ。私がマツダの討伐の証人となろう」

			「うそでしょう？　撤退してきた騎士団からマツダ様がグリフォンのゴーレムで突破していったとは聞いておりましたが……まだ半日しか経ってないんですよ？」

			　スキャパフロー王国が騎士団まで投入して、多大な予算と労力を注ぎこんで、それも解決の糸口さえ見えなかった問題である。

			　それが半日で解決しました、と言われても実感が伴わないのは無理もない。

			　むしろ生きて帰ってくるかどうか心配していたミネルバとしては、あっさりと討伐を報告されてどう反応していいかわからずにいた。

			「迷宮管理所に報告して、早急に確かめることをおすすめする。件(くだん)の白狐の姿はどこにも確認できないだろうからな」

			　討伐を報告してすべてが終わるわけではない。自己申告だけでは報償は支給されないからだ。

			「だ、大至急手配します！　すいませんが報償の手続きは数日後になりますので、ご了解ください」

			「まあ、それは構わないさ」

			「それと、王宮から呼び出しがあると思いますので、できればあまり出歩かずに、宿か迷宮管理所にいていただきたいのですが……」

			「仕方ないか。すると、迷宮攻略もそのあと、ということになるのかな？」

			「申し訳ありません。迷宮の正常稼働が最優先課題ですので」

			「わかった。ただ、少し買い物に出るくらいは構わないだろう？」

			「ええ、王都の中で買い物をする程度は構いません」

			　今回、フェイドルの迷宮で取得した秘宝を三つまで所有を許すという特例を設けたのみならず、クスコの討伐にはそれなりの賞金が懸けられていた。

			　宝石級の探索者であっても、金貨五千枚となればそれなりの収入だ。

			　もっとも松田はそれほど報償には執着しないだろうな、とミネルバは思った。

			　いずれにしろ、これからが大変だ。

			　ミネルバだけではなく、迷宮管理所も王宮も、クスコの討伐で煩雑な処理を迫られるのは明らかであった。

			　そして松田という存在をどう扱うか、という課題も残されている。

			　たった半日で白狐クスコを討伐したということは、松田が騎士団より圧倒的に強い戦力を所有しているという証明でもあるのだから。

			　そうした諸々の問題を考えて頭が痛くなる思いもあるが、それ以上にミネルバは松田に言わなければならない言葉があった。

			「――――マツダ様。白狐を討伐していただき誠にありがとうございました。当迷宮管理所の職員として心より御礼を申し上げます。本当に助かりました」

			　このまま迷宮が使用できなくなった場合、ミネルバを待っているのはリストラだけだ。

			　せっかく正規雇用の国家公務員として順調にキャリアを積んできたのに、解雇されては目も当てられない。

			　この世界でも、女性がキャリアを再雇用で出世コースに乗せるのは至難の業なのである。

			　しかも迷宮の管理は利益が大きいだけあって、給料も平均をかなり上回っていた。

			　減給とリストラ、二つの痛すぎる危機を回避することができたのならば、多少残業が増えるくらい何ほどのことか。

			　満面の笑みで心からの感謝をするミネルバとは対照的に、松田の胸にはなぜか寂しい隙間風が吹きすさぶのであった。

		

	
		
			　

			第九十一話　五槌との邂逅

			　

			「それにしても…………」

			　迷宮を出て宿へと足を向けた松田は、左右に視線を泳がせ困ったように頭を掻いた。

			「本気で見分けがつかん」

			「私もです」

			「ステラはわかるですよ？　わふ」

			　ステラだけはけろりとした顔で不思議そうに首をかしげる。

			　王都らしい賑わいで、露店が立ち並ぶ目抜き通りを前に、松田たちはドワーフの団体の見分けがつかなくて往生していた。

			「どうだいこいつぁ！　我が師ミョルンの傑作だ！」

			「そんな重いのをエルフの優男が扱えるか！　このサークレットは重宝するぜ！」

			　ステラやディアナも含め、容姿も身なりもよい松田たちはたちまち客引きの的となった。

			　だが――

			「今話してたの誰だっけ？」

			　一度に数人から声をかけられると、誰が何を話していたのか認識することができない。

			　ドワーフは男性と女性こそ性差が激しいが、個人間の差というと微妙なものであった。

			　もちろんドワーフたちには独自の美醜の感覚があるのだが、松田にはその差が一向に理解できないのだった。

			　さすがにドルロイとハーレプストはわかるのだが、あれはドワーフの少ないマクンバで長い時間を過ごしたためだ。

			　こう言ってはなんだが、松田は大阪に出張した時、金髪の大柄な外国人を指さし、「バースや！　バースや」とはしゃぐ大阪人を目撃したことがある。

			　体格と金髪、あとは髭があることくらいの類似点だけで、元三冠王ランディ・バースに間違えられた方もたまったものではなかっただろう。

			　ちなみに松田の同僚が、元ＮＢＡのピッペン氏を見て、元近鉄のブライアントと断言したこともあった。

			　シカゴ・ブルズのファンである松田としては、許しがたい過ちというほかない。

			　人種や長年の感覚というものは、意識だけで変えられるものではないということだろうか。

			「……ドルロイ師匠とはオーラが違うのはわかるんだけど」

			　一流は一流を知るという。

			　松田が一流であるかどうかはともかくとして、その道の一流の人間は、顔の造作や体格とは別に、独特の風格(オーラ)を身に纏(まと)うものだ。

			　ドルロイとハーレプストを比較的早く受け入れることができたのは、彼らがその一流の風格を身につけていたせいでもある。

			　リンダについては……言うまでもなかろう。正直、宝石級に認定された今でも、敵に回したくない女性であった。

			「おい、若いの。今ドルロイと言ったか？」

			　声は決して大きくはないが、低く唸るような声がよく通るのは、彼がドルロイと同じ風格を身につけているからだろう。

			　なるほど、この人ならある程度見分けがつくな、と失礼なことを考えながら声の主に応えた。

			「はい、ドルロイ・ワイト殿は私の師匠ですが」

			「あの偏屈が弟子にしたエルフというのはお前か…………」

			　男は値踏みするように、じろじろと松田の顔から足のつま先まで視線を向けた。

			　思わずディアナが男の無礼さを怒鳴りつけようとするが、松田はその口元に軽く指をあてて制した。

			　ドワーフは、遠慮というものが少々足りない種族であるらしい……と師匠を見て感じていたからだ。

			「私はタケシ・マツダと申しますが、お名前を伺っても？」

			「ふん！　ドルロイの弟子とも思えん優男だ。しかも、わしの名を知らんとは無知な奴め」

			「まあ、エルフが貴方を知らないのは無理ないでしょう」

			　男の背後から、ハーレプストのように小綺麗な衣装を身に纏ったもう一人の男が身を乗り出した。

			　服の趣味は相方よりもよさそうだが、やっぱり見分けはつかない。

			「ああ、すまないね。ドルロイの弟子に興味があって、二人で待ち伏せしていたのさ」

			「まさかその弟子が、あっさりとフェイドルの迷宮を解放するとは思わんかったがな」

			　態度はえらそうだが、不本意ながらも松田を評価しているらしく、男は少し気まずそうに鼻を擦った。

			「私はドワーフ五槌の一人、マニッシュ・ノア。そしてこの人は――」

			「同じく五槌の一人、ゲノック・ファーガソンだ。ドルロイの兄弟子にあたる」

			「師伯（師匠の兄弟子）にお目にかかれて光栄です」

			「ふん！　まだわしは貴様をドルロイの弟子と認めたわけではないわい」

			　鼻息も荒くゲノックは松田の言葉を否定した。

			「すいません。五槌の弟子というのは、本来、次期五槌候補者ということなのです。それでゲノックはずっと反対しておりまして」

			「それでは皆さんは弟子を取らないのですか？」

			　せっかくの最高峰の技術者が弟子を取らなくては、その技術の伝承が途絶える。

			　松田の知る一子相伝とされる技術体系は、その後継者の不足によってほとんどが失われていた。

			　もちろん受け継ぐことが難しいことは理解しているが、だからといって門戸を閉ざすべきではない。

			「まったく、ドルロイの奴はそんなことも教えておらんのか！　だから奴は五槌には相応しくないというのだ！」

			「ゲノック！　言いすぎですよ！」

			「言いすぎでなどあるものか！　五槌ともあろう者が、スキャパフロー王国を飛び出して、しかもドワーフへ秘伝の承継もしないなど許されることではない！」

			　鬱屈した怒りにゲノックの顔色は赤銅色に変化していく。

			　巻き込まれるのは不本意だが、よくある話だなと松田は密かに思った。

			　閉鎖的な業界では、能力よりも環境、例えば一緒に苦労してきた、父親が大切に育ててきた、そんな人間が後継者として認識されることが少なくない。

			　特に、別の業界から転向してきた人間に対する風当たりはことさらだ。

			　松田のいた警備業界は転職者が九割を占める特殊な環境であったが、それでも偏見や差別が多かった。

			　ましてエルフがドワーフのショバを荒らしに来たと見られているなら、警戒されない方がどうかしていた。

			（面倒くさいことになったかな……）

			　松田はこのフェイドルの迷宮で新たな絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)を手に入れたいだけだが、そう言っても相手は納得しないだろうし、そもそも絢爛たる七つの秘宝の秘密を知られるわけにはいかなかった。

			「私の無知についてはお詫びいたしますが、私は師匠に与えられた試練を果たすのみ。他意は何もございません」

			「ああ、それは疑っていません。私は彼を信頼しています。誤解されやすい男ですが……」

			「貴様にあいつの何がわかる！」

			　フォローするマニッシュの言葉にゲノックは声を荒げる。

			「いい加減にしなさい、ゲノック！　今日はそんなことのために、ここへ来たんじゃないでしょう！」

			　マニッシュにそう言われ、ゲノックは不満そうではあるものの矛(ほこ)を収めた。

			「すいませんね。あのドルロイがエルフの弟子を取ったという話は、今でもドワーフ評議会では論争の的でして」

			「そんな矢先に渦中の弟子がやってきたのだ。本当にドルロイの弟子である資格があるかどうか、見極めさせてもらおうか！」

			「今日は疲れてるんで、お断りしますね」

			「んなああっ？」

			　勢いあがっていたゲノックは、あっさりと松田に断られて素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声をあげて固まってしまった。

			「い、いやしかし……貴方はドルロイの弟子なのですよね？　ならば五槌とドワーフ評議会に従うべきだと思いませんか？」

			「師匠の命令なら従います。しかし、国王陛下の依頼を受けて、命懸けで迷宮から帰ってきたところでそんな話をされても……まだ恩試も果たしていないことですし」

			「――――ふざけるな！」

			　人を食ったような松田の態度に、ようやく硬直から解放されたゲノックは嚇(かく)怒(ど)する。

			「やはりドルロイは五槌になど相応しくない！　あんな愚か者は追放してしかるべきなのだ！」

			「私のことはともかく、師匠に対する侮辱は許しませんよ？」

			「ふん！　許さんならどうする！」

			　ゲノックは腰から吊りさげていたフレイルを一振りすると、獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべた。

			　相手が従わなければ挑発すればよい。結果的に腕を試すことができればそれでよいのだ。

			　もっともそれは、五槌の一人であり、かつては軍にも所属して勇名を馳せたゲノックの自信があってこその話であった。

			「ドルロイの弟子とはいえ、彼は国王陛下が招請した探索者であり、迷宮解放の功績者です。やりすぎは許されませんよ？」

			「気にするな、どうせすぐ終わる」

			　所詮はあのはぐれ五槌ドルロイの弟子、しかもエルフという変わり種である。

			　国王も、軍や探索者などを頼るなら、我ら五槌を頼ってくれれば、事態をこんなに長引かせずに済んだのだ。

			　松田ができたことが自分にできないはずがない、とゲノックは本気で信じていた。

			　その自信の源のひとつは、彼の持つフレイルであった。

			　秘宝としては伝説級まであと一歩という逸品で、その気になれば半径百メートルほどを更地に変えてしまうこともできる。

			　いくら松田が魔法に長けていようと、容易く突破することができるはずであった。

			「お父様、この無礼者を殲(せん)滅(めつ)してもいいでしょうか？」

			「ドルロイさんを馬鹿にする奴は、リンダさんに代わっておしおきなのです！　わふ」

			「主様、もしお命じいただければ、クスコが焼きつくしても構いませんわ」

			「お前ら、少し自重しろよ！」

			　どうしてみんな、拳で言うこと聞かせる派なのか。というか、どう考えても殲滅したらあかんでしょ！

			「強がるのも相手によるぞ？　でもまあ……いけすかないエルフだが、その審美眼だけは評価してやってもよい」

			「うるせえ！　ドワーフのロリコン好みと一緒にしてんじゃねえよ！」

			　どうしても受け入れがたいところを突っ込まれて、松田は不覚にも逆上した。

			　ドルロイといい、国王といい、こいつといい、ドワーフはロリコンの巣窟なのか。

			　こいつらにディアナやステラを近づけるわけにはいかんな。そうでなくとも恋愛や男の性欲には疎(うと)い子たちだ。

			「わしはロリコンではない！　これだからドワーフの美を解さないエルフは度し難いのだ！」

			「おっさんの審美眼の方がよほど度し難いわ！」

			「誰がおっさんかあああああ！」

			　五槌というドワーフ鍛(か)冶(じ)師のひとつの頂点を極めたゲノックにとって、おっさん呼ばわりされるのは初めての経験であった。

			　思わずゲノックが手加減を忘れてフレイルを振り上げるのを、慌ててマニッシュは止めようとするが――――

			「――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　一瞬でゲノックを包囲する八体のゴーレム、しかもその構造(レシピ)はドルロイ直伝のものを、松田が遺跡の素材をもとに改良した最新型である。

			「む、むうう！」

			　ゲノックはこめかみに脂汗を浮かべ、咄(とつ)嗟(さ)にフレイルを一閃する。

			　さすがは伝説級に近い秘宝だけあって、最新型のゴーレムが一振りで三体までも倒されるが、そこまでだった。

			　その時にはすでに残る五体が剣と槍をゲノックの後頭部や腹部に押し当てている。

			　フレイルしか武装のない状態で、八体もの高性能ゴーレムに懐に入り込まれれば、魔法の使えないゲノックに逃げる術はなかった。

			　もし松田が本気であれば、ゲノックの身体はくし刺しにされて即死していたに違いなかった。

			「――そこまでです！」

			　マニッシュは穏やかであった表情をかなぐり捨て、鬼気迫る態度で松田とゲノックの間に割り込んだ。

			　貴重な五槌を、こんな愚かなことで失うわけにはいかなかった。

			「ゴ、ゴーレムの八体同時制御だとお？」

			　目の前の事実が信じられない、とばかりにゲノックは首を振る。

			　彼にとっても、ゴーレムといえば一体制御の使い勝手の悪い魔法という認識だった。

			　しかもその性能が突き抜けている。

			　数えきれぬ武器や鎧(よろい)を作り上げてきたゲノックだからこそ、松田が召喚したゴーレムが恐るべき性能を有していることが理解できた。

			　ゲノックのフレイルだから倒せたものの、魔力を通していない大量生産の武器では傷一つつけられないだろう。

			　それが八体となれば、これはもうちょっとした軍事力であった。

			「――――ドルロイが貴様を弟子にしたのは、そのゴーレムが理由か？」

			「まあ、理由のひとつではありますね」

			　緋(ヒ)緋(ヒ)色(イロ)鉄(ガネ)の秘密については漏らすわけにはいかない。特に、このような輩には。

			「相も変わらず、鍛冶師の誇りを忘れ果てた奴よ！　強さを求めた先に何があったのかまだわからぬか！」

			　――――なるほど、と松田は密かに首肯した。

			　以前酒場で、酔ったドルロイから優秀な武器を生み出すことに没頭したため、戦争が起きた話を聞かされたことがある。

			　このゲノックは兄弟子ということもあり、その当時のドルロイに対して恨みにも似た感情を抱いているのだろう。

			「師匠はもはや強さなど求めておりません。好奇心旺盛なのが困りものではありますが」

			「利いた風な口を！」

			「落ち着きなさいゲノック！　これ以上は貴方といえど容赦しませんよ！」

			「むぐ……うう」

			　直(ちよく)情(じよう)径(けい)行(こう)にあるゲノックに対して、マニッシュは腹に一物あるタイプのようだ。

			　この手の人間は、一見友好的そうに見えても、決して油断はできない。

			　松田は経験的にそれを熟知していた。

			「非礼は詫びよう。しかし我々ドワーフ鍛冶師にとって、君という存在は決して看過できるものではないことも理解してほしい」

			「できれば迷宮で死ぬほど戦闘してきたあとだということも、理解してほしかったですね」

			「なんだと！」

			　再びゲノックが激高しかけるが、それをマニッシュは力で押さえつけた。

			（このおっさんのほうが強いのか……）

			「また改めて挨拶させてもらおう。その時は、五槌の弟子であることの意味を教えてあげるよ」

			「恩試の邪魔にならない程度にお願いしますよ」

			　松田の挑発をマニッシュは意にも解さぬように受け流して笑った。

			「いろいろと誤解があるようだが、私は鍛冶師の仲間は兄弟のようなものだと思っているよ」

		

	
		
			　

			第九十二話　潜む悪意

			　

			「…………危険ですね」

			　松田が遠く離れたのを確認してから、マニッシュは呟くようにそう零(こぼ)した。

			「まあ、迷宮の白狐を倒したというのも、あながちまぐれではないようだな」

			　先ほどゴーレムの冷たい刃を喉元に突きつけられたゲノックは、今さらながらに右手で喉をさすった。

			「それもそうですが…………」

			　不機嫌そうに眉をひそめてマニッシュは続ける。

			「正直、ドルロイの悪い癖が出ただけだと思っていたのです。あれは技術の発展のためにはエルフだろうと遠慮なく利用することもありうる、と」

			「なるほど。あのゴーレムを見て、考えが変わったか」

			「ええ、あれはドルロイが得意とするミスリルのレシピです。しかも独自に改良した形跡がある。この私の目をもってしても全体の組成を見抜くことはできませんでした」

			「確かに、あれは間違いなくわしの知らない素材を使用しているな。あのエルフが考えたものかどうかはわからんが」

			　実際には、松田が手に入れた素材を試行錯(さく)誤(ご)して完成させたものだが、ゲノックはほぼ八割がたはドルロイが教えた技術であろうと考えていた。

			　マニッシュも同様に考えたのだろう。

			「もしあの技術をドルロイから仕込まれたとするならば、ドルロイは本気であのエルフを真弟子として扱っていることになります」

			「むっ？　そういえばそうか……」

			「まったく、貴方は単純でいいですね。これは我らドワーフ鍛冶師の存続に関わる問題なのですよ」

			　松田には説明しなかったが、基本的に五槌や、それに匹敵する上位の鍛冶師は弟子をとらない。

			　工房で働いているのはあくまでも使用人で、彼らの間では奉公人と呼ばれる。

			　そのなかで後継者候補として厳選された数人だけが、弟子を名乗ることを許されるのだ。

			　ドルロイがあえてドワーフ評議会に松田を弟子に取ることの許可を求めたのは伊達ではなかった。

			　あえていうならば、ドルロイが松田を弟子にしたのは緋緋色鉄の謎を解き明かしたいという欲求あってのことだろう。

			　しかし今となっては、本気ですべての技術を松田に受け継がせたいと考えている。

			　本当の意味で、松田を自分の弟子だと認識していた。

			　平凡な人格には過ぎた力を持ってしまった、手間のかかる可愛い弟子であった。

			　自らも深い闇にとらわれていた経験のあるドルロイは、松田がドルロイの後継者になるにせよ、新たな道を見つけ出すにせよ、己の闇と対決しなければならないこともわかっていた。

			　そのうえで、松田が後継者となってくれるなら、ドルロイにとってこれ以上の喜びはない。

			　松田のスキルを考えれば、いったいどこまで技術の極みを目指せるか、考えるだけで震えがくるほどだ。

			　もちろんマニッシュとゲノックは、ドルロイの考えをそこまで理解できるはずもなかったが、松田が大事に育てられたことはすぐに看(かん)破(ぱ)した。

			　そのあたりはさすがは五槌の一員であると言える。

			「私は名誉ある五槌にエルフなどを加えるつもりはありません」

			「さすがにそれは無理だろう？　ドルロイの後継者が即、五槌ということにはならんぞ」

			「今はそうかもしれませんが、国王陛下の意向次第ではわかりません。そうなるだけの力をあのエルフは有しています」

			　あのゴーレム八体同時制御は圧巻であった。

			　正直、彼がエルフでなければ、マニッシュも研究の対象にしたいくらいである。

			　迷宮の白狐を倒したことを考えても、松田のゴーレムだけで完全装備の騎士団数千に匹敵するだろう。

			　もし彼がフェイドルの迷宮を攻略してしまうようなことがあれば、国家としても彼を無下に扱うことはできない。

			　万が一という言葉があるが、松田が五槌になる確率は、万分の一よりは遥かに高い確率のように思われた。

			「これはわしの勘だが、あのエルフが連れていた美幼女もかなり強いぞ？」

			「ああ、あの危うい美しさ、まことにもったいない。あの美しさはエルフごときには相応しくないものです」

			「しかりしかり」

			「手のつけられぬようになる前に対処した方がいいでしょうな。少しドルロイにも探りを入れますか」

			「ハーレプストの奴からは、まだなんの連絡もないのか？」

			　ドワーフ評議会がドルロイと松田を監視するために送り出したハーレプスト。

			　ドルロイの兄にしてスキャパフロー王国屈指の人形師ハーレプスト。

			　鍛冶師としては異端だが、その腕は五槌に勝るとも劣らないと噂される。

			　ドルロイとの兄弟仲はお世辞にもよいものとはいえず、監視役としては適任であると考えられていたのだが――――

			「あるいは情に流されたか？」

			「確かめてみる必要があるでしょう。なにせ、せっかく彼の人形を人質にとったのですから」

			　ハーレプストがもっとも大切にしている最新型自動人形――マニッシュは知らないが、ラクシュミーによく似たその人形は、ドワーフ評議会によって工房ごと差し押さえられていたのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……あいつ、絶対に絡んでくるな」

			「大嫌いです！　お父様ももっとギタンギタンにしてやればよかったのです！」

			「ステラがぶっ飛ばすですか？　わふ」

			「いやいや、少しは自重を覚えろよ、お前ら」

			　先ほど見せたマニッシュの隠しきれぬ敵意の視線。

			　似たような視線を、松田は幾度となくぶつけられた経験があった。

			　組織が大きくなれば、そこに派閥が発生することは不可避である。

			　それは組織のシステムや個々人の人間性とはまったく別の問題だ。

			　この世が善と悪の二元論では割り切れないように、組織においても正論は常に複数存在する。

			　そして複数ある正論に対して方向性を決断するのが、経営者の役割である。

			　経営者あるいはその補佐の役員が、決断の方向性をブレずに示し続けている限りにおいて、派閥はそれほど問題にはならない。

			　しかし経営者の態度や判断が曖(あい)昧(まい)であると、たちまち派閥は互いに足を引っ張り合うだけの寄生虫と化す。

			　常務派閥と専務派閥の抗争に巻き込まれた松田の同期は、半分が退職、半分が転勤に追い込まれた。

			　社長が引退間近で、ほとんど調整能力がなかったので、誰もエスカレートする抗争を止められなかった。

			　この時ばかりは自分が無害な社畜として、底辺に所属していたことを幸運に思ったものである。

			　おかげで大分ポストに空きができて結果的に出世したのは、運がよかったのか悪かったのか。

			　本来出世コースでもなんでもなかった人間が出世する裏には、大概派閥抗争が絡んでいる、と松田は独断と偏見で信じている。

			　いうなれば、あの二人は鍛冶師業界の保守派であろう。嫌がらせのひとつやふたつは覚悟しておくべきだった。

			　もちろん、その場合には松田も黙っているつもりはない。

			「こっちはそれどころじゃないってのにねえ……」

			　世の中が理不尽であることは十分承知している松田であるが、異世界でも人間の業というものは変わらないらしい。

			　クスコを退治した松田の利用価値は、株式でいえばストップ高だ。

			　ほぼ間違いなく利用しようとする者と敵視する者が激増するはずであった。

			　その対抗手段として、一刻も早く新たな絢爛たる七つの秘宝が欲しい。

			「少々気になることもあるし、これ以上厄(やつ)介(かい)なことにならなきゃいいが……と言っても無理か」

			　

			　

			　せっかく大金を手に入れる予定が立ったので、松田は王国でも上級に分類される高級宿、妖精の羽へ宿泊することにした。

			「お肉！　お肉です！　わふ」

			「すいませんが、こいつにもスープと肉を頼めますか？」

			「承知しました」

			　さすがは高級宿、金は高いが嫌な顔ひとつせず、クスコにも食事を用意してくれる。

			「…………お父様、私も早く！」

			「何か迷宮で役に立つものを見つけられればいいが」

			　最近はディアナも、早く食事ができるように要求することが多くなってきた。

			　彼女なりに、食事が生きるために必要であるだけではなく、楽しみや共同作業としての価値があることに気づいたのだろう。

			　初めて会った頃の、ただ意思があるだけの秘宝であったディアナからは、考えられない情緒の発達であった。

			　同じ感想もクスコも抱いたらしい。

			『本当に自分の目が信じられないわ……』

			「そんなに変わったのか？」

			『そもそも前の主様は秘宝に自立思考する力は与えましたが、感情については教えませんでしたから』

			「…………なるほど」

			　要するにライドッグが秘宝に求めたのは現代でいうところのＡＩなのだ。

			　自分で分析し、自分で主人のために最善の行動をとる、絶対的な忠誠心を持つ道具。

			　自立行動だからタイムラグもなし。

			　ＡＩが普及した現代を知るからこそ、その便利さを松田は実感として知ることができる。

			　もともと人形ですらなく秘宝なのだから、ライドッグも感情まで必要とはしなかったのだろう。

			「そのわりには…………」

			　出会った時からディアナはよく感情を露わにしていたように思う。

			「なんですか？　その視線は？」

			　不本意そうにディアナは唇を尖(とが)らせる。

			　そんな拗(す)ねた顔を見せること自体、かつてライドッグの秘宝であった頃にはありえないことなのだ。

			　そのあまりの違いがクスコにはわかるが、松田にはピンとこないのである。

			　それにしても美少女がやると、そんな拗ねた仕草も可愛く見えるから不思議であった。

			『すいません、寒気がします。まさかあの世界を終わらせるとまで言われた殲滅馬鹿が、こうも変わるとは……』

			「誰が殲滅馬鹿よ！」

			「そこについてはお前に否定する権利はないだろ」

			「ぬぐう…………」

			　悔しそうにディアナはプルプルと細い肩を震わせた。

			　松田のいた現代日本にも、ＡＩに感情は発現するか、という議論はある。

			　これは松田の知る限りの情報ではあるが、ＡＩが人間の感情を学習して、限りなく人間に近い感情を表現することは、おそらく可能だ。

			　しかし、非合理的な感情に身を委ねることは不可能ではないか、と言われている。

			　例えば恋人と喧嘩したから衝動的に自殺してしまう。あるいはまったく偶然の気分で、自分の好みとは逆の選択をしてしまう、といった間違った判断を実行することは、ＡＩにはできない。

			　基本的に自殺をする動物は人間だけだ。有名なレミングだって、本当は繁殖しすぎて移動する過程でうっかり死んでしまう個体が出てくるだけで自殺ではない。

			　また、動物も嫉妬はする。しかしそれは自分の立場改善を求める抗議であって、相手が自分と同じ立場に落ちてくるのを喜ぶという感情はない。

			　これらは人間だけが持つ独特の感情であって、松田はそれをＡＩが獲得するのは不可能であると考えていた。

			　もしＡＩが暴走するとすれば、それはプログラミングを無視してもよい、と人間がプログラミングするか、バグが発生した場合だ。

			　そのＡＩが新たなＡＩを生産するという増殖が発生したら、人類はＡＩによって滅亡する可能性はあるかもしれない。

			　いずれにしろそれは、松田が存命中にはありえない問題であるはずだった。

			　ライドッグがいったいどんな製作をしたのかはわからないが、秘宝に関してもプログラミングと同様に術式というものが存在することを考えれば、あながち無関係なものではないのかもしれない。

			『でも、私は今の貴女の方が好きですわよ』

			「ふえっ？」

			　思いもよらぬ言葉をクスコにかけられて、ディアナは赤面してわたわたと両手をばたつかせた。

			　その仕草が子供らしく可愛いので、思わず松田も微笑してディアナの頭を撫でてしまうほどだった。

			「ずるいです！　ステラも撫でてほしいです！　わふ」

			「わかったから落ち着け」

			　身体ごと体当たりするように抱き着いてきたステラの頭を撫で、相変わらず照れて固まったままのディアナも撫で続ける。

			　ささくれだった心が癒されるような気分だった。

			　そんな微笑ましい光景を眺めたクスコは、コン、と嬉しそうに鳴いた。

			『主様は本当にいい男ですわ』

		

	
		
			　

			第九十三話　もてあます心

			　

			　人造生命であるディアナには睡眠の必要はない。

			　しかし松田やステラとともに身体を横たえて思索に浸るという行為は気に入っている。

			　松田の体温を感じていると、どこか安心している自分がいて、そんな心の動きが不思議でくすぐったいような感情があった。

			　かつてライドッグに仕えていた時にはなかった感情である。

			　クスコが今のディアナを見て驚いたのは正しい。

			　あの頃の自分は、ただライドッグに命じられたことをこなすだけの道具にすぎなかった。

			　造物主であるライドッグを父か神のように慕ってはいた。

			　それこそクスコよりもライドッグの役に立ちたいと、嫉妬を燃やしたこともある。

			　しかしそれは盲目的な信仰のようなもので、今の松田に対するような温かいものではなかった。

			　――いったい何が私を変えたのだろう？

			　ごろりと寝返りをうって、ディアナは松田にぴったりと背中を預ける。

			　松田の体温が薄い寝間着越しに伝わってきて、泣いたこともないのに、なんだか泣きたい気持ちがする。

			　ディアナは再び向き直って、背中から松田に抱き着いた。

			「今日は落ち着かないのか？」

			　小一時間も松田の背中でもぞもぞ動いているから不思議に思ったのだろう。

			　もちろん松田はディアナが睡眠をとらないことを知っている。

			　それでも大抵の場合、ディアナは死んだように動かない。

			　こんな風に落ち着かないディアナは、松田も初めて見るのだった。

			『気にしなくても大丈夫ですわ、主様。ちょっと恥ずかしいことがあったのです』

			「何が恥ずかしいのよ！」

			　松田の枕元で丸くなっていたクスコにからかわれて、ディアナはなぜか図星をさされたような気分になった。

			『ですから主様、どうぞお気になさらずにお休みくださいませ』

			「ふわぁ……そうか……」

			　あまり深くは考えられなかったのか、そのまま松田は瞳を閉じてすやすやと寝息を立て始めた。

			　そのことにほっとしている自分がいる。

			『不思議ですわね。この感情、持て余してしまいそうですわ』

			「私は違うもん」

			『ぶっ！』

			　ディアナが本物の子供のように「もん」などと拗ねてみせたことに、クスコは思わず噴き出した。

			『はあ……本当に、変われば変わるものですわ』

			　生温かい目でクスコに見つめられて、ディアナは隠れるように頭からシーツを被る。

			　もちろん、松田にはしがみついたままに。

			　どうしてこんなに松田と離れずにいたいのか。

			　――おそらくは千年という長すぎる孤独のせいだ。

			　封印された迷宮の奥で、ずっとディアナは他者を待ち続けていた。

			　少なくともライドッグといた頃には、主がおり、ライバルがおり、敵がいた。他者との関わりの中で生きていけた。

			　孤独ということの意味を意識したこともなかった。

			　秘宝ゆえに狂うことも許されない真の暗闇の中で、ディアナは誕生以来初めて、人格があることを呪った。

			　松田が迷宮を訪れた時には、自分でも信じられないほどに取り乱して狂喜した。

			　――――こんなに他人を求める日がくるなんて。

			　もちろん誰でもよかったというわけではない。

			　ディアナを必要としてくれる人間を、そして彼女自身も意識していないことだが、ディアナという個性を大切にしてくれる、そんな存在を求めていた。

			　松田のディアナに向けるそれは、人間に対するものとなんら変わらない。

			　むしろ人間以上に大事にしてくれていると思う。

			　自分を見つけてくれたのが松田で、本当によかったとディアナは改めてそう思った。

			　クスコの言う通り、自分は変わった。

			　でもそれは、絶対にディアナにとって幸せでよい方向に変わったのだと、ディアナは信じて疑わなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………ただいま帰還しました」

			「話は聞いた。やはり軍部の糞どもは何の役にも立たなかったようだな」

			　贅を極めた管理所長室でクッションに頭を半ばまで埋めて熟れた苺をつまみ、傲然と嗤(わら)う男がいる。

			　迷宮管理所長にして、スキャパフロー王国伯爵であり、さらにドワーフ評議会の元老の一人でもある男だった。

			　いまだこの男の前ではシェリーも緊張を隠せない。

			　その気になれば、いつでもシェリー程度の探索者を闇に葬ることなど造作もない男だ。

			「素晴らしい目をお持ちのようで。危うくいずこかの手の者に先を越されるところでしたよ」

			「ああ、あれは軍務卿の末端の仕業だ。思ったより有能であったようだが」

			「まあ、確かに無能も極まれば有能になるのでしょう」

			　あの女、リノアは人に迷惑をかけることにかけては天才的だった。

			　今頃はどんな世界でどんな地獄を体験しているか気にはなったが、せんないことだとシェリーは首を振る。

			　万にひとつも生きているはずがないからだった。

			「まさかこうも早くあの狐を撃退できるとは、さすがに思わなかったぞ。もしわかっていたら、もう少し効果的に軍部をいじめてやれたのにな」

			　くつくつと楽しそうに男は嗤う。

			（――このサディストめ！）

			　シェリーは目の前の男が嫌いだった。

			　男の名をハインツ・インガルという。名門インガル伯爵家の当主で、現在四十九歳。

			　貴族には珍しく短く髪を刈りこみ、ドワーフとしてはありえぬことに髭を蓄えていない。

			　しかしスキャパフロー王国においては、大きな権力者であるのも事実である。

			　特に迷宮が生み出す莫大な利益をほぼ掌握しており、力も大きいが敵も多いことで有名な男であった。

			　今回の迷宮の混乱で、あわよくば軍部が利権をぶんどろうと諸(もろ)肌(はだ)脱ぎで首を突っ込んできたのが痛く腹立たしかったらしい。

			「――――それで、マツダといったか？　どんな男かね。君の主観で構わない」

			「私などに推し量れる男ではありませんが――ひとつ、確実に言えるとすれば、絶対に敵対したくないということです」

			「それはこの私よりも――かね？」

			「無論、閣(かつ)下(か)とも敵対したくはありませんが……もし彼と敵対せよと命じられたら迷わず逃げます。逃げ切る方が、まだ生き残る可能性が高いと思いますので」

			「なるほど、面白そうな男だね」

			　これはまたひと悶着あるな、とハインツは考えた。

			　松田はフェイドルの迷宮を救った恩人であるだけでなく、五槌ドルロイの弟子でもある。

			　その彼がもしも迷宮を攻略してしまうようなことがあれば――かつてドワーフの国王が一度だけ成功したとされる迷宮攻略を成し遂げた功績を誰も否定できはしない。

			　――それに、迷宮の最深部に何が眠っているのか、ハインツにもいささか気になる点があった。

			「敵にできぬならば――せめて味方としてケチでないことを祈るばかりだな」

			　幸い、勝手に敵対してくれる馬鹿には、不自由しないだろう。

			「シェリー、引き続き、彼に対する支援を。叶うならば同じパーティーに潜りこめ」

			「残念ですが、彼は私をパーティーに入れようとはしないでしょう」

			「残念だと思うなら努力してみるのだな」

			　ハインツに言われてシェリーはカッとなって頬を赤く染めた。

			　老練な政治家でもあるハインツにとって、シェリーが松田に対して好意を抱いていることなど一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)である。

			　だからといって、見透かされていたことを認めるほど、シェリーは素直な女性ではない。

			「……あまり余計な真似をして彼を刺激しないでくださいませ」

			「心しておこう。この次はもう少し顔の赤さを隠して言うようにするのだな」

			「ぐっ…………！」

			　このままではハインツにからかわれるだけだ。

			　シェリーは挨拶もそこそこに所長室を飛び出すのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、再び王宮へと呼び出された松田たちは、上機嫌で微笑するジョージと対面することとなった。
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			「よくぞやってくれた！」

			「陛下のご期待に添えましたなら、望外の喜びにございます」

			「うむ、実に見事であった。しかも退治した白狐を素材として新たな使い魔を獲得したらしいな」

			「御意」

			「――――その使い魔、元の記憶は残されていないのか？」

			　まあ、普通はそう考えるよな。

			　クスコを退治したから、すべて解決というわけではない。

			　いったいなぜ、急にクスコが迷宮で活動を始めたのか。その謎が解明されない限り、また同じことが起きないとも限らないのである。

			　万が一、松田がこの国を去ったあとに同じ妖狐が出現されては、目も当てられなかった。

			「残念ながら、ある程度能力は引き継ぎますが、記憶までは無理です。しかしながら、わかっていることもあります」

			「ほう……それはなんだ？」

			「白狐が狂った原因は、使役していた契約者との契約を、無理やり破棄されたことによるようです」

			「その白狐の契約を破棄したのは、いったい何者だ？」

			　ジョージの口調に緊張が混じる。

			「正気を失っていた白狐の言葉ではございますが――その男の名はリアゴッド。黒髪のエルフであったそうです」

			「リアゴッド、間違いなくそう言ったのか？」

			「御意」

			「……有益な情報を感謝する」

			　松田の情報はジョージが入手したコパーゲン王国の迷宮を混(こん)沌(とん)に陥れた魔法士の名と一致する。

			　それが事実であるとすれば、スキャパフロー王国に降りかかった厄災の火の粉はまだ収まっていないと考えるべきであった。

			　なぜならコパーゲン王国とスキャパフロー王国の国境沿いで、件の魔法士を探索している騎士団は探索を解いていない。

			　すなわち、件の魔法士はコパーゲン王国ないしスキャパフロー王国に潜伏している可能性が高いのである。

			「黒髪のエルフ、と言えば貴殿もそうだが、エルフに黒髪は多いのかな？」

			　国王ジョージと違い、宰相の言葉には棘(とげ)がある。

			　その件の黒髪のエルフとは、実は松田のことではないのか？　そう疑っていることが、言葉の裏に隠されていることがわかる者にはわかった。

			　すでに先刻承知している松田はいささかの動揺もなく宰相に答えた。

			「おそらくは多くはないと存じますが、十人に一人程度にはおりましょう」

			「なるほど、それで貴殿は聞いたことはないのか？　そのリアゴッドという男を」

			「寡聞にして耳にしたことはございませぬ。エルフはそもそも閉鎖性の高い種族でございまして」

			「そう聞いてはいるが、貴殿を見ていると世間の評判はあてにならぬものかと思うのでな」

			　なるほど確かに松田という人間は、一般に言われているエルフ像と甚(はなは)だしく異なっている。

			　そのリアゴッドという男もまた、エルフらしからぬ人物であろう。

			　松田とリアゴッドが同一人物ではないとしても、疑いたくなる気持ちもわからなくはない。

			　松田にとっては迷惑なだけだが。

			「どうだか知れたものでないぞ！　早くこの国から叩き出した方が安全というものだ！」

			　嫌悪感も露わな声で、軍務卿のスペンサー伯はジョージに訴えた。

			　彼としては騎士団にお気に入りの精鋭を投入したのに、まんまと手柄をさらわれたのである。

			　松田を敵視するのは当然のことと言えた。

			「そもそもこの時期に同じ黒髪のエルフが、同時に迷宮で問題を起こすなど怪しいことこのうえないではないか！」

			「言葉が過ぎるぞ、スペンサー伯」

			　国王ジョージに咎(とが)められては、さすがにスペンサー伯も臣下として矛先を収めざるを得ない。

			「気になさるな、マツダ殿。五槌ドルロイの弟子が件の魔法士に与するとは余も考えておらぬ」

			「ありがたき幸せ」

			　食えぬ国王だ。信じるという言葉の裏で、ドルロイの弟子であることを強調して松田に釘を刺している。

			　下手な真似をすればドルロイにも累が及ぶと言っているのである。

			「――――面白そうなことを話しているじゃないか」

			　からかうような、楽しそうな、甲高い女性の声が響いたのはその時であった。

		

	
		
			　

			第九十四話　婚活王女登場

			　

			「そいつが噂のエルフの男かな？」

			「マリアナ！　お前はまた勝手な真似を……！」

			　苦虫をかみつぶしたような顔で、ジョージは低く呻いた。

			「私は第一王女マリアナ・スキャパフローだ。ほう、なかなかによい面構えではないか。探索者というのが物足りぬところではあるが……」
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			　しげしげとつま先から頭まで松田を嘗(な)めまわすマリアナの視線に、ステラとディアナが敏感に反応した。

			「お父様をそんな目で見ないでください！」

			「そうなのです！　わふ」

			「なかなか見目好い娘たちではないか。エルフにも美を解する者がいるとはうれしいぞ」

			「その認識は性別を超えるんですかねえ……」

			　この国にいる限りロリのレッテルを拭い去ることはできなそうだ、と松田は諦念とともに項垂れた。

			「ふむ、だがこの私に釣り合うには伝説級、最低でも我がフェイドルの迷宮の攻略くらいは成し遂げてもらわなくては困るぞ？」

			「――――はぁ？」

			　相手が王族であるというのに、さすがの松田も間抜けな返事をせずにはいられなかった。

			　誰が誰と釣り合うというのだろうか？

			　確かにこの王女、美女ではあるのだろうが、松田の見るところ三(み)十(そ)路(じ)を超えているように思われる。

			　くっきりと整った顔立ち、やや厚めの唇、肩甲骨のあたりまで伸びた燃えるような赤毛。

			　例えるならばハリウッド女優のような雰囲気だろうか。

			　といっても肌や目尻の皺は二十代の若さを失いつつあるのは明らかであった。

			「私はこれでも少々武を嗜(たしな)む。今から私と手合わせしようじゃないか。噂の半分ほどでも強くあってくれよ？」

			「いい加減にしないか！　毎度毎度お前は……そんなだからいつまで経っても貰い手がいないと、なぜわからん！」

			「何を言ってるんだ父上、私は振ったことはあっても、振られたことは一度もないぞ？」

			「そのせいでもう何年も縁談らしい縁談すらなくなっただろうが！」

			「おかしいな。こんなに美人で王族で金持ちで女らしいのに、世の男たちも見る目がないことだ」

			「身体的価値というのはな。二十歳を過ぎたら目減りするものなんだ。あと、自分で美人とか言うな！」

			「――――それは差別的発言だぞ父上、あとで母上に言いつけてやる！」

			「個人的価値観と普遍的価値観は別なんだよ！」

			　無意識のうちにうんうん、と頷いてしまう松田を見(み)咎(とが)めて、マリアナはたちまち柳(りゆう)眉(び)を逆立てた。

			「父上にならともかく、貴様のようなエルフごときに私の婚活を評されてたまるものか！　表へ出ろ！」

			「望むところです！」

			「叩きのめしてやるです。わふ」

			　なぜかステラとディアナの方が、マリアナに挑むようにして叫び返す。

			「い、いや、私はその男と、だな」

			「お父様の敵は私の敵です！」

			「ご主人様の敵は私の敵なのです！　わふ」

			「私は幼女をいたぶる趣味はないのだが…………」

			「「幼女じゃないです！（わふ）」」

			　

			　――――なし崩しに王女と勝負することになってしまった。

			　救いの手を求めて国王と宰相に視線を送るが、わずか〇・〇一秒で視線を逸らされる。

			（処置なしということか）

			　どうやらこの王女、常習犯で基本的に人の話を聞かない性格のようだ。

			　正直、この手の人間は松田の会社にも複数いた。

			　もちろん人それぞれに事情があるのはわかるが、彼らの思考には松田も理解しがたいものがあるのも事実であった。

			　

			「婚活なんてするもんじゃないっすよ！　散々金を払って紹介してもらえるのは見れたもんじゃない売れ残りばっかり！」

			（うん、普段から女性下げしているのに共稼ぎ希望とか、金を払っても紹介してもらえる人は限られるよ。察しろ）

			「ずっとずっと仕事を頑張ってきたから、仕事仕事だったから出会いがなくて……」

			（サラリーマンが仕事頑張らなくてどうすんだよ。結婚したサラリーマンは仕事頑張ってないのかよ！　喧嘩売ってんのか）

			「外見で判断しない人が理想です」

			（そうだな。でもせめてちょい太めくらいまで痩(や)せよう。普通の女性はハンプティダンプティと恋愛したいとは思わない。なおデブ専は除く）

			「もう歳だし、そう高望みはするつもりはないんです。バブルじゃあるまいし、年収一千万円以上とか言いません。ただ、親との同居や介護がなくて、県外への転勤や障害とかなくて、家事や子育てに協力的で生活に困らないくらいの収入があれば……」

			（その条件ならどうして十年前に婚活を始めなかった？　三十前半ならまだその条件でも望みはあった。どうして四十路に入って、弟夫婦に実家を追い出されてから始めた？）

			「あんな女、こっちだって、はなからお断りですよ！」

			（気持ちはわかるが、せめて震える声と鼻づまりを直してから言え）

			「エマ・ワトソンみたいな子と結婚したいんだ」

			（この俺の時を止めるとは……貴様ＤＩＯか？　ていうかお前、俺と同じ四(よ)十(そ)路(じ)だったよね？）

			　

			　松田の知る婚活の闇は深い。

			　しかし社畜の闇は婚活よりなお深いと松田は断言できる。

			　少なくとも彼らは自らの好みで選択権を行使するだけの余裕があり、それは社畜には決して持ちえぬものであるからだ。

			　どちらにせよマリアナ王女がひどく面倒くさい人物であることは理解した。

			（適当に負けて失望してもらうのが一番なんだが……）

			　敵意で盛り上がっているディアナとステラを見る限り、それは望み薄であろう。

			　それに今後のスキャパフロー王国において、松田が下手に侮りを受けないよう力を誇示しておく必要もある。

			　松田の求めるものが絢爛たる七つの秘宝である以上、王国が手の平を返す危険性は高く、敵に回せば厄介だと思わせておいた方が、都合がいい。

			　あまり警戒されるのも考えものではあるが、松田が目指すものは、国家や権力に負けないだけの自由を得ることだ。

			（うまく嫌われるように立ち回るしかないな）

			　やや諦め顔で松田は、憤然と肩を怒らせるマリアナのあとに続くのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マリアナの侍女であり護衛でもあるナージャは、何十度目になるかわからない希望に縋(すが)りつかんばかりであった。

			　どうか、この人が姫様を引き取ってくれますように！

			　先代の護衛から任務を引き継いでから七年、少しでもナージャに男の影があると邪魔をする王女のせいで、嫁き遅れて不良在庫となるのが現実の恐怖となってきていた。

			　早くマリアナに結婚してもらい、可能ならば護衛役を外れたい。せめて自分の結婚を邪魔されたくない。

			　その一心でナージャは本来の任務以上に、マリアナに有望な男性の情報を届けることに執心していた。

			　今回松田の情報が入ったのは本当にたまたまだ。

			　もともと軍の出身であるナージャは、白狐と交戦し撤退してきた騎士団に知り合いがいた。

			　まさに惨(さん)憺(たん)たる敗北であったという。

			　騎士団でも腕の立つ精鋭であるという自負があっただけに、友人の受けた衝撃は大きいようであった。

			　あの白狐を倒すには、将軍か伝説級クラスの探索者の個人的武勇が必要だ。

			　友人はそう言い切っていた。

			　ところがその日の夕方には、この国を訪れたばかりのエルフと可愛らしい二人の幼女が白狐を退治したというではないか！

			　――――これだ！

			　ナージャは内心で快哉を叫んだ。

			　困ったことにマリアナ王女は男顔負けの、というか彼女に対抗できるのは将軍クラスだけというほどの武力を誇る。

			　彼女の男性への評価基準は、まず自分と同等に強いこと。

			　もちろん容姿、財力、身分、物腰など要求する基準は高いが、まず大抵の人間は第一関門すら越えられない。

			　一時は我が国の誇る将軍しか相手がいないのではないか、と言われたが、将軍の方はすでに愛妻がおり、下手に突っつくと将軍が亡命しかねないので、国王ほか総勢でマリアナの説得にあたるという事態になった。

			　以来、有望な青年に粉を掛けては、歩み寄るどころか一方的に蹂(じゆう)躙(りん)するだけで、今やマリアナは誰の目にも地雷として認識されていた。

			　もうこの国に住む人間でマリアナの地雷ぶりを知らない人間はないに等しいだろう。

			　――――まさか国外から獲物がネギをしょってやってきてくれるとは！

			　正しくこれは、自分にも結婚の機会を与えようという神の福音であるとナージャは信じた。

			　というより、信じなければやっていけなかった。

			　王族のパワハラの前に、一介の騎士階級の幸せなど塵(ちり)芥(あくた)に等しいのだ。

			「今度は少しは期待してもいいかしら？」

			　まだ怒りで頬が紅潮したままだが、松田の王族にも位負けしない鷹揚な態度はマリアナの評価には価したらしい。

			「もちろんですとも。きっと姫様に相応しい方だと思いますわ（だから少しは妥協しろ）」

			「そうねえ……顔はかろうじて及第点だけれど、せっかくここまできたのだから変な妥協はしたくないし……」

			（婚活に等価交換の法則はないのよ！　苦労したり努力したから報われるとは限らないの！　どうしてそれがわからないのかしら？）

			　それはなまじマリアナが王女で、実力もあったからだろう。

			　ナージャの知る限り、年齢が二十代を過ぎると同時に、等価交換は徐々に不等価交換となり、三十代を過ぎるとほぼ等価が実現する見込みはない。

			　完全に自分の損であるという妥協、できれば損をしても本望と思える男性に巡り合えることができれば万々歳。

			　損して得取れとはまさにこのことか。

			　――――実はすでに、ナージャには目をつけている男性がいる。

			　正直、見てくれはそれほどではないが、誠実で部下の信頼も厚い騎士長。

			　マリアナ付きとなる前に護身術の指導を受けたのを奇(き)貨(か)として、以来、ナージャは地道なアプローチを続けている。

			　少ない時間を見つけては指導をお願いし、そのお礼と理由をつけてプレゼントを渡し、ようやく手作りの甘味なども恥ずかしくないレベルに達してきた。

			　気がつけば自分も二十六歳、世間的には嫁き遅れと考えられる年齢である。

			　そうした現実とすり合わせを図るとすれば、やはり人柄と安定性が最重要ポイントであった。

			　もちろん、イケメンで財力があるにこしたことはないが、そこまで求めて売れ残るより、平凡でも幸せを得る。

			　それが婚活女子ナージャの、意地と打算のタクティクスであった。

			（だから姫様！　今度こそあのエルフをとっ捕まえてください！　主(おも)に私の幸せのために！）

			　侍女から暗い情念を発した視線を向けられていることにも気づかず、マリアナは通いなれた演習場へと足を踏み入れた。

			　埃っぽさと汗臭さ、どこか剣(けん)呑(のん)な、突き刺すような空気。

			　この場所はマリアナにとって、安息と充実感を与えてくれる場所であった。

			「――さあ！　ひとまず小手調べだ。殺しはしないが、骨を折るくらいは覚悟しておけ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いい度胸です！」

			「コテンパンにするです！　わふ」

			「だからどうして幼女が戦う気満々なんだ？」

			「「幼女じゃないです！（わふ）」」

			　マリアナは困惑を隠さない。

			　彼女にしてみれば、松田の腕前を測りたいだけだというのに、そんな名誉を与えられて怒っているステラとディアナの気が知れなかった。

			「少しは空気を読みましょう、とか陛下に言われませんでしたか？」

			「むっ？　どうして貴様がそれを知っている？　ナージャ！　黙って頷くんじゃない！　給料下げるぞ！」

			「そ、そんな……殺(せつ)生(しよう)です！」

			　とばっちりを食らって涙目になるナージャである。

			　騎士の俸給は決して高いものではない。むしろ安い。これ以上減らされたらナージャの婚活に深刻な影響をもたらしかねなかった。

			　というか、本気でもう少し空気を読め！

			「私は幼女といえど手加減はしないぞ？」

			「幼女じゃないですが、こっちも手加減はなしですから！」

			「わふわふ！」

			「やりすぎて負けても文句言わないでくださいね？」

			「はっはっはっ！　この私に勝てたのなら誰が文句を言うものか！　私は王国でも五本の指に入る戦士なのだぞ！」

			　大(たい)言(げん)壮(そう)語(ご)というなかれ。

			　困ったことにマリアナの言葉は事実であった。

			　マリアナは、ごく稀に生まれる、人間の身体にドワーフの膂(りよ)力(りよく)をもった特異体質である。

			　空気が読めない代わりに、物事にのめりこむ才は人一倍で、並みの騎士が裸足で逃げ出すほどの修業もした。

			　その結果が、マリアナにとって幸いであったかどうかは不明だが。

			　少なくともマリアナが恐るべき武勇の持ち主であることに関しては、誰も否定のできない事実であるのだった。

			「その言葉、忘れないでください！」

			「思い知るです！　わふ」

			「やってみろ！」

			　なんだかせっかく盛り上がっているのに、一人だけついていけない松田である。

			　王女に気に入られる気も、下手にヘイトを買う気もないのだから当然といえば当然であろう。

			「そこ！　他人事みたいな顔をするな！」

			「――それでは、恥ずかしながら微力を尽くすといたしましょう――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　突如背後に出現した騎士ゴーレムにマリアナは一瞬面食らった。

			「遠隔召喚か！」

			　通常魔法士がゴーレムを召喚できるのは、術師を中心とした半径五メートルほどの範囲内である。

			　だが、松田の召喚はこの常識に当てはまらない。その気になれば半径百メートル以内のどこにでも召喚が可能であった。

			　そうでなければ数百ものゴーレムを同時運用などできるはずがないのだ。

			「ふん、この程度で満足してもらっては困るぞ？」

			　一瞬驚きはしたものの、マリアナは抜き打ちの一刀で騎士ゴーレムをあっさりと腰斬する。

			　だが間髪入れずディアナの魔法が炸裂した。

			「火球(フアイアーボール)！」

			「――――ふん！」

			　一(いつ)閃(せん)、マリアナは魔剣を振り抜くと、あっさりディアナの魔法を切り裂いた。

			「私の魔剣に平凡な魔法が通じると思わぬことだ」

			「火球、火球、火球、火球、火球、もいっちょおまけに火球！」

			「ちょ、なあ！」

			　優れた魔法士であれば不可能ではないとはいえ、これまでマリアナが経験したことのない連射速度で魔法が飛んでくる。

			　しかもなんだかんだいって王族であるマリアナに、ここまで容赦なく直撃コースの魔法を放ってくる者は少なかった。

			　少なからずマリアナが驚くのも当然であった。

			「くっ……この程度の魔法、直撃しても多少痛いくらいなのだが……むざむざ当たってやるわけにはいかん！」

			「後ろがお留守なのです。わふ」

			「んなっ？　ぐはっ！」

			　ディアナの魔法を煙幕代わりにして、いつの間にかステラがマリアナの背後へと迫っていた。

			　それでも本能的に前方へと飛んだのは、マリアナの戦闘センスの非凡さを示すものであろう。

			　おかげでステラの蹴りの衝撃が、半分以上緩和されてしまったが、わき腹を捉えた痛撃はマリアナの心肺機能にダメージを与えずにはおかなかった。

			　その好機をステラが逃すはずもない。

			「まだです！　わふ」

			　人狼ならではの身体能力で、前へ飛んだマリアナへとさらに加速するステラにさすがのマリアナも面食らった。

			　少なからず王国指折りと信じていた自分の武が、もろくも崩れ去るかのようであった。

			「やむを得ん――――攻性防壁(リアクテイブウオール)！」

			「わふぅっ！」

			　マリアナの装備する優美なハーフプレート。

			　フルプレートと違い、また動きやすさを追求して極限まで薄く作られたそれは、魔力によって障壁を作り出す秘宝(アーテイフアクト)でもあった。

			　ステラの突撃は、突如出現した障壁によって阻まれ、鼻を強く打ったステラは涙目で呻いた。

			「ふう……私に秘宝を使わせるとは、ここ五年はいなかったぞ」

			　冷や汗が頬をつたう。

			　それでもまだ強がりを言う余裕がマリアナにはあった。

			　個人的武勇もさることながら、マリアナが装備した武具は、まさにドワーフの生み出した技術の結晶ともいうべきもので、並みの探索者では一生お目にかかることのできない稀少品であったからだ。

			　

			「――――ここからですね」

			「うむ」

			「ふえっ？　へ、陛下ああ？」

			　

			　誰に言うともなくマリアナの戦いぶりを見て呟いたナージャは、いつの間にか自分の傍らで、国王と宰相が見物しているのに気づいて惑乱した。

			　間違っても一介の侍女が肩を並べて観戦してよい相手ではなかった。

			「よいよい。お前には苦労をかけておるし、この戦いの行方は余にとっても関心があるのでな」

			　あわよくば不良在庫を引き取ってもらいたいのはジョージも同じ。ただし松田を絶対に敵に回すことだけは避けたい。

			　まともな人間ならマリアナを娶(めと)ろうとは思わないだろうが、箔(はく)と権力を志向する者なら見込みはある。

			（――――苦労させてると思ってるなら誰かと替えてよ！　女の盛(さか)りは短いのよ！　これだからおえらい人は！）

			　苦労させてるとは思いつつも、それも義務のひとつであることを疑わない。

			　常に下から奉仕されることに慣れている、国王ジョージの限界であった。

			「……それにしてもあの幼女がここまで強いとは……」

			　ジョージの前であのマリアナを相手に戦いの主導権を握っているのは、明らかに二人の幼女の方である。

			　目が飛び出るように高価なマリアナの剣も鎧も、怒りに燃えるステラとディアナを止めるには不足のようであった。

			「氷槍(アイスランス)！　火球(フアイアボール)！」

			「そんなものは効かんと……なあ？」

			　障壁の発動によって受け止められた氷槍と火球が濛(もう)々(もう)と水蒸気を発生させ、マリアナの視界が閉ざされた。

			　最初からこれを狙っていたのか！　とマリアナの背筋に悪寒が走る。

			　王女である自分に対し、ここまで戦術を駆使してきた相手はいなかったのだ。

			「わふっ！」

			　気合一閃、ステラが暴速のスキルを使用してマリアナの障壁を突破する。

			　全自動の障壁は、その対応速度を超える対象に対して、効果を発揮することができない。

			　さすがのマリアナもこれまでか、と思われたのだが。

			「――――面白い。私を本気にさせたのは久方ぶりのことだぞ」

			　魔法すら越える反応速度で、マリアナはステラの拳を軽く下から叩いて、その軸をずらす。

			　それでもなおすれ違いざまに蹴りを叩きこんだステラの格闘センスも特筆に値するであろう。

			　だが、本命ではない攻撃で致命傷を負うほどマリアナの装備は安くはない。

			　多少の衝撃はマリアナも覚悟の上。

			　腹部に軽い鈍痛を覚えるが、それ以上に雄敵と出会えた喜びの方が勝った。

			　すでにマリアナの頭の中から、松田という男の品定めをするという本来の目的は消えていた。

			「ああ、楽しい。楽しいじゃないか」

			「目的を忘れてはいけませんわ、姫様！」

			　明らかに本末転倒になりそうなマリアナにナージャは思わず声を張り上げた。

			「それはそれ、これはこれ、だ！」

			「そんな甘いことを言っていると、高収入、高ステイタスのおまけに、高年齢がついてくるんです！　瀬戸際なのわかってください！」

			「誰が瀬戸際だ！　私はまだまだ若い！」

			「三十路を若いと言ってくれるのは四十路五十路だけだとどうしてわからないのですか！」

			「お前と一緒にするな！　乙女の歳は心の在り方で測るべきなのだ！」

			（いや、それはない…………）

			　言葉には出さずに、内心で深く脱力する国王と宰相であった。

			「馬鹿にしないでいただけますか？」

			「年増は引っ込め、なのです。わふ」

			「誰が年増だ！　幼女といえど、もう容赦せん！」

			　マリアナは魔剣の拘(こう)束(そく)を解放する。剣を包んでいた魔力は実際の熱量を伴う炎の付与を受けて紅く輝きを増した。

			「むぅ、いかん。あれはもう試合の次元を超えているぞ！」

			　ジョージは呻(うめ)くように呟いた。

			　父親であり、マリアナに魔剣を与えた張本人であるジョージは、その非常識な切れ味を知り尽くしている。

			　ドワーフの匠たちが、技術の粋を尽くした国宝のひとつ魔剣ガリアーニ。

			　盾や鎧の防御をほぼ無効化する熱量制御技術は、現在の五槌をもってしても再現は困難と言われるほどで、それを向けられるステラとディアナが無事に済むとは到底思われなかった。

			「姫様！　落ち着いて！　殺してしまってはまた地雷の汚名に箔(はく)が――――」

			「人を馬鹿にするのもいい加減にしろおおおお！」

			　激情の赴くままに剣を振りかぶるマリアナであったが、それを見下す冷たい視線があった。

			　松田である。

			　マリアナに対する戦闘方法を決めかねていた松田であるが、ことここに至り脅迫によって彼女の心を折ることを選択したのであった。

			「おい、衛兵！　早くマリアナを止めよ！」

			「無理です！　ただの衛兵にあのガリアーニを使用した王女を止めるのは――」

			「――いいえ、もう終わっています」

			　決然として言い放つ松田に、ようやくジョージたちはこの戦いにまだ松田が参加していなかったことを思い出す。

			　だからといって、魔剣ガリアーニの力を解放したマリアナを相手に、今さら松田が参加してどうなろう。

			　いかに王女とはいえ、マリアナがここまで傍若無人を許されているのはひとえにこの武力あればこそ。

			　宝石級探索者といえど勝ち目などありはしない、と彼らは確信していた。

			　しかし――――

			「召喚(サモン)、巨人(ギガント)！」

			　全長三十メートル近い大巨人ゴーレムが召喚されると、あまりの非常識さにジョージも、宰相も、ナージャも、そしてマリアナも呆気にとられた。

			　こんな大巨人を召喚する魔法士など、大陸中を探しても絶対に存在しない。

			「転倒(フオール)」

			　間髪入れずディアナの魔法がマリアナの足元を襲う。

			　巨人に気を取られていたマリアナはたまらずバランスを崩し、微(み)塵(じん)の躊(ちゆう)躇(ちよ)も容赦もなく、巨人の戦槌が振り下ろされた。

			「いやああああああああ！　それ死ぬ！　死んじゃうからああああ！」

			　ペタリと尻もちをついてマリアナは泣き叫ぶ。

			「もうだめだあああああああ！」

			「それやりすぎいいいいいい！」

			「この際、それもあり？」

			　最後に非常に生々しい本音が聞こえた気がするが、彼らの心配は杞憂に終わる。

			　

			　――――ドゴォッ！

			　

			　女の子座りでギュッと目を閉じたマリアナの右わきスレスレに戦槌は炸裂し、彼女の半径五メートルを、ほぼ一メートル近く陥没させた。

			　命中していたら即死を免れないことを、実力者であるマリアナだからこそ誰よりはっきりと、細胞の隅まで全身で理解した。理解せざるを得なかった。

			　自分は情けをかけられ生き永らえたのだ、と。

			　やはり自分の目に狂いはなかった。松田はマリアナより強い男性であることを、これ以上ない形で示してくれた。

			　――――とはマリアナは考えなかった。幸いなことに。

			「乙女の尊厳をなんだと思ってるのよおおおおおおおおおお！」

			　内股になりつつ、怒髪天を衝く勢いでマリアナは絶叫した。

			　いくら強くても自分に恥をかかせる男には我慢ならない。

			　女のプライドは婚活に優先するのだ。

			「冷静になってください姫様！　あと何年かしたら午後三時過ぎには顔がひび割れるようになるかもしれないんですよ！」

			「さっきからお前は私をなんだと思ってるんだ！　減給してやる！」

			「そんな――――！」

		

	
		
			　

			第九十五話　軍務卿の思惑

			　

			　マリアナと松田の大立ち回りは、たちまち王宮内に噂となって広まった。

			　好意的な意見もあれば否定的な意見もある。

			　好意的な意見は、少なからず王女の婚活に危機感を抱いていた人々で、うまくすればあの地雷を松田が引き取ってくれる。少なくとも鼻っ柱をへし折られた王女が今後大人しくなってくれることを期待したものであった。

			　否定的な意見は、やはり松田がエルフであることに起因したものが大きい。

			　たかがエルフに一国の王女が辱められたのだ。そもそもエルフが配偶者として候補にあがること自体が許せぬ問題である。

			　そうした人々の中には、白狐討伐で恥をかかされたと信じている軍務卿スペンサー伯ノーラッドもいた。

			　

			「ふざけるな！　あのエルフの若造め！」

			　白銀の髭を震わせてノーラッドは杯を床へ叩きつけた。

			　フェイドルの迷宮が白狐の出現によって使用不能に陥ったと聞いた時には快(かい)哉(さい)を叫んだものだった。

			　それは軍と勢力を二分する迷宮管理所なる機関と、その背後にいる宰相バッキンガム公の損失を意味していたからだ。

			　ところが、である。

			　迷宮管理所が両手を挙げ、満を持して軍が迷宮の秩序を回復する。

			　そんなノーラッドの期待は見事に裏切られた。

			　たった一匹の白狐を相手に惨敗に次ぐ惨敗を喫して、せっかくの騎士団が半ば壊滅する被害を受けたのである。

			　国王も宰相も、軍も大したことはない、などという暴言は吐かなかったが、散々迷宮管理所を批判していたノーラッドを見る目は冷たかった。

			　探索者ごとき無頼と違い、正規の訓練を積んだ騎士団の手にかかれば妖魔ごときひとひねり。

			　誰から構わずノーラッドはそう吹聴していたし、それができると信じていた。

			　探索者などより、軍の方がよほど命懸けの実戦と訓練をしていると今でも信じている。

			　――――だが現実は無情だった。

			　軍は白狐の前に何もできず、逆に多大な損害を被り、あまつさえ白狐はふらりとこの国を訪れた探索者の手によって退治されてしまった。

			　王宮における軍務卿の鼎(かなえ)の軽重を問われかねない失態であった。

			「コパーゲンの馬鹿どもが国境で騒ぎださなければ……」

			　そういえば、このところコパーゲン王国との国境は落ち着きを取り戻している。

			　どうやら人を捜索していたらしいが、それも打ち切られたらしい。

			　それさえなければ軍の切り札でもある将軍クラスの投入もできたはずなだけに、ノーラッドは腹立たしかった。

			　そのコパーゲン王国の騎士団が捜索していた人物というのもわかっている。

			　その名はリアゴッド。黒髪のエルフであり、コパーゲン王国の迷宮を使用不能に陥れた元凶だ。

			　ほぼ同時期にスキャパフロー王国で発生した白狐の跳(ちよう)梁(りよう)、その被害から救ったのが同じ黒髪のエルフだなどという偶然があるだろうか。

			　理性では松田にアリバイがあることはわかっている。

			　フェイドルの迷宮で白狐が登場した時点で、松田はドルロイの弟子としてリュッツォー王国で活動していた。

			　だがコパーゲン王国の黒髪のエルフと仲間でないと言い切れるだろうか？

			　――――そんなはずはない！

			　理性ではなく感情によってノーラッドはそう結論づけた。

			　ノーラッドが松田に対して腹を立てる原因はそれだけではない。

			　もともとドワーフはエルフに対して、憎悪とまでは言わないが、種族的な偏見を有している。

			　それはおそらくはエルフも同様であると思われた。

			　そのエルフが、よりにもよって王女の配偶者の候補にあがったという噂なのである。

			　初めてその噂を聞いた時には耳を疑ったものだ。

			　このスキャパフロー王国が建国されて以来、そんな馬鹿げた話は初めてであろう。

			　ところが、噂も決して根も葉もないものというわけではなかった。

			　あのお転婆――というには薹(とう)が立ちすぎているが――王女が松田に完敗を喫したという。

			　本当だとすれば驚くべきことであった。

			　あの王女の実力は癪ではあるが一流で、ノーラッドが全盛期であった頃でも勝てるかどうか怪しいほどである。

			　この国で勝てるとすれば、数少ない将軍クラスの武勇が必要であろう。

			　その王女に勝利したというのであれば、松田の実力も侮りがたいことは確実であった。

			　そのこと自体も面白くない。どこかドワーフの誇りを傷つけられたような気がするのだ。

			　それ以上に面白くないのは、松田がマリアナの相手として王宮内で肯定的に受け止められているという事実である。

			　冗談だろう？　とノーラッドは思う。

			　いかにマリアナが地雷であるとはいえ、彼女は歴とした王族なのだ。つまりその配偶者となるならば松田もまた王族と同様に遇さざるを得ない。

			　王宮内での実質的な権力はともかく、軍務卿であるノーラッドといえど敬意を払わなくてはならない相手となるのだ。

			　どうしてそのことに危機感を抱かないのだ、と誰かれ構わずわめきたい気分であった。

			　松田のせいで、迷宮の利権をもぎとろうとしたノーラッドの企みも失敗に終わった。

			　このうえ王宮ででかい面をされるなど、ノーラッドのプライドが許さない。

			「いったいどうしてくれよう……是が非にもこのままではおかん！」

			　白狐が討伐されたことで、迷宮に軍の兵力を送り込むことはできなくなった。

			　松田を早く国外に追放できれば言うことはないが、今後の風向き次第では手荒な手段も考慮しなくてはならないと考え始めるノーラッドであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――ちょっと話が違うじゃないか！」

			「と言われましても王宮の布告に逆らう権限は当職にはありませんので」

			　ミネルバに冷たく要求を一蹴されて、女の声が一オクターブ跳ねあがる。

			「そんなことを言ってるんじゃないよ！」

			　迷宮管理所の受付で憤然と怒声を浴びせているのは、一人の女性探索者であった。

			　年の頃は二十代後半もしくは三十代の前半というところであろうか。

			　眩(まばゆ)い黄金の長髪が印象的な美女である。少し目元がきついのと、肌に衰えが見えるのはご愛敬だ。

			「せっかくこの私、宝石級探索者ダリアの獅子ノーラが戻ってきたというのに、今さら秘宝の所有権を認めないはないだろう！」

			　ノーラがそう激高するのも故ないことではなかった。

			　例外的に秘宝の所持を認める、スキャパフロー国王の名でそう布告されたからこそノーラは一度は国外に出たのを引き返してきたのである。

			　それほどにドワーフが抱える迷宮の秘宝というのは魅力が大きい。

			　赤字を覚悟でせっかく引き返してきた途端、やっぱり秘宝は渡せませんと言われれば、頭にくるのはむしろ当然の反応であろう。

			「すでに白狐の討伐は完了しています。迷宮が正常に稼働している今、特例を認める理由がありません」

			「じゃあ、なんで前に入った連中は秘宝の所持を認められているんだ！」

			「彼らは迷宮がまったく機能していない状況で、討伐に協力してくれた人たちです。秘宝の所持を認められたうえで迷宮使用契約を結んでいます」

			「もう討伐は終わったってんなら、奴らも無効にしなきゃ不公平だろが！」

			「――――ですから、国王の名においてそういう契約が完了しているのです。気の毒ですがノーラ様にはその契約がありません」

			　松田があまりに早くクスコを討伐してしまったことの弊害であった。

			　フェイドルの迷宮に探索者を呼び戻すため、秘宝を三つまで持ち出すことを認めたのだが、これはあくまでも例外の措置であり、継続する必要性を国王ジョージは認めなかった。

			　さすがにクスコとの報われぬ戦闘に協力してくれた探索者に関しては年内まで特例を認めることとしたものの、それで収まらないのは除外された探索者である。

			　ほんのわずかな時間差で、貴重な秘宝を所有できる者とできない者とが分けられることとなった。

			　そんなことは断じて容認できないとノーラは言っているのだった。

			「私だって好きでここを離れたわけじゃない！　あの性悪狐の排除には参加していたぞ！　無報酬で！」

			　しかもノーラは公務員ではなく、自らの稼ぎで生活していかなくてはならない探索者だ。

			　無報酬が続けば、いずれ困窮してしまう。

			　もう少し王国が早めに探索者の救済策を打ち出していれば、もっと多くの探索者がスキャパフローを離れずに済んだろう。

			　ノーラに言わせれば、王国の措置は甚(はなは)だ理不尽で不人情なものであった。

			「承知しています。こうして戻ってきてくれたことに感謝もしています。ですが我ら迷宮管理所の独断で国王の判断を覆(くつがえ)すことはできません。ここはギルドでなく王立なのですから」

			　ノーラのために多少の便宜を図ることならできる。

			　むしろ攻略のサポートや、買取の査定では優遇してもよいとすら思う。

			　しかし秘宝の管理規定まではごまかせない。

			　それをすれば下手をしなくともミネルバの首が飛ぶ。

			　いろいろと詰んだ職員なら、人生を買える額の賄賂を渡されれば汚職に走るかもしれないが、それなりに出世コースにのっているミネルバはそんなリスクを冒すつもりはなかった。

			　基本的に公務員が裁量権限を逸脱することはありえないのだ。

			「――――このわからずやが！」

			「なんと思われましょうとも、規則を守るのが私の職務でありますので」

			「勝手にしろ！　こんな迷宮なぞ干上がってしまえばいいんだ！」

			　どうやら交渉しても埒が明かないらしい、とノーラは憤然と管理所のカウンターを蹴った。

			　求めるものが得られないなら出ていく。

			　それが探索者というものであり、ノーラ自身もこんな恥をかかされて黙っていられる人間ではなかった。

			　

			「――――相変わらず短気だな。剣の調子はどうだ？」

			「むっ？　ゲノックのじいさんか？」

			「じいさんは余計じゃ！」

			　

			　ノーラにとっては貴重な魔剣を鍛えてくれた旧知の鍛冶師、五槌のゲノックが、意味ありげに話しかけてきたのは、その時であった。

		

	
		
			　

			第九十六話　暗殺依頼

			　

			　五槌の一人であるゲノックは、魔剣を打ってはスキャパフロー王国の頂点と呼ばれる鍛冶師である。

			　しかしそれは、あくまでもスキャパフロー王国内でのことだ。

			　国外で活動するドルロイはその対象には含まれない。

			　ゲノックはそんなコンプレックスとの折り合いを、ドルロイを道を外したはぐれものと見下すことでつけてきた。

			　またそれは事実でもあった。ドルロイは切れ味の鋭さ、より効率的に人を殺すための剣を狂ったように生産していた時期があったからだ。

			　だからこそ知る人は、もしドルロイとゲノックの武具が争えば、十中八九、いや十中十までドルロイの武具が勝つことを知っている。

			　狂気にとりつかれていたドルロイの武具は、時の王をして戦争を決断させるほどのものなのだから。

			　――とはいえ、現在のスキャパフロー王国で購入しようとすれば、ゲノックがもっとも高価で強力な武具職人であることも確かであった。

			　二年ほど前、まだ金級探索者であったノーラは、当時からスキャパフロー王国最高の職人であったゲノックに魔剣の製作を依頼した。

			　以来その魔剣は、ノーラのもっとも頼りとする愛剣であり続けている。

			　そのゲノックの言葉には、さすがのノーラもそれなりの敬意を払わぬわけにはいかなかった。

			「折れず曲がらず、さすがはじいさんの打った剣だよ。刃こぼれのひとつもしやしない」

			「当たり前じゃ！　あと、じいさんは止せといったじゃろう！」

			「そう言われてもドワーフの男はみんなじいさんに見えるんだよ」

			　どうやらノーラも、松田と同じくドワーフの見分けに苦労している様子であった。

			「お前の活躍は聞いておるぞ？　わしも剣の打ち手として鼻が高いわい」

			「はん！　お世辞とは、じいさんらしくないじゃないか」

			「だから、わしはまだじいさんじゃないわ！」

			　なぜかゲノックにとっては、じいさんという呼び名は許容できない一線を越えているらしかった。

			　ゲノックは別にお世辞を言っているというわけでもない。

			　ゲノックの剣を欲しがる者は多いけれど、その剣を使いこなし、名声を高めているのはほんの一握りだ。

			　宝石級の探索者まで昇りつめたノーラは、そんな数少ない例外であった。

			「そうそう、ちょいと聞いとくれ。せっかく戻ってきたのに、管理所の奴ら、私らにだけ何も寄こさないって言うんだぜ？」

			「うむ……まあ、それはのう……」

			　国王自身が命令したことだ。管理所がそれに従うのは当たり前のことであり、ノーラの気持ちもわからないではないが、表立って同意することも憚(はばか)られた。

			「まあ、ここでくだを巻いても始まらん。しばらくぶりにわしの工房へ来ぬか？」

			　根が単純なノーラはあっさりとゲノックの言葉に頷いた。

			「そりゃいいね。せめていい武器のひとつもいただかなきゃ帰ってきた元がとれないよ」

			　

			　

			　王都の西区画にあるゲノックの工房は、五槌のマニッシュやゴーリキーのものに比べれば小さいが、その分火釜や錬金道具に惜しみない資金を投じた立派なものであった。

			　それに小さいといっても五槌の中ではの話であって、並みの鍛冶師には及びもつかない。

			　そんな工房に物怖じすることもなく、好奇心満々で棚に目をやるノーラに、ゲノックの方は気が気ではなかった。

			「棚の物に手は出すなよ！　売り物以外は勝手に触るんじゃないぞ！」

			「いいじゃないか！　ケチケチすんない！」

			　棚に飾られたものの大半は、非売品でゲノック自慢の逸品である。

			　この機会に、どれかひとつでも譲ってもらおうとノーラは興味深く物色した。

			　質のいい魔剣はすでにあるが、万が一に備えた属性魔剣や飛び道具は保険として必要であった。

			　ちょっとした不測の事態が即命の危険に繋がる探索者稼業を、ノーラは決して甘くみてはいなかった。

			　もうじき三十の大台に乗るとはいえ、ノーラは伝説級への夢を諦めたわけではない。

			　そのためにはゲノックの魔力付与された武器は強い味方になってくれるはずであった。

			「――――やらんぞ？」

			「そう言うなよ！　私とじいさんの仲じゃないか！」

			「わしをじいさんと呼ぶ奴にはやらん」

			「じゃあ、おじさまで！」

			「む、むう……」

			　ゲノックのごつい顔がわずかに赤らんだ。おじさまという言葉に反応したのである。

			　不覚にも機嫌よくノーラに武器を与えそうになって、ゲノックは慌てて頭を振った。

			（――――いかん、いかん！　しかし……おじさま……）

			「どうしたんだい？　鳩が豆鉄砲を食らったような顔をして？」

			「なんでもない！」

			　そんなことよりも今は、しなければならないことがある。おじさま呼びについては、あとで話す機会もあるだろう。

			「まあ、わざわざわしの工房まで来てもらったのはほかでもない。お前、迷宮攻略の特典について文句を言っておったな」

			「ああ、そうさ！　スキャパフロー王国フェイドルの迷宮で門外不出にされていた秘宝(アーテイフアクト)が三つまで持ち出し自由になった。だからこそすっ飛んで帰ってきたっていうのにさ！」

			　フェイドルクラスの迷宮になると、その深層で発見される秘宝の性能は、時としてゲノックのような一流の鍛冶師のそれを上回る。

			　事実、現在伝説級に認定された非常に少ない探索者の使用する秘宝は、例外なく迷宮製の遺物なのであった。

			　運さえよければ、それこそ目がくらむようなとんでもない秘宝が手に入る可能性がある。

			　ドワーフ伝来の地であるフェイドルの迷宮は、難易度の割にその確率が高い迷宮であった。

			　だからこそノーラは、秘宝の所有が解放されたことで目の色を変えたのだ。

			「――――その件だが、やはり国王の決定は覆らんぞ？　表向きはな」

			「…………表向きじゃない方法がありそうだね？」

			「そうだ。これから先は裏向きの話になるが、聞く気はあるか？　ノーラ」

			　裏向きというからにはリスクがある。ましてノーラは宝石級探索者として成功している部類の人間であった。

			　協力を約束してくれなければこの先は話せない、というゲノックの言葉にノーラは肩をすくめてため息を吐いた。

			「後ろ暗い話は好物さ」

			　成り上がるためには汚い手段も使った。仲間を陥れて分け前を独占したこともある。

			　――――それもこれも、すべてはノーラの人並み外れた上昇志向のなせるわざであった。

			　もちろんそうした傾向をゲノックは、正確にはマニッシュは熟知していた。

			　彼女ならば餌に食いつくだろう。

			　最初からそれがゲノックやマニッシュの目論見であった。

			「秘宝の所有を許可することはできん。しかしある男を迷宮内で殺してくれれば、その男が所有していた秘宝の持ち出しについては我々が黙認しよう」

			「私に盗賊の真似事をしろと？」

			「このフェイドルの迷宮から門外不出の秘宝を手に入れる唯一の方法がこれじゃ。お前が断るなら、この仕事は軍に任せることになるが？」

			「おいおい、待てよ」

			　リスクと利益を秤にかけて、ノーラはすぐさま一つの結論に達した。

			　リスクを避けて安全を取るくらいなら、最初から探索者になどなってはいない。

			　フェイドル迷宮の遺物となれば、十分命を懸けるに値するであろう。

			「――詳しく話を聞こうじゃないか。なあに、断ろうってんじゃない。ただの確認さ……」

			　なかなかどうして面白いことになりそうじゃないか。

			　おそらくは殺すべき男というのは、あの忌々しい白狐を退治したというエルフのことだろう。

			　彼から秘宝を奪えということは、ゲノックたちもある程度迷宮が攻略されてしまうことを覚悟しているということか。

			　ノーラにもフェイドルを攻略できる自信はないというのに、件のエルフはよほど見込まれているらしい。

			　それでもなお松田に自分が負けるとは考えていないノーラであった。

			　ダリアの獅子という二つ名を持つノーラではあるが、彼女にはもうひとつ、あまり知られていない異名がある。

			　魔法士殺しノーラ。

			　対魔法士戦闘において絶大な自信をもつノーラが、松田を体のいい獲物と考えたのはむしろ当然の思考であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田に手痛い敗北を喫したマリアナは、鬼気迫る勢いで一心不乱に剣を振るっていた。

			　必ずや目にもの見せてくれる。

			　あのすました顔に一撃入れてやらなくては、マリアナの気が収まらなかった。

			　一国の王女にあのような粗相……だめだ！　これ以上考えるな！

			　マリアナは己の心を守るために、意識的に記憶を封印する。

			　幸いあの場にいた人間は少ない。

			　だが、おかげで侍女のナージャを手放すことはできなくなった。

			　ナージャには悪いが、情報の秘匿のために手元において飼い殺すことになるだろう。

			「そんな！　私の夢！　私の婚活が……」

			「お前の都合など知らん。というか、そもそも私より早く結婚しようなど、お付きの侍女が考えることではないとなぜわからんのだ！」

			「おかしい。こんなことは許されない」

			　ナージャの嘆きに暗い愉悦を覚えつつ、マリアナは松田に対する復讐を夢想した。

			　あの男を跪(ひざまず)かせ、足で踏みにじることができればどれだけ愉悦が……もとい、溜(りゆう)飲(いん)が下がるであろう。

			　二人の幼女も同罪だ。「お姉さま」と呼ばせるだけで許してやろう。私は慈悲深いからな。

			　そんな妄想を描きつつ、久しぶりに本気で訓練ができたマリアナであったのだが、かつてのような充実感は得られなかった。

			　ひどく物足りないような、何か刺激が足りないような、そんな微妙な感覚を拭うことができない。

			　それがなんなのか自問し続けたマリアナは、深夜、唐突にその正体を理解した。

			　――――松田に会いたい。

			「――――なぜだ？　あんなにも不快な思いをしたというのに、私はあの男に何を期待しているというのだ？」

			　松田の顔面を殴ればこの思いは収まりがつくのだろうか？

			　翌朝、先日の一件以来遠慮のなくなってきたナージャに相談すると、ナージャはひどくうれしいような困惑したような微妙な表情をした。

			「……望みがつながったのは僥倖ですが、姫様もまさかこんな業が深い方だったとは……」

			「ため息を吐くな！　憐れんだ目で私を見るのは止めろ！　なんだというんだいったい！」

			「まさか姫様が殿方に嬲(なぶ)られて悦びを感じる方だったとは……」

			「はあぁ？」

			　マリアナは声の限りに絶叫した。

			　誰が男に嬲られて悦ぶだと？　私があの男、松田に嬲られて悦ぶとでも？

			　ふとマリアナの脳裏を妄想がよぎった。

			　圧倒的な力の差で蹂躙され、男の獣欲に満ち溢れた視線を受け止める自分。想像するだけで、背筋が震える。

			「いやいやいやいや！　それはないだろう！」

			　しかしながら心のどこかで何か浮き立つような高揚感があるのも確かであった。

			「――普段は高慢に振舞いながらも、夜は一匹の雌犬に成り下がる……ありですね！　姫様」

			「ありなわけがないだろう！　………………ごくり」

			　複雑すぎる松田への感情を持て余したマリアナだが、さすがに自分から松田へアプローチするような真似はしなかった。

			　彼女は生まれながらに王族であり、そうしてこれまで生きてきたプライドがある。

			　かといって完全に無視を決め込むことも不可能だった。

			　一度自覚した心の変調をなかったことにするには、マリアナはあまりに経験がなさすぎた。

			「ええいっ！　私も迷宮管理所に探索者として登録するぞ！　先に迷宮を攻略してあの男の鼻を明かしてやるのだ！」

			「姫様、それは変(こい)でございます！　自分の心に素直になられませ」

			「…………これが変(こい)？　断じて認めぬ！」

			　三十路婚活王女に恋ならぬ変(こい)は訪れるのか？　憤りながらも少しわくわく感を隠し切れぬマリアナであった。

			「さて、ようやく落ち着いて迷宮の攻略ができるな」

			　王宮に呼び出されたり、王女と戦わされたり、という怒涛の日の翌日。

			　松田はステラとディアナと連れ立って、迷宮管理所へと向かっていた。

			　早めの朝食を終え、迷宮が空いているうちに攻略を進める気満々である。

			　これ以上厄介が増えないうちに、一刻も早くもうひとつの絢爛たる七つの秘宝が欲しい。

			「楽しみです！　わふ」

			「いったいこの迷宮に眠っているのは誰なのかしら？」

			「残念ですが私も番人を命じられただけで、どこに誰が封印されているかは存じ上げませんので……」

			　クスコは申し訳なさそうに頭を下げると、悲し気にコン、と鳴いた。

			「いつまでお父様の首に巻きついているのかしら？」

			「いい加減ご主人様から離れるです！　わふ」

			「あらあら、主様は満更でもないようですけれど」

			　自信満々にクスコに返されて、ディアナとステラの鋭い視線が松田に突き刺さる。

			「すまん、もふもふの癒しには勝てんのだ」

		

	
		
			[image: 093.jpg]
		

	
		
			　松田も野生の狐を見かけたことがあるが、クスコの毛並みは松田の知る狐とは雲泥の差があった。

			　ふわりと柔らかく、さらさらとした手触りは絶品で、光を反射する白い毛がまるで天鵞絨(ビロード)のようである。

			　しかも獣臭さは微塵もなく、それどころかどこか白(びやく)檀(だん)の香りを彷(ほう)彿(ふつ)とさせる芳香があった。

			　癒しを求める元社畜がこれに抵抗することができようか。いや、できはしない（反語）。

			「ひどいです！　ステラの尻尾(しつぽ)だって負けてないです！　わふ」

			　危うく人狼に変身しそうになったので、慌てて松田はステラを止めた。

			「ううっ……次の身体に乗り換える時は獣耳も候補にしておくべきでしょうか……」

			「いやいや、ないからね？　そんな目立つ格好は」

			　それぞれの悩みに沈む二人をしり目に、クスコは楽しそうにコン、と鳴くのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さすがに朝一番の迷宮管理所は空いていた。

			「おはようございます！　マツダ様、今日から攻略再開ですか？」

			「おはようございます。ミネルバさん」

			　受付に座ったミネルバは松田に気づいて輝くような笑みを浮かべた。

			　その表情に、どこか打算をめぐらせた暗いものを感じてしまったのは松田の心のなせるわざか、それとも真実であろうか。

			　少なくともミネルバに松田に対する感謝があるのは本当だが、迷宮管理所の幹部としては、探索者の少なくなったフェイドルの迷宮の攻略を期待したいという思いもある。

			　――――だが、それ以上に今日のミネルバは松田が来てくれるのを一日千秋の思いで待つ理由があった。

			「あんたかい？　マツダってのは……」

			「そうですが……どちらさまですか？」

			　金髪碧(へき)眼(がん)の美女、と呼んでもよい容姿であろう。

			　身長はおよそ百七十センチ、均整のとれたよいスタイルをしている。若干のお肌の衰えは隠せないが。

			「今、何か考えたか？」

			「滅相もありません！」

			　女の勘恐るべし。松田はそこに深淵の闇を見たような気がして背筋を冷や汗に濡らした。

			　魔法力とか戦闘力とか、そんなものとはかけ離れた物理法則を超えた、絶対に勝てない何かがそこにいた。

			　そういえば社の部下の女性に聞いたことがある。

			「ダイエットとかバストアップとか、化粧の工夫とかいろいろと気を遣うことはあります。でも、一番重要で女性間の優劣ポイントになるのはスキンケアとアイメイク！　これに尽きます！」

			「お、おう…………」

			　きっと世の女性はお肌年齢には敏感なのだろう。それは男性にはまったく想像もつかないほどに。

			　そして松田はそれ以上考えるのを止めた。

			「このダリアの獅子ノーラを知らないとは、私もまだまだだねえ」

			「ノーラさんとおっしゃるのですか。松田と申します。お見知りおきを」

			「ふ～～～～ん」

			　明らかに値踏みするような目で、ノーラは松田を頭のてっぺんから足のつま先まで眺めまわす。

			　なかなか悪くない。というよりかなりノーラの好みであった。

			　探索者という実力主義の稼業では、松田のように物腰の穏やかで細見の男は少ない。

			　さらにエルフのような美形となれば、ほぼ皆無というところだ。

			　これが色街の男ならそれなりにいるが、宝石級の実力がある男となるとノーラの知る限りでは松田しかいなかった。

			（これは……ちょいと考える余地があるかもねえ）

			　先日ゲノックから、松田の暗殺を頼まれたノーラである。

			　松田を殺してその秘宝を奪うというのもひとつの選択肢ではあるが、松田を自分のものにしてしまえば、手に入れる必要もなくなる。

			「お父様をぶしつけな目で見ないでください！」

			「――お父様？」

			　明らかに種族の違うディアナを見て、思わずノーラは絶句した。

			（こぶつき？　バツイチなのか？　人畜無害そうな顔をしてやるわね）

			「ご主人様、もう放っておいて早くいくです。わふ」

			（さらにロリ？）

			　この時点でノーラは松田に対する興味を失いかけた。

			　女性の男性に対する評価として、ロリというのはあまりに大きすぎる欠点であった。

			　もし松田がその内心の声を聞いたら泣いて抗議しただろうが。

			（――――やはり殺していただくものをいただくとしよう。それにしてももったいない。せっかくの美形が……しかも宝石級なんて、もう二度と出会えないかもしれないのに……！）

			　もう目前に三十路を控え、真剣に伴侶というものを考え始めた微妙なお年頃なノーラであった。

			　もしこのままであれば、ノーラは惜しいとは思いつつも松田を標的としていただろう。

			　ところがである。

			「ふん、戻ってきていたか、この脳筋女め」

			「あんた……なんで王女がこんなところにいるのよ！」

			　忘れもしない王女マリアナが、悠然と胸を反らしてノーラを嘲(あざ)笑(わら)っていた。

			　ノーラとマリアナの因縁は二年ほど前、まだノーラが金級の探索者であった頃、当時の恋人がマリアナから一方的に勝負を申し込まれ、再起不能にされたことに始まる。

			　若手有望株の剣士であった恋人は、もともとノーラにも及ばなかったことを気にしていたところにマリアナに駄目押しをされて探索者を止め、今は故郷で牛を飼っているという。

			　激怒したノーラはマリアナと一戦交えたが、その時はまったくの五分と五分であった。

			　以来、いつかは決着をつけなければならない相手として、ノーラは腕を磨き続けてきたのである。

			「ふん！　今さら帰ってきたところで、もう白狐はいないぞ？」

			「わかってるわよ！　だからなんでここにいるのか聞いてんでしょう！」

			　その瞬間、マリアナの視線がチラッと松田へ向いたのをノーラは見逃さなかった。

			（こ、こいつまさか――――）

			「探索者どもが不甲斐ないゆえ、この私が自ら迷宮を攻略してやろうと思ってな！」

			　そんなノーラとマリアナを後目に、松田たちは淡々と手続きを済ませ迷宮の入り口に向かおうとしていた。

			「おいおい待て待て！　先日は不覚を取ったが、先にこの迷宮を攻略するのはこの私マリアナだ！　肝に銘じておくがよい！」

			「もう、姫様ったら素直じゃないんだか…………」

			「お前は黙ってろおおおおおおお！」

			　口を挟もうとしたナージャは振り向きざまのマリアナの裏拳でお星さまとなった。

			　ノーラをもってしても反応できたかどうか怪しい早業だった。

			「お父様に負けたのを忘れたのですか？」

			「出直してくるです。わふ」

			「…………お互い全力を尽くしましょう。私も負けるつもりはありませんが」

			「ふん！　先日は卑怯にも三対一だったではないか。三対三なら負けはせぬ！」

			　そのために護衛のナージャのほかに腕利きを雇ったのだからな！

			　――と考えて、マリアナはようやくナージャの姿がないことに気づいた。

			「おい！　どこにいったナージャ！　新しい仲間はどこだ？」

			「…………ひどすぎて言葉もないわ」

			「さすがにこれは引くです。わふ」

			　ドン引きのディアナとステラほど松田はショックを受けていない。

			　自分が何をしたか覚えていない上司など、元社畜にとっては日常茶飯事。気分によっては言葉の最初と最後で内容が百八十度変わっていたりする。

			「だ、誰か助けて…………」

			「来たばかりで悪いが、もう帰りたくなってきたぞ……」

			　管理所の入り口から十メートルほど吹き飛ばされていたナージャに一人の女性が手を差し出した。

			　シェリーである。

			　王女のパーティー要員として、管理所長から命令に近い要請を受け、いやいやながらやってきてみれば、これであった。

			　まさかこの王女を護衛しなくてはならないとは、先が思いやられる。

			「あ、ありがとうございます」

			　マリアナにどつかれるのは慣れているのか、ナージャの立ち直りも早かった。

			「申し遅れました。こちらが今日から攻略に同行してくださる金級探索者のシェリーさんです」

			「管理所長より殿下に協力させていただくよう仰せつかっています。よしなに」

			「――――そうか。ナージャよりは役に立ちそうだな」

			「そう思ってるなら早く私を解放してくださいよ！」

			「無理だ。というか嫌だ」

			「ひどいですううううううううううう！」

			　やはりナージャが解放されるためにはマリアナの結婚が必要だ。

			　ナージャはその思いを新たにしたのであった。

			「あら？　シェリーさん？」

			「シェリーさんです。わふ」

			「ああ、立場は違うが、今日から私も迷宮攻略に参加する。お互いに頑張ろう」

			　シェリーの言葉に嘘はない。しかし松田の視線をシェリーは見ることができなかった。

			　松田に失望されたくない。疑いの目で見られたくない。

			　しかし事実、シェリーがマリアナの護衛として命じられたのは、松田に利用価値を見出したハインツの意によるものだ。

			　今のシェリーにハインツに逆らうだけの力はなかった。

			　百パーセント善意で松田に協力することができない後ろめたさが、シェリーに松田と視線を合わせることを許さなかった。

			「あらあらあら～～～～♪」

			　ひどく楽しそうなノーラが口を挟んできたのはその時である。

			「もしかしてマリアナったら春？　春が来ちゃったの？」

			「んなああああっ？」

			　真っ赤になってマリアナはあんぐりと口を開けて絶句する。

			　その態度が何より雄弁にマリアナの松田に対する思いを物語っていた。

			「ふ～～ん、そういうことなんだあ。わざわざ迷宮まで来ちゃうほどなんだあ」

			「な、なんのことだ？　私は知らん！　ナージャ！　早く迷宮に入るぞ！　急げ！」

			「はは、はい！」

			　またぞろ怒りの八つ当たりを食らっては敵わない。

			　慌ててナージャはミネルバに手続きを頼む。

			「しかもあの男に負けちゃったのねえ……なるほど、最低限の基準は満たしたと」

			「だから私は知らんと言っておるだろうがあああああ！」

			　知られてはならない（誰の目にもバレバレであるとしても）思いをノーラに暴かれそうになったマリアナは、激情のままに剣を振りぬいた。

			　もちろん刃ではなく剣の平で、であるが並みの人間ならそれでも即死は免れない。

			　しかしノーラはあらゆる意味で並みの人間ではなかった。

			　あっさりと魔剣の鞘でマリアナの剣を受け止める。

			「ふふふふふ」

			「あはははは」

			　膂力はわずかにマリアナの方が上だが、技量ではノーラが上回っていた。

			　どうやらマリアナが弱くなったというわけではなさそうだ。

			　そのマリアナが完敗した、というのなら松田の実力はノーラの予想を超えているということになる。

			　実力もさることながら、マリアナが装備する国宝級の鎧や盾は、宮廷魔法士の魔法にすら耐える魔法抵抗力があるはずであった。

			　そのマリアナが手もなくひねられたとすると、ノーラの裏技をもってしても怪しい可能性がある。

			（…………これは面白くなってきたかもね）

			　ノーラの中で再び松田に対する認識が変わろうとしている。

			　何も急ぐことはない。

			　松田を殺すかどうかは、彼がこのフェイドルの迷宮を攻略するまでは、考える時間があるのだから。

			　そんなことより今は――。

			「それでどこに惚(ほ)れちゃったわけ？　実は割と面食いだったり？」

			「わわ、私は恥をかかされた復讐をしようとしているだけだ！　断じて男女の……浮ついた感情などない！」

			「察してちゃんな三十路女って害悪だと思うんです」

			　後がないんだから自分からぶつかっていけよ、とナージャは思う。言葉に出さずに察してくれるのは脳内にしかいない王子様や幼なじみだけだ。

			「たとえ私が結婚しても、お前を結婚などさせないからそう思え！」

			「嘘です！　冗談です！　今度こそ姫様を結婚させてみせますから勘弁して！」

			「違う！　私はあいつと結婚しようだなんて思ってない！」

			　これにはさすがのノーラも苦笑いであった。

			　売れ残るにはそれなりの理由があるということか。自分も計画的に伴侶を捕まえる努力をしようと誓うノーラであった。

		

	
		
			　

			第九十七話　攻略再開！

			　

			「さて、今のうちに距離を稼ぐか」

			「さすがはお父様！　素晴らしい判断です！」

			「わふ！」

			　一向に受付へ進もうとしないマリアナとノーラを放置して、松田たちは迷宮の扉を開いた。

			「クスコ、案内を頼む」

			「承知いたしました、主様。ですが、私の記憶も一度狂ったせいか欠落がありますので完全ではないことをご承知おきくださいませ」

			　松田の首に巻きついたままクスコは申し訳なさそうに言う。

			　リアゴッドに契約を断ち切られ、狂気に陥ったクスコは松田によって倒されるまでの記憶を失っている。

			　それだけではなく使い魔として再生された代償なのか、ところどころの記憶が欠損していた。

			　このフェイドルの迷宮に関しても、封印された最下層のガーディアンやルートの一部の記憶がない。

			「十分だ。なまじ先入観があると対応が遅れるしな」

			「ああ、優しいですわ、主様」

			　チロリと舌を出して松田の首筋を舐めるクスコを、ステラとディアナは憤然となって妨害した。

			「ベタベタしないでください！」

			「それはステラのです！　わふ」

			　

			　――――ちょうどその頃、いつの間にか松田の姿が見えなくなっていることに、ようやくマリアナとノーラは気づいた。

			「おい、あいつの姿がないが、いいのか？」

			「何ぃ？　くっ、ナージャ、急ぐぞ！　初日から置いていかれるのは我が誇りが許さん！」

			「素直な女性の方が可愛いと思いますよ？」

			　しかし、ナージャの心からの忠告は、あっさりノーラにまぜっかえされた。

			「三十路の嫁ぎ遅れが、いくら素直でも仕方なくないか……？」

			「ぬああああああっ！　やっぱり殺す！　今ここで貴様を殺すううう！」

			　ノーラの嫌みでもなんでもない素の突っ込みに、再びマリアナは激高する。

			　そのマリアナの手を問答無用に引っ張り、シェリーはあっさりと動きを封じた。

			　体格でいえばシェリーの方がマリアナよりも小さい。おそらくは膂力もマリアナに劣るはずである。

			　自分と対等に白(はく)兵(へい)戦を行えるマリアナの自力を、ノーラは十分に知っていた。

			　そのマリアナをいとも簡単に制した。

			「…………やるじゃないか」

			　ノーラのシェリーを見る目が変わる。

			「貴女も、いつまでもからかっていると肝心な獲物に逃げられますよ？」

			「違いない」

			　ナージャと違い、シェリーが油断できない手練れであることを知ったマリアナも不本意そうに同意した。

			「もうこんなあばずれに関わっていられるか！　行くぞナージャ！　シェリー！」

			「はいはい」

			　視線でナージャはシェリーに礼を言う。

			　迷宮管理所長の太鼓判は伊達ではなかったようだ。騎士としては優秀な部類に入るナージャでも、ああも容易くマリアナを制圧することはできない。

			（でも忠誠までは求められないわよねえ……この娘、腹に一物ありそうだし）

			　これほどにマリアナに虐(ぎやく)待(たい)されていながら、最後の一線では騎士として王国に忠誠を誓っているナージャであった。

			　任務に忠実そうなシェリーではあるが、それ以上の義務感をもってマリアナのために働いてくれるとは思えない。

			　とはいえシェリーの実力は歓迎すべきである。嫁ぎ遅れの問題児であっても、王女を迷宮で死なせるようなことだけは、万難を排して防がなくてはならなかった。

			　松田のあとを追って自然と速足から駆け足のようになっていくマリアナとノーラは、迷宮の入り口を抜けた瞬間、信じられぬものを見た。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			「あ、やっと来たです？　わふ」

			「お先に失礼しますわ」

			　それは颯爽とグリフォンゴーレムに跨(またが)って上空へと舞い上がる松田たちであった。

			「それ卑怯おおおおおおおおおっ！」

			　いかに優れた戦闘能力を持つといえど、大地を二本の脚で歩かなければならないマリアナとノーラに追いつく術はなかった。

			　森林型の迷宮で、上空をフライパスできることのメリットは、考えている以上に大きい。

			　が、それ以上に松田のゴーレム術にノーラは衝撃を受けていた。

			（な、何よ……なんでたかが移動に三体もゴーレムを召喚できるのよ！）

			　この世界の常識として、ゴーレムは便利ではあるが燃費の悪い術式である。

			　松田がどれほど優秀な魔法士であるとしても、その制約からは逃れられないとノーラは考えていた。

			　もし彼女が正確に情報を集めていれば、以前に松田が騎士団をしり目に上空を移動していった事実を知ることができたであろうが、生憎(あいにく)ノーラは自分の見たものしか信用しない性質の女であった。

			（移動手段に三体召喚できるとすれば、戦闘時にはいったい何体召喚できるというんだ？）

			　対魔法士戦闘に絶対的な自信を持つノーラであるが、敵が集団となればその限りではない。

			　空から地下から、遠距離から、近距離から、あらゆる場所から攻撃されて凌(しの)ぎきれると思うほど、ノーラは己の武に自惚れてはいなかった。

			（…………ますます殺すより私のモノにしたくなってきたよ、マツダ）

			　楽しそうに舌で唇をしめらせてノーラは嗤(わら)う。

		

	
		
			[image: 110.jpg]
		

	
		
			　ひどく興奮しているのに、脳の芯が妙に冷たく冴えわたるような感覚。

			　こういう感覚になったノーラは、目的のためには手段を選ばない。

			　マリアナを出し抜き、自分のモノにするため。誰のモノにもならぬよう間違いなく殺すため。

			　――あのマツダの能力は脅威だ。戦い方によってはノーラの切り札をもってしても負ける。

			　そもそも何一つこの手に触れることもできぬまま、マツダが先に迷宮を攻略して勝手に帰還してしまう危険性があった。

			　それほどにゴーレムという移動手段を持つことは反則的であった。

			「ちょいといいかい？　王女様」

			「何よ？　早く追わなきゃならないんだから！　貴女と話している暇なんて……」

			「一時休戦といかないか？」

			「ええ？」

			　少なからずマリアナは驚いた。

			　数少ない宝石級探索者であるノーラは、悔しいが有能で手ごわい相手だ。

			　白兵戦闘ならともかく、迷宮の攻略では自分とナージャだけでは到底勝ち目はないだろう。

			　だからこそマリアナは、迷宮のスペシャリストであるシェリーの手を借りることを選択した。

			　なんといっても現在フェイドルの迷宮は百五十階層までしか攻略されておらず、かつてはドワーフ王が攻略したという記録が残されているのだが、いったい最下層が何階層なのかという記録は失われていた。

			　とりあえず二百階層までは森林型であることはわかっているとはいえ、その先がダンジョン型や沼(しよう)沢(たく)型でない保障はない。

			　そうした意味で複数の迷宮を経験したことのあるシェリーは貴重だが、宝石級探索者として名をはせるノーラの経験に比較すれば足元にも及ばないであろう。

			「どういう風の吹き回しだ？」

			「さすがの私でも一人であいつに追いつくのは厳しい。それは迷宮経験の浅いそちらも同じことだろう？　一時的にでもいいから手を組もうじゃないか。悪い話じゃないと思うよ？」

			　確かに魅力的な提案であった。

			　ノーラの手助けなくして、この圧倒的な差を縮めることは不可能だとマリアナも承知していた。

			　マリアナは別に迷宮を攻略したくてここを訪れたわけではない。

			　本人は認めないが、松田のあとを追って彼との距離を縮めるためにやってきたのだ。

			「そ、そうだな。この際やむを得んか」

			　少々引っかかる部分はあっても、ノーラの提案の魅力にマリアナは抗(あらが)えなかった。

			　性格的に好きにはなれなくとも、ノーラの実力は認めているからだ。

			　そして二人はあくまでも暫定的な同盟を組むことに合意したのである。

			　

			「――――前方の木々の間に罠(わな)」

			　シェリーは大きく開いた木々の間に魔力による罠の糸が張り巡らされていることを看破した。

			　レベルアップを果たしたシェリーは魔眼のスキルを所有しており、前衛のみならずスカウトとしての役割も果たせるようになっている。

			　――が、そんなことはノーラにとってはどうでもいいことであった。

			「知らねえな！」

			　この程度の罠をいちいち解除していては松田には追いつけない。

			　何よりこの程度の罠はノーラの脅威でもなんでもない。

			「――――ふん！」

			　四方から襲い来る矢を一振りで斬りはらって、ノーラは不敵に嗤った。

			「百階層から先まで罠のことなんざ気にするな。さすがの私も転移罠や毒には手こずるからね」

			「――――承知した」

			「承知したじゃないわよ！　今、矢がこっちに飛んできたじゃないの！」

			　ナージャは悲鳴をあげてシェリーに抗議した。

			「別に矢の一本や二本ぐらい平気だろう？」

			「姫様の装備ならそうかもしれないですけど、私のはごく平凡な官給品なんです！」

			　マリアナやノーラの基準で対応されては、とてもではないが身が持たない。

			　ノーラが斬りはらった矢が自分の額めがけて飛んできた時は、一瞬死んだかと思ったナージャである。

			「いいですか？　私はごくごく平凡な騎士であって探索者じゃないんです！」

			「それでよくマリアナの護衛が務まるね……」

			「ぐふうっ！」

			「いいんだ、ナージャはこれで。この腕で私についてきてくれる部下は貴重だ」

			「好きでついてきてるわけじゃないですからね？　あと私、王国軍の騎士の中では決して弱いわけじゃないですからね？　というか護衛の役目を果たせないから、そろそろお役御免でいいですよね？」

			「お前に婚活の自由は与えない。絶対にだ！」

			「ひどい！　ひどいですううう！」

			　もはや様式美と化しつつある漫才を横目に見つつ、シェリーは嘆息したい思いでいっぱいだった。

			（持てる者とはこれほどに違うものか）

			　松田と別れて以来、死ぬ気で鍛え上げてきたつもりだった。

			　マクンバの街では達成できなかった金級の探索者となり、宝石級を目指すのも夢ではないと実感していた。

			　しかしノーラとマリアナの強さは、そうした努力を超越した何かである。

			　おそらくはこの先努力を続けても、シェリーがこの二人に追いつくことはできないだろう。

			　経験は力になるが、逆に言えば純粋な力以外の何かに頼るということでもある。

			　その絶対的な差が、シェリーには歯がゆかった。

			（――情けない話だ。こんなことで私はお前の力になれるのか？　なあ、マツダよ）

			　それでも諦められないものがある。

			　一度は捨てた命をもらったあの日から、いつか自信をもって松田に向き合える自分になると誓ったのだから。

		

	
		
			　

			第九十八話　悪意の行く先

			　

			　そんな乙女の葛(かつ)藤(とう)が繰り広げられているとは露知らず、松田は数の少ない空中型の魔物を掃討しつつ、早くも百階層を突破していた。

			「――主様、百二十階層からは空に障害物が設置されていますから、一旦地上に降りた方が」

			「空に障害物？」

			　なんだそれは？　空の魔物が増えるとかではなく？

			「……迷宮というのは一般常識から超越したようなところがありまして」

			　クスコが言うには、エアレースなどで使用されているアドバルーンのようなものが多数浮いていて、それが近寄ると自爆する空中機雷のようなものらしい。

			「――――なんじゃそりゃ」

			　意味がわからない。誰が何のために、どういう目的で、どんな進化をしたらそうなるのか。

			　もっともそれは現代人松田の感想だ。

			　迷宮という場所は、そうした理屈を考えたら負けなのだろう。

			「私だけでしたら、身体も小さいので簡単に抜けられるのですけれど」

			「グリフォンの図体でそれは無理だな。降りよう」

			　そもそも百二十階層まで、ほとんど速度を落とさずにこれただけでも恐ろしいことなのだ。

			　まともな探索者は、一階層一階層、苦労して何度も何度も迷宮に出入りを繰り返して攻略を進めていく。

			　このフェイドルの迷宮にはマクンバと違って階層エレベーターが三十階にひとつしかない。

			　それだけ攻略の難易度は高く、探索者は長時間の緊張と消耗を強いられる。

			　伊達に千年近く迷宮攻略が達成されていないのは、それなりの理由があるのだった。

			「――――送還(アンサモン)」

			　地上に着地すると松田はグリフォンゴーレムを送還した。

			　そしてすぐに騎士ゴーレムを召喚しようとする。

			　巨大なグリフォンの姿を警戒した魔物が、四方から松田を目指して集まりつつあったからだ。

			「主様、ここは私にお任せを」

			「お父様！　狐ごときに任せなくとも私が禁呪で根こそぎ殲滅いたします！」

			「お前はいつも全力で殲滅しないと気が済まんのか！」

			　確かに禁呪を使用すれば、有象無象の魔物など鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)であることはわかっている。

			　しかしそれはあくまでも松田の魔力を利用してのものであり、無駄な魔力の消費を控えるべきなのは言うまでもない。

			　そうした意味で、単体で自立行動する使い魔という存在は大きかった。

			「…………主様には正気を失っていた私が本質だと思わないでほしいですわ」

			　殺到する魔物の数、およそ数百。

			　そのいずれもが、久方ぶりの獲物に飢えていた。

			　クスコが探索者と騎士団を寄せつけなかったため、彼らは獲物らしい獲物もない日々を過ごしていた。

			　ようやく現れた彼らの敵に、本能が赴くままに歓喜の叫びをあげて牙を突き立てた。

			「がうっ？」

			　間違いなく柔らかく脆弱で、美味しそうなヒトの肌に牙を突き立てたはず。

			　だが牙と舌から感じる感覚は、分厚い獣毛と鉄さびた血の味であった。

			「我が妖狐の権能、幻炎の妙味、御賞味いただけたかしら？」

			　ほんの一瞬で魔物の群れは、激しい同士討ちで半数近くに消耗していた。

			　視覚も嗅覚も、勘すら狂わす究極の幻覚。

			　狂っている間は力押ししかできなかったクスコの本来のスタイルである。

			「…………お父様、私のような秘宝には一切効きませんからご注意ください」

			「ステラにも効かないです！　わふ」

			　なるほど、秘宝や、ある程度魔法耐性のある者には通用しないということか。

			　実際松田の目にも、魔物が勝手に同士討ちを始めたようにしか見えない。

			　とはいえ、これで雑魚(ざこ)に手を煩わされることはなさそうだ。

			「ぐぬぬぬ…………」

			　そのことがディアナにはお気に召さないようだ。

			　使い魔という契約は、道具にすぎない秘宝よりも自由度が高い。

			　そのため主人の命令がなければ動けない、身体を持たぬ秘宝であったディアナにとって、自らの判断で主人の意思を先回りしようとするクスコは不遜極まりない存在に思われた。

			　それは身体を得て、自分を人間のように扱ってくれる松田のおかげで大幅に軽減されているが、やはりクスコが奔放に見えてしまうのはどうしようもない。

			　いや、問題の本質はそこではなかった。

			　クスコは主人のためであると信じるならば、主人の命令に逆らうことすらできる。

			　それが自由意志を認めた使い魔契約。

			　もちろん逆らえばそれなりの応報はある。使い魔より遥かに格上の実力を主人が持つからこその使い魔契約だ。

			　下手をすれば用無しとして処分される可能性すらあった。主従の絆が強固な使い魔契約は、それが破棄されただけで、正気を失うほどの衝撃を伴う。

			　先日クスコが、ライドッグとの契約を破棄されて狂ってしまったのはそういうことだ。

			　それでもなお、使い魔という存在の在り方が、自由がディアナの心を無自覚にざわつかせるのである。

			　――――自分の活躍の見せ場を奪われてストレスがたまるという説もあるが。

			「お父様！　お父様！　お願いですから、次は私に！」

			「あ～あ～わかった！　わかったから全力で袖を引っ張るな！」

			　どんどんディアナが外見相応の子供になっていくかのようであった。

			　あるいは心というものは、外見の年齢につられるものなのかもしれない。

			　それが秘宝というプログラムであってもそうであるかは松田にはわからなかった。

			　昔から泣く子と地(じ)頭(とう)には勝てないという言葉があるが、この状態のディアナを説得するのはいささか松田には荷が重い仕事であった。

			「わかったからぶっぱなせ！」

			「お父様、素敵！」

			　喜び勇んでディアナは詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　禁呪をぶっぱなしたのは、あの山脈で松田が寝ている間に襲われた時以来だろうか。

			「ふふふふふふふふふふふ……」

			　人ではない秘宝の身ではあるが、ディアナはこの極大火力で敵を蹂躙するのが好きだった。

			　火力を期待されて造物主に生み出されたディアナのアイデンティティであるのかもしれない。

			「行きます！　禁呪第十三法、真紅の溶岩流(スカーレツト・ラバフロウ)！」

			　ディアナを中心としておよそ九十度前方に、煮えたぎった灼熱の溶岩流が出現した。

			　その温度は容易く鋼鉄や岩石すら溶かす。まして魔物の肉を飴のように溶かすなど、造作もなかった。

			　しかもそれがおよそ時速四十キロ近い速度で押し寄せてくるのである。

			　自己防衛本能に従って逃げ出すも、ごく一部の魔物以外はすべてその身体を溶岩の一部にされていった。

			　そんな光景が前方数キロにわたって出現したのである。

			「迷宮だけど、自然破壊だろ、これ…………」

			　青々とした森林はすべて溶岩に飲み込まれ、煮えたぎる溶岩と白い煙がたなびくばかり。

			『…………というか、どうやって先に進むんですの？　これ』

			「あっ！」

			「あっ！　じゃないだろう！」

			　これでは下の階層へ降りる階段も探しようがない。熱くてとても進めないし、そもそも階段が無事であるかもわからなかった。

			『迷宮は時間が経てば勝手に再生しますけれど、このままでは探せませんわね』

			「当分禁呪は使用禁止！」

			「そんな！　お父様ぁ…………！」

			　その後結局氷雪の魔法を駆使して、下層へと降りる階段を発見するまで半日近い時間が必要であった。

			「……熱いのは苦手です。わふ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今頃どうしてるかねえ。マツダ君は」

			「きっと楽しく過ごしてらっしゃるのでは？　可愛い娘に囲まれておりましたし」

			　なるほどそれは確かに男の夢だな。

			「まあ、可愛い娘というのには同意するがね。でも彼にとっては恋愛の対象にはならんだろう？」

			「あら、男が恋愛対象にするかどうかなんて、女には関係ありませんわ。だって振り向かせればよいのですもの」

			　そういってラクシュミーはハーレプストに熱のこもった視線を向ける。
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			　とんだ藪蛇であった、とハーレプストは慌てて顔を背けた。

			　あの日、松田をマクンバから見送って以来、研究に身の入らない自分がいる。

			「――俺の弟子を、勝手に恩試になど出しおって！」

			　ドルロイはハーレプストの判断にひどく怒った。

			　ハーレプストが今まで見たことがないくらいに怒りまくった。

			　その怒りは激しくて、いまだハーレプストはドルロイの工房に近づくことができない。

			　師匠は弟子を守るべき存在であって、たとえマクンバ伯爵が松田を利用しようとしても、ドルロイなら守ることができる。いや、守らなくてはならないと考えたのだろう。

			　ドルロイの名声があれば、それは必ずしも不可能ではないが、それを松田が望むかといえば別問題であった。

			　権力を振りかざした圧力や、民衆を扇動した嫌がらせ、ありとあらゆる手段で伯爵はドルロイから松田を引き離そうとするだろう。

			　松田の気性からいって、それに長く耐えうるとは思えない。

			　どこかで決定的な衝突を引き起こし、その責任はドルロイやリンダにも向けられるに違いなかった。

			　災厄の中には立ち向かうのではなく、逃げるしか選択肢のないものがある。

			　一度は戦うことを選び、そして戦い方を間違えたドルロイとしては、そんなハーレプストの考え方を容認することは死んでもできまい。

			　だからハーレプストは松田にドルロイとは会わずに逃亡することを勧めた。

			　今でもその判断は間違えていなかったと胸を張って言える。

			　何よりあの迷宮を攻略すれば、松田は権力に抗えるだけの力を手にすることができるはずであった。

			　絢爛たる七つの秘宝の力はそれほどに重い。

			　もちろん扱う方にも技量が要求される。ディアナもまた本来の力にも程遠いが、絢爛たる七つの秘宝が二つ、しかもレベルアップも果たせれば、もはや国家といえど松田と敵対するには覚悟と勇気が必要となるであろう。

			「――――そう、僕は間違っていない……」

			　なのになぜ、あれから何の気力も湧いてこないのか。

			　確かにハーレプストにとって、松田は刺激的な存在だった。

			　長く、人生を懸けて追い続けてきた永遠にも新たなヒントを得られた。

			　彼は、というより彼の才能は、本当にハーレプストが目指した永遠へ手が届くかもしれない。

			　にもかかわらず、ハーレプストの心は以前ほど躍らないのだ。

			「そうですね。旦那様は間違ってはいないと思いますけれど、ドルロイさんには謝っておいた方がよいのでは？」

			「聞く耳を持つとは思えないのだけどね」

			　もっとも、そろそろ頭の冷えた頃ではないか、とも思う。

			　そしてハーレプストの判断が、ドルロイも松田も思いやってのことだと理解するはずだ。

			　というより、いい加減リンダが業を煮やしてドルロイを物理的に説得するだろう。

			　それに松田にはこんなところでとどまってほしくない。

			　彼にはもっと大きな、大きな舞台が必要なのだと思うから。

			「――――旦那様」

			「うん？」

			　物思いにふけっていたハーレプストをラクシュミーが呼んだ。

			　声から察するに、あまり喜ばしい話題ではなさそうであった。

			「ラクシュミー、その、旦那様はやめなさい」

			「あら、最近あまり嫌がらなくなってきたと思ってるのだけれど」

			　そういってラクシュミーはハーレプストの瞳を覗きこむ。

			　ハーレプスト自身も自覚していることである。

			　もうつらい過去、恋しい女性との別れが以前のようにハーレプストを苛(さいな)むことはない。

			　松田という刺激をきっかけに、新しい一歩を踏み出そうと心のどこかが望んでいる。そんな気がしていた。

			「何かあったのでしょう？」

			　ハーレプストはそういって急に話題を変える。もっと飄々とラクシュミーのアプローチを躱していた頃とはえらい違いだ。

			「故国からのお手紙のようですよ？」

			　見覚えのある蜜蝋の封印を見て、ハーレプストは身体をこわばらせる。

			　それはドワーフであれば、容易には逆らえない権威ある集団を表す紋章であった。

			「――――ドワーフ評議会……」

			　間違いなく厄介事で、それが松田に関するものであろうことをハーレプストは確信した。

			「思っていた以上に速い。マツダ君、いったい何をやったんだい……？」

		

	
		
			　

			第九十九話　狂乱

			　

			「ようやく身体から違和感がなくなったか」

			　リアゴッドはクスコの妖炎に侵されたわき腹の傷を一(いち)瞥(べつ)して、確かめるようにぐるぐると右腕を回した。

			　クスコの妖気によって汚染された傷は、細胞を活性化して回復を促進するリアゴッドをもってしても治るのに多大な時間を要した。

			　クスコの単体戦力は絢爛たる七つの秘宝には劣るが、その分、搦(から)め手が強化されている。

			　その炎は自然治癒することが難しく、またその幻影は魔法以外の手段で見破ることは難しい。

			　ゆえにクスコは、絢爛たる七つの秘宝から嫉妬されるほどにライドッグの信頼を勝ち得てきたのだ。

			　それほどの力を持つクスコが敵に回ったという事実は大きい。

			『許せません。あの裏切り者……』

			　秘宝のコリンは、もし身体があれば怒りで震えだしそうな気配に包まれていた。

			　彼女のような秘宝にとって、造物主は神であり、そもそも逆らうという感情自体ありえないものである。

			　ただただリアゴッドを崇め、彼のために力を振るう。それだけが秘宝としての彼女の在り方であった。

			　そういう意味では、ディアナの在り方のほうがおかしい。

			　主である松田が理想とする身体を追い求め、より主に身近な存在としてあろうとするのは、主のためというよりは自己の欲求の追求だ。

			　もしコリンが今のディアナを見たならば、目を剥いて驚くことは確実である。

			　秘宝はあくまでも主人の道具であり、主人の役に立つために存在する。

			　主人にとって、愛用の大切な道具となれることは秘宝にとって何よりの喜びであるはずだった。

			「まあ今頃は狂気の果てに死ぬか殺されているかであろう。私もあれをもう一度使う気はない」

			『当然のご判断かと』

			　リアゴッドがその気になれば、クスコを屈服させ再び契約の呪で縛ることはできないわけではない。

			　しかし一度裏切られた道具を許す寛容さは、今のリアゴッドには無縁であった。

			　こうして身体の治癒に無駄な時間を取られていると、昔の記憶ばかりが蘇る。

			　この身体がまだバッカスと呼ばれていた頃。

			　魔力ばかりが大きくて制御が不安定な自分、出来損ないと呼ばれ、いつもいじめられていた自分。

			　忌まわしい、忘れたいのに忘れられない記憶であった。

			　そもそもエルフは肉親の情が薄く、同族の共同体を家族よりも優先する傾向がある。

			　その共同体でつまはじきものであったバッカスは、両親にも冷たく扱われた。

			　人口の少ないエルフの共同体では、無能に対する風当たりは強い。

			　誇り高いエルフという種族に、無能者が生まれること自体が恥だとすら考えられている。

			　バッカスは生きるための最低限の糧だけを与えられ、いつか無能という汚名を返上しようと努力してきた。

			　二十年、三十年という月日が過ぎ、それでもバッカスの魔力制御は一向に上達しようとはしなかった。

			　――――そして運命の日。

			　生活領域を争う人間との間で小競り合いが発生し、バッカスの所属する共同体は劣勢を強いられていた。

			　魔法を扱わせれば人間に負けるエルフではないが、十倍以上の数の差を覆すほどではない。

			　まして敵に正規の訓練を受けた貴族の私兵が参加しているとなれば彼らに勝ち目は薄かった。

			　かといって人間に膝を屈するなどエルフの誇りが許さない。

			　そんな彼らの選択は――生贄であった。

			　同族であるエルフを生贄の触媒として、その生命そのものを限界を超えた魔法力へと変換する禁呪。

			　数百年以上も使われたことのない同族殺しの生贄に選ばれたのは、もちろんいなくなっても負担のないバッカスであった。

			　心底バッカスが恐ろしかったのは死ぬことではない。同族のエルフがバッカスを犠牲にすることになんら負い目を感じていなかったということだった。

			　一人の命で村が救われるのなら喜んで命を差し出すべき、という同調圧力にこそバッカスは恐怖した。

			　どうして当然のように自分に死を要求するのか。

			　冗談ではない。自分は生きたい。生きて無能などではなく、自分が生まれてきた意味を見出したい。

			　誰にも顧(かえり)みられることなく、他人の肥料となって一生を終えるなど許容できるはずがなかった。

			　そんなバッカスの抵抗もむなしく特製の磔(はりつけ)台(だい)に縛りつけられ、彼の命は生命力を吸収し、増幅する生命樹に吸い取られたかに思われた。

			　――――その時である。

			　これまで制御できなかった魔力が生命樹に吸収されたことで、生まれて初めてバッカスは自分の魔力を完全に制御することができた。

			　もっともそれは、バッカスをいささかも幸福にはしなかった。

			　異物が体内に侵入するような違和感とともに、膨大な記憶がバッカスの脳内を土石流のように侵食した。

			「ぐあああああああああ！」

			　やめろ！　やめろ！　やめろ！

			　痛いどころか、意識や自我を保つことさえできない。

			　五感すら感じられなくなり、限界を超えた電流を流された電線のようにバッカスの意識はショートした。

			　ブツン、とブラックアウトする意識の裏で、とてつもない怨念が増殖する。

			　死にたくない。まして殺されることに怒りを覚えないではいられない。

			　殺せ殺せ殺してしまえ。たとえ神であろうとも、自分という存在を消し去ることなど許さない。

			　意識ではなく、誰のものとも知れぬ怨念が破局を呼んだ。

			　生命樹に吸い取られた魔力は、魔法へと昇華することなく、高濃度の呪いそのものとなってバッカスの村を覆いつくした。

			　指向性のない怨念に飲み込まれたエルフも人も、誰一人として生きていられるはずがなかった。

			　そんな怨念の根源となったバッカスもまた、正気を取り戻すことはなかった。

			　膨大な情報量に意識を混濁させたまま、バッカスは通りすがりの人間によって奴(ど)隷(れい)とされ、一種の狂人として扱われながらも、単純な労働作業を強制された。

			　情報の過負荷がようやく整理されるまでに十年近い年月が過ぎた。

			　塩田に重い水桶を担いで水を撒いていたバッカスは、その日唐突に意識を取り戻した。

			（ふむ、どうやら転生は成功したか？）

			　高レベルすぎてバッカスとは規格が合わなすぎるがゆえに、生まれ変わった魂(たましい)との同化を調整することができなかったライドッグの魂が、ついに千年余の時を超えて蘇ったのである。

			　それは同時に、バッカスという不幸な青年の自我が永久に消失したことを意味していた。

			　再び自我を取り戻したライドッグの魂の強さに比べれば、バッカスの魂は情報量も強度も圧倒的に足りなかった。

			　例えるならば一トンの水に飲み込まれたわずか一リットルの水のようなもの。

			　かろうじて彼のせいではない理不尽な不幸に対する怒りと絶望が、ライドッグの魂の片隅にわだかまる汚濁のようにしてその名残をとどめるのが精一杯だった。

			　しかしその汚濁は確実にライドッグの魂へも影響を及ぼした。

			　過去の自我を思い出したとはいえ、バッカスの記憶はライドッグへと引き継がれている。

			　偉大なる魔法士として全世界に君臨したライドッグにとって、それは決して容認することのできない屈辱の記憶であった。

			　ライドッグはその記憶を、いかなる者とも共有することを認めなかった。

			（この私を奴隷とするなど決して許さぬ）

			　

			　ライドッグのあまりに突出した力が恐怖を呼び、国家から警戒され常に命を狙われていた時から、彼の人間に対する信頼が失われていったのも確かであった。

			　――――急速に肉体が衰弱し、死を意識したライドッグの精神は疲弊していた。

			　自分自身に転生の魔法を施しつつ、彼は復讐を誓っていた。

			　この衰弱が誰の仕業であるのかはわからない。

			　わからないが転生したら必ずやその正体を暴き、復讐してくれよう。

			　いや、偉大なる魔法士ライドッグを殺すような人間は、すべて管理されるべきだ。

			　もう二度と、■■■のような犠牲者を出さないために――

			　誰一人、妄執ともいえるライドッグの決意を咎めるような者はいなかった。

			　なぜならそこにいたのはすべて、秘宝と使い魔、すなわち人に非ざる者たちだけ。

			　もしそこに人がいたとするなら、ライドッグをこう表現したであろう。

			　ライドッグはすでに正気を失っていた、と。

			「そういえば私を狩りたてようとした愚か者がいたな」

			　暗い漆黒の瞳を瞬かせてライドッグ――いや、リアゴッドは薄く嗤う。

			　この地上の支配者となるべき者が、逃げたままでいることなど許されない。

			　まったくの気まぐれ、まったくの逆恨み。

			　しかし彼の八つ当たりにも似た衝動を止める者はいない。

			『目にもの見せましょう。造物主様』

			　すべては造物主の望むままに。

			　そのためには塵芥にひとしき人間が、何千何万死のうと知ったことではなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コパーゲン王国とスキャパフロー王国の国境での捜索は、規模を縮小していまだ続いていた。

			　あまりに手がかりがないため、実は王都付近で潜伏しているのではないか？　あるいはもうスキャパフロー王国へ入国しているのではないか？　と上層部が捜索の方向性を変えたためである。

			　しかしだからといって国家の貴重な財源であり資源でもある迷宮を使用不能にした極悪人の捜索を打ち切るはずもない。

			　幸いなことに迷宮の混乱は収束に向かいつつあるが、投入した資金と消耗した生命を考えれば、幸いなどと考えることは不可能であった。

			「もういい加減やめりゃいいのに…………」

			　いかに忠誠心の高い騎士団といえど、同じ場所を何か月も捜索して一切手がかりが見つからなければそう思う。

			　彼らは決して捜索に手を抜いていたわけではない。

			　それでも手がかりが見つからないということは、標的はここにはいないということなのだ。

			　あるいは明日、明後日現れるかもしれない、という期待はすでに裏切られた。

			　あとは命令であるから仕方がないという惰性。

			　だがその不本意ではあるが平穏な日々は唐突に打ち破られた。

			　

			「――――どちらが狩る者で、どちらが狩られる者か、貴様らの思い違いを正してやるぞ？」

			　

			　禍(まが)々(まが)しいその声は、彼らの上空から聞こえてきた。

			「貴様……まさかっ！」

			　黒髪黒目のエルフ。陰気でこの世のすべてを憎んでも憎みきれないような凶相の男。
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			　間違いなくそれは彼らが数か月の時を費やして追い続けてきた迷宮暴走事件の犯人にほかならない。

			「捕らえよ！　決して逃がすな！」

			「弓隊！　展開を急げ！　奴を蜂の巣にしろ！」

			「奴を空から引きずり落とせ！」

			　さすがの騎士団も空の敵に対抗する手段はそれほど多くはなかった。

			　弓による射撃か魔法による間接攻撃である。

			　リアゴッドを地上に引きずり落とせば、あとは数の暴力が力を発揮する。

			　迷宮をいかなる手段で混乱させたのか、情報を取るためには生かして捕らえるのが最上だが、逃がす可能性がある場合、最悪でも殺すようにというのが上層部の命令であった。

			　騎士団は忠実にその命令を実行に移した。すなわち、空中という逃走しやすい場所にいるリアゴッドを全力で殺しにかかったのだ。

			「――――立場を間違えるな。死ぬのは貴様らだ」

			　数百を超える矢と魔法の一斉射撃は、誰もいない空間を空しく通り過ぎていった。

			「き、消えた？」

			『連(れん)続(ぞく)瞬(しゆん)転(てん)』

			　転移に特化した伝説の秘宝だけが可能にした、コンマ秒単位の連続転移。

			　一方的に転移したリアゴッドから魔法を浴びせられ、騎士団はなすすべなくその数を減らしていく。

			「ひ、卑怯だぞ！　正々堂々と戦え！」

			「貴様のいう正々堂々というのは、千に近い軍勢でたった一人を蹂躙するということか」

			　くっくっとリアゴッドは意地悪そうに嗤う。

			　叫んだ騎士は言葉を失い、悔しそうに唇を噛みしめた。

			　そうだと肯定することは、リアゴッドの戦い方を肯定するということでもある。

			「どうした？　攻撃してこないのか？　仲間はどんどん死んでいくぞ？」

			「くそっ！　貴様の好きにはさせん！」

			　しかしリアゴッドの挑発は罠であった。

			　当たる、今度こそ当たると思わせておいて、ほんのわずかにタイミングをずらし、彼にとっての同胞を殺させる。

			　狙い通りの同士討ちにリアゴッドは腹の底から愉快そうに笑った。

			「愚かだ！　貴様たちは本当に愚かだ！　その愚かさゆえに人は導きすら拒否する！」

			「ふざけるな！　この犯罪者めが！」

			「仲間を殺したお前は犯罪者ではないとでも？」

			「くそっおおおおおおおお！」

			　哄(こう)笑(しよう)してリアゴッドは蹂躙を再開する。

			　殺し、殺し、殺し、一切の希望を与えず、許しを乞われても微塵も容赦せず、ただただ殺しつくす。

			　人はまず分際を知らなければならぬ。

			　優秀な人間に素直に敬意を抱き、正しい道を素直に受け入れるには、人類にはまだまだ絶望が足りない。

			　小賢しい自由や希望を求めるからこそ、人は優秀な人間の足を引っ張り正しい道を外れる。

			　そんな狭(きよう)隘(あい)な心の在り方が、かつて人類の理想郷を目指したライドッグを排除したのだ。

			　今度こそ、すべての人類を導く圧倒的な力を取り戻し、不老不死という究極の存在となる。

			　リアゴッドはまさに神(ゴツド)として、君臨しなければならぬ。

			　かつてはあと一歩まで不老不死へと近づきながら、何者かの邪魔によって失敗した。

			　ライドッグによる統治をよしとしなかった為政者たちか、あるいは宗教家の仕業か。

			「愚かさを認めよ、人間。再生はまずそこから始まるのだ」

			　竜の攻撃から救った王国、迷宮の氾濫から助けた王国、泥沼の戦争から仲裁してやった王国、そのほかライドッグの強大な力を利用してきた有象無象は、すべてライドッグの支配を受け入れようとはしなかった。

			　一時は人間に絶望し、ライドッグは秘宝や使い魔と新たに迷宮を作って引きこもろうとしたこともあった。

			　迷宮の候補としたあの地で■■■と出会い、不老不死の謎に迫らなければ――――

			　ああ、■■■とは誰だ？

			　せっかく転生したというのに、力も記憶も不完全なままとは歯がゆいことこのうえない。

			　イライラする。はたして人間に導く価値などあるのか？

			　秘宝なら主人に逆らわないというのに、いっそ人が秘宝になってしまえばいいのに。

			　リアゴッドは知らない。秘宝のはずのディアナはもはや自分の作り出したディアナではなく、自動人形(オートマタ)マリオン００６と同化して、より人間らしく感情を成長させているということを。

			　興味を失ったように、リアゴッドは運よく腰を抜かして倒れていた騎士に吐き捨てた。

			「愚かなる人間よ。貴様だけは生かして帰してやる。我がリアゴッドの名を畏(おそ)れとともに広めるがよい」

			　ようやく安定を取り戻しつつあった、コパーゲン王国とスキャパフロー王国の緊張が再燃するのは、それからもう少し先のことであった。

		

	
		
			　

			第百話　変化

			　

			「…………まさかこんなに早く魔力切れになるとは」

			「お父様ごめんなさああああい！」

			　快調に迷宮攻略を進める松田たちではあったが、二度目のディアナの暴走で禁呪をぶっ放され、松田の魔力が枯(こ)渇(かつ)した。

			　というより火力がありすぎて、階層まるごと探索が不可能になった。

			「ああ、やっぱりディアナですわ」

			「クスコ！　貴女、私をどんな目で見ているの！」

			「火力馬鹿？」

			「むっきいいいいいいいい！」

			「すいません。管理所の中での詠唱はちょっと…………」

			　ミネルバが慌ててディアナの暴走を止めに入る。

			　ディアナは銀級の探索者だが、火力だけを見ればその能力が尋常ではないことは、試験官であったデビットから聞いている。

			　せっかく迷宮が正常化したのに、こんなところで運営中止になっては笑えない。

			「そういえば王女殿下たちには会わなかったですか？」

			　松田を追うために一時的に手を結んだマリアナとノーラの姿を探して、ミネルバはきょろきょろと視線をさ迷わせた。

			「いや、一度も会ってないぞ？」

			「おかしいですね……あのパーティー、下手をしなくてもこの国で最強のはずなのですが……」

			　ふとそこで、ミネルバはある疑問を抱く。

			「あの……松田様、今日は何階層まで攻略されましたでしょうか？」

			「ああ、とりあえず百五十階層まで」

			「はあああああ？」

			　いや待て、それはおかしい。そう言いかけてミネルバは松田がゴーレムで騎士団をフライパスしたことを思い出す。

			「そうでした……松田様はゴーレムで空を飛べるのでしたね。可哀そうな王女様……」

			「そこでどうして王女の名が出る？」

			「あの方が一緒について行きたがっていたことぐらい、おわかりでしょうに？」

			「俺が嫌がっていたのもわかってもらえたはずだが？」

			「そこはほら、権力者には逆らえないというか」

			「ほら、じゃないが」

			　そもそも松田の魔法は、彼女たちがいると全力を出すことができない。

			　シェリーはすでに知っていることだが、好んでマリアナやノーラに秘密を見せようとは思わなかった。

			　ましてマリアナは政略結婚の相手として国王ジョージに押しつけられかねない。

			　あの地雷との結婚生活など考えただけで背筋が凍る。

			　松田は社畜ではあったが、社畜であったがゆえに、結婚というものの現実はあまり見たくないと考えるタイプの男であった。

			　社畜とて夢は見るのだ。

			「…………まあ、このまま会わずにすむことを祈ろう」

			　明日はもっとまじめに攻略を進めようと誓う松田である。絶対に追いつかれたくないというのが本音であった。

			「お疲れ様でした。ところで、特別権限は使用されますか？」

			「いや、まだ保留で」

			「承知しました」

			　特別権限とは、松田が国王から与えられた、迷宮で取得した秘宝を三つまで所有してよいという権利のことだ。

			　ステラとディアナももらえるのか……と思ったら、「ワンパーティーが単位だから（震え声）」ということらしい。

			　いずれにしろ最下層に眠ると思われる絢爛たる七つの秘宝や、それに準ずる秘宝以外にこの権利を行使するつもりは松田にはなかった。

			「承知しました。それでは買取を始めます」

			　百五十階層といえば、クスコが迷宮を封鎖する以前はトップパーティーが攻略していた最前線である。

			　当然そこで得られる魔石や秘宝の類も、現在のスキャパフロー王国では最上級に近い。

			　買取金額も、非常に高額で、まともな探索者なら手放しがたい逸品ぞろいでもあった。

			　ミネルバは知らない。松田の持つ本当の秘宝は、そんな逸品どころではない伝説級でも最上位の秘宝だということを。

			（ああ……これ、商人に卸したらものすっごい儲け……増収増益……臨時手当……ぐふふ）

			「あ、それから私の攻略状況とかは……」

			「大丈夫です！　うまくごまかしておきますから！」

			　迷宮管理所は、王国には珍しい独立採算性を採用している。いわば巨大なひとつの商会である。

			　だからこそミネルバは松田の活躍に恩を感じていた。

			　難攻不落に思われたクスコを退治し、自分を減給、失職の危機から救ってくれたのは間違いなく松田である。

			　こうした取引先の善意というものは、過大な期待をするのは危険だが、なかなかどうして馬鹿にできないものなのだ。

			（もっとも、逆らえない時は逆らえないんだけどねぇ）

			　

			「――――一刻も早く攻略してこの国を出ましょう！」

			　松田の腕に抱き着きながら、ディアナは鼻息も荒く言い放った。

			　どうやら彼女なりに、マリアナやノーラに対して危機感のようなものを抱いたらしかった。

			　正直彼女も、あれほどひどい敗北を喫したマリアナが松田を諦めていないとは思わなかったのである。

			「このままでは、お婿(むこ)にされてしまうかも？」

			「――そうなったら逃げるけどね」

			　問題は逃がしてくれなかった時だな。社畜が退職するためには様々な障害がある。

			　それに比べれば、マリアナから逃げるくらいはまだ楽ではないかと思う松田であった。

			　過酷なブラック企業で社畜が辞めるためには、鋼鉄よりも固い意志が必要になる。が、往々にして社畜はそうした意思をもたないからこそ社畜なのであって、上司の脅迫や同僚の哀願を無視して退職するのは奇蹟のような偶然の力が必要であった。

			　前世では、結局逃げられなかった松田としては、今度こそ躊躇せずに厄介からは逃げるという意志は固い。

			「絢爛たる七つの秘宝が二つ揃えば、スキャパフロー王国とて主様に強制することなどできませんわ」

			　残念ながら今の松田の力では、国家を相手にするのは至難の業であろう。

			　それでもディアナとステラ、クスコを所有する戦力は破格で、さらに数百体のゴーレムを操る松田は間違いなく小国の軍事力に匹敵している。

			　いかにスキャパフロー王国が大国であったとしても、正面から衝突すれば容認できない被害を被るのは確実であった。

			　おそらくはクスコを破り、マリアナが完敗した時点で、その程度の戦力把(は)握(あく)はされているに違いない。

			　ということは、正面ではなく搦(から)め手から、なんらかの策が準備されているはずだ。

			　個人の自由意志が無条件に尊重されると思うほど、松田はこの世界を信用していなかった。

			「ま、そのためにこの国に来たわけなんだからな」

			　松田は大きく頷いた。

			　ハーレプストが提案してくれたことには本当に感謝している。

			　国家に匹敵する力を手に入れる方法など、普通簡単に思いつくものではないし、仮に思いついたとしても時間がかかるだろう。

			　そうした意味でスキャパフロー王国で絢爛たる七つの秘宝を手に入れるというのは、最短の方法に近い。

			「…………クスコに出会えたというのも大きいし」

			『きゃああああっ！　主様！　主様！　私も感謝しております！　運命です！　これは二人の運命ですわああ！』

			　ぶんぶんと勢いよく尻尾を振り、クスコは感激に興奮して全身をすりすりと松田にこすりつける。

			「ま、負けませんです！　わふ」

			　クスコに負けじとステラも松田に身体をこすりつけ始めた。

			　そろそろ人狼というのは嘘で、単なるワンコであったのではと思い始める松田であった。

			　ワンコ可愛くて癒されるから許すが。

			「――誰なのかしらねえ？　ここの迷宮に眠っている姉妹は」

			　可能であれば悠久の癒しグローリア、あるいは自在なる宝冠コリンが仲間になってくれるのが望ましい。

			　松田を守るためには彼女たちの力が必要だ。

			　かつてはあまり感じなかった、同じ七つの秘宝に対する懐かしさや親愛の情が湧きあがるのが、ディアナには不思議であった。

			　ともにライドッグのもとで道具として働いていた時には覚えなかった感情。

			　どれだけ効率的に、どれだけ造物主の役に立てるか。もちろん使い魔には負けたくないという競争心もあるにはあったが、それは今感じるもやもやした感情とは別物だった。

			「申し訳ありません主様、私がきちんと把握していれば」

			「正気を失っていたのだから仕方がない。クスコの情報があるだけでもありがたいよ」

			『主様…………』

			　クスコが絢爛たる七つの秘宝に関してすべてを把握していないのには理由がある。

			　最大の理由はライドッグの死去に伴い、一時的にクスコが先日のように機能不全に陥ってしまったからだ。

			　それほどに使い魔と主人の契約の絆は強い――というわけではなく、この場合はいささかクスコが特殊な部類に入る。

			　本来使い魔の契約は、魔法士が妖魔を屈服させ、契約によってその強制命令権を手に入れるものだがクスコは違う。

			　クスコは自らの意思でライドッグとの契約を受け入れた。

			　そもそもクスコという名の名付け親はライドッグである。なんでも東方の傾国の美女、薬(くす)子(こ)が由来と言われている。

			　ゆえにクスコは行動にかなり高い自由が与えられていた。

			　それは同時にライドッグのクスコに対する信頼の証しでもあり、クスコの自発的な忠誠でもあった。

			　だからこそライドッグの死によって契約の接続を切られたクスコは、ほぼ半年にわたる長期の狂気に陥った。

			　そんなクスコがリアゴッドに契約を一方的に断ち切られたのだから、狂気に駆られるのは当然の結果であったろう。

			　ようやくクスコが正気に戻った時、すでに絢爛たる七つの秘宝は散逸していた。

			　その最たるはディアナである。

			　当時列強の中でも三本の指に入ると言われていたカールス帝国の帝都ワラキアの中心部を灰にして、皇帝とその後継者を根こそぎ失わせて終わりの見えぬ内乱を引き起こしていた。

			　彼女がもたらした災厄のせいで、絢爛たる七つの秘宝は封印が決定され、各国は当時の技術の粋を尽くして厳重に彼女たちを封印した。

			　おかげでクスコが王宮に侵入し、相手によっては幻影を使って情報を収集したにもかかわらず、とうとうひとつの秘宝は行方がわからぬままだった。

			　しかも封印されているのがどの秘宝かわからぬ場所も多い。

			「私が把握している秘宝は飛刀アイヤーナと万物を見通す眼イリスだけですので、残る秘宝は悠久の癒しグローリア、宝冠コリン、不可視の盾フォウ――――それから名無しのゼロ」

			「たぶん貴女が行方がわからないのって――」

			　クスコはディアナの言葉にコクリと頷いた。

			『私もゼロだろうとは思ってるわ』

			　絢爛たる七つの秘宝の中でもっとも新しく、同時にもっとも正体が知れぬ秘宝。

			　同じ秘宝でありながら、ディアナもゼロに関してはほとんど知らない。

			　いったい何のために造られたのか。なぜライドッグに特別扱いされているのか当時から不思議な存在だった。

			「あの子、正直苦手だったのよね……」

			『意外ね。そんな感情なんてないと思っていたわ』

			　クスコの知るディアナは、今のようにわかりやすく嫉妬や独占欲を表に出すような性格ではなかった。

			　殲滅好きなところは変わっていないが、むしろ寡黙でライドッグに命令されるのを至上の喜びと感じているような単純さがあった。

			　今のディアナは人間よりも人間らしい、可愛らしい少女のように思える。

			　――――だがそれはおかしい。

			　人間らしくなったディアナは好ましいと思うが、秘宝である彼女がここまで人間らしくなることには違和感があった。

			　もしかしたら、松田のスキルには表面ではわからないなんらかの効果があるのではないか？

			　そこまで考えた時、クスコは別に何も困らないことに気づいて苦笑した。

			　からかいがいがあり、子供っぽいディアナは仲間として貴重であった。

			　かつてともにライドッグの歓心を買おうとして争っていた頃よりずっといい。

			　何より最低限の感情しか露わにしない冷たい機械のようだったディアナが、クスコはあまり好きではなかった。

			『さすがは私のお仕えする主様ですわ！』

			　突然クスコに褒められて、松田はなんのことかわからずに曖昧に笑った。

			　理屈はわからないながら、この心地よい空間を作り出しているのは、間違いなく松田の力であるはずだとクスコは信じた。

			　そう考えると、ふと疑問に思ってしまう。

			　ライドッグのことは、かけがえのない主だと思っていた。世界を統べる絶対的な力と強力な意志を持つライドッグほどの主は二度と持てないだろうと。

			　――――しかし今はもう松田以外の主など考えられない。

			　人の上に立つ人間としてはライドッグが遥かに上だろう。現時点では魔法士としての能力もライドッグが勝る。

			　だがそれは、道具として使われる喜びではなかったか？　なぜかクスコにはそう思えてしまうのだった。

			　至高の魔法を体現するためにライドッグが重ねた努力。そして究極の不老不死への探求を現実のものとし始めた才能。

			　どれも松田にはないであろうものであるが、それでもライドッグは志半ばにして斃(たお)れた。

			　否、だからこそというべきか。

			　どこまでも優秀であったがゆえに、人間の愚かさに耐えられなかった。目指すものが果てしないがために、有限の生命が耐えられなかった。

			　おそらくはライドッグが不老不死に到達することを忌避した何者かによってライドッグは殺されたのだと思う。

			　あのライドッグを殺すことが、どうやったら可能なのかはわからない。

			　しかし、気が狂うほどの怒りと憎悪は、もうクスコの胸から綺麗に消えていた。

			『今のままの主様が大好きですわ』

			「むむっ？　私の方が貴女よりもっとお父様が好きよ！」

			「ご主人様を一番好きなのはステラです！　わふ」

			『…………本当に、変わったわねディアナ。たぶん、いい方に』

		

	
		
			　

			第百一話　人狼との遭遇

			　

			「――あの男は戻ってきたか？」

			　帰還するや否やマリアナはミネルバに食ってかかるように問いただした。

			「は、はあ……一時間ほど前にお帰りになられましたが……」

			「何階だ？　あの男はいったい今日何階まで攻略した？」

			「殿下よりもう少し先ですわね」

			「くっ……やはり無理でも次のエレベーターまで進んでおくべきだった……！」

			「百二十階層から先は空中を飛ぶことはできないらしいから、明日には追いつくだろう」

			　自分に言い聞かせるようにしてノーラは頷く。

			「無理です！　絶対に無理ですよぅ！　姫様のペースについていくだけでも精一杯です！」

			「お前のせいで追いつけなかったら減給だ！」

			「姫様は私に霞を食って生きろとおっしゃるのですかあああああ！」

			　これ以上減給されたら、本気で食事を制限しないと宿舎の家賃を払うことも難しくなる。

			　ナージャはマリアナの理不尽ぶりに涙した。

			「……減給はともかく、長時間攻略用の準備もしていないのに無理は禁物だ」

			　プロであり様々なしがらみを背負っているだけに、シェリーは冷静であった。

			　もともとシェリーは迷宮攻略の手助けをするために呼ばれたのであって、松田に追いつくよう依頼されたというわけではないのである。

			　さらに裏で迷宮管理所長にマリアナの生命だけは守るよう言い含められている。食糧や回復手段の準備ができていない状態でのオーバーワークは、絶対に認めるわけにはいかなかった。

			「そこは減給もなしと言ってくださいよ！」

			「すまんな。私にとって依頼者は王女殿下であって、貴女の給料は管轄外だ」

			「そんなあああああああ！」

			「くっ……明日はもっと早く攻略を開始するぞ！　三十階層を追いつくのはそう簡単なことではない！」

			「あら、マリアナもわかってきたじゃない」

			「丸一日攻略を続けていれば、いくら私でもわかる！」

			　自らの武に絶対の自信はあるが、それだけで迷宮を攻略するには限界がある。

			　自分に匹敵する武力を持つノーラや、地道な精進を続けてきたシェリーがいるからこそ、一日で九十階層まで攻略することができたのだ。

			　松田のように空でも飛ばない限り、限界に近いスピードであったと思う。

			　ノーラやシェリーのような迷宮探索者に対する認識も変えざるを得なかった。

			　彼らの力は侮れない。それを否定する気はマリアナにはなかった。

			「それにしてもなんだね、やっぱりご執心なんじゃないか、マリアナ？」

			「な、なんの話だ？」

			「そんなにあの男のことが忘れられないんだ？　三十路にもなって初めて恋に落ちちゃった？」

			「ここここ、変(こい)？」

			「ん？　今、なんかイントネーションがおかしかったような？」

			「姫様ですから」

			「私のどこがおかしいというのだっ！　本当にお前は私の護衛なのか！」

			「減給さえなければ私ももう少し言葉を慎みますよ？」

			「ぬがががっ！」

			　しれっと開き直ったナージャにマリアナは歯ぎしりして悔しがった。

			　八つ当たりしやすいはずの部下が、このところ反抗期で反応に困る。

			「――――面白い男じゃないか。お行儀のいい貴族にするのなんかもったいない。あんたもそう思うだろう？」

			　突然ノーラから話を振られたシェリーは、怜悧な美貌を微動だにせず首を振った。

			「私に聞くな」

			「あの力は探索者でこそ有用だ。あの男が夜会の華になぞなるものか！」

			「いや、力の方はともかく、案外見栄えのする華になるかもしれんぞ？」

			　貴族の夜会では松田の持つ規格外の魔法はそれほど役には立つまいが、容姿も悪くはないし、あれで松田は処世術を心得ている。

			　貴族社会でもそれなりにやっていけるのではないか、とシェリーは思った。

			「あんたはこっち側の人間だと思ったんだが、とんだ見込み違いだよ！」

			　憤然とノーラはシェリーを睨みつける。

			　実のところノーラの勘は決して間違いではなかった。

			　マリアナが明らかに松田に心惹かれている光景は、シェリーの心をざわつかせていた。

			　自分にそんな資格はない。そう何度言い聞かせても去ることのない、シェリーの秘めた想いである。

			　何より松田の傍にいるには実力が不足していることを、シェリーは思い知らされていた。

			　マリアナにもノーラにも及ばない貧弱な武力。血反吐を吐く思いで努力しても目指す頂は遥かに遠い。

			　そんな理不尽がまかり通るのが、この探索者という職業であった。

			（――だからこそ、せめて借りだけは返さなくては）

			　松田の隣にいられなくてもいい。

			　あの日、自分に未来をくれた松田のために、まだシェリーにはやれることがあるはずだ。

			　そんなシェリーをノーラは冷たい目で見つめ続ける。

			　ポーカーフェイスで得体のしれない女。だがノーラの女の勘が警(けい)鐘(しよう)を発していた。

			　ノーラが松田を殺すにせよ手に入れるにせよ、シェリーは邪魔になる気がしてならないのだった。

			（男を狙う時は、手段は選ばない。裏切り、誹謗中傷、騙(へん)欺(ぎ)、嵌(は)め手なんでもありなのは当然として……）

			　同じ男を争う女同士に友情は成立しない。そんな妥協をして伴侶を逃すことなどありえない。

			　仮に友情が成立するとすれば、それは勝者と敗者が、互いのプライドや美意識と折り合いをつけるための儀式のようなものだ。

			　少なくともノーラの理解はそうである。

			　いったいどうやってマリアナを出し抜くべきか。一国の王女をさっくり殺すのは、いかにノーラでも、やはり躊躇(ためら)われた。

			　逆に言えば、相手がシェリーであれば、ノーラは迷いなくどさくさに紛れて迷宮内で殺しただろう。

			（興味もないそぶりをしてるが……この娘にも注意が必要かね）

			　本人は自覚していないが、えらそうなことを言えるほどノーラも経験が豊富なわけでもなかった。

			　それどころか打算以外の男性経験は皆無と言ってよい。彼女がその事実に気づくのはしばらく先の話である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　迷宮を出た松田たちは、いつものように市街地の中心部に広がる屋台と露店が立ち並ぶ大通りを歩いていた。

			　ブルストやポテトを焼くいい香りが漂ってくると、ステラはこらえきれないようにヒクヒクと鼻を蠢(うごめ)かせる。

			　ステラは肉の焼ける匂いには特に敏感だ。

			　それはそれで年頃の女の子としてどうなのよ、と考えてしまう松田であった。

			　松田にとって女性というのは、意味もなくスイーツを好む生物である（偏見）。

			　男性とは舌の味(み)蕾(らい)が違うため、男性とは甘みと苦みの感じ方が違うのだそうだ。

			　女性がビールを苦手とするのはそのためだともいう。

			　逆にいえば、油や辛さについてはそれほど男性と女性の差異はない。

			　それにしても肉に弱すぎだろう、ステラ。

			「ご主人様！　ご主人様！　豚串がいい焼け具合です！　わふ」

			「たまには焼き菓子とかフルーツでもいいんだよ？」

			「ステラ、お肉が食べたいです！　わふ」

			「それでいいのですか？　さすがの私も心配になります」

			『人狼は成長期になると血と肉を好むと聞いたことがあります。ステラもそうなのでは？』

			「そんなものか…………」

			　確かにステラの成長は誰の目にも明らかであった。

			　マクンバにいた頃よりもさらに三センチほど背が伸びて、ディアナとの身長差を広げている。

			　胸は相変わらずだが、腰から足にかけての曲線はすっかり女性らしい色香を湛えつつあった。

			　そのせいか街を歩いているとステラに向けられる男の視線が増えている。

			　幸か不幸か、ステラはまったく気がついていないのだが。

			「心はまだまだおこちゃまレベルなのに……ステラ、恐ろしい子！」

			　同じ女性として、日に日にステラに差をつけられていく形となったディアナが怨念のこもった声で言う。

			「お父様！　私の身体の改良、忘れないでくださいね！」

			「あ、ああ、まずはフェイドルの迷宮を攻略してからだがな」

			　負けられない。松田の理想を体現するのはディアナでなくては、ステラに負けるわけにはいかないのだ。

			「わふふ～～♪」

			　ご満悦で豚串をほおばり、衛星のように松田の周囲をぱたぱたと走るステラはふとあるものに目を留めた。

			「わふ？」

			　それは月石(ムーンストーン)のペンダントであった。

			　ありふれた露店の置物に隠れるようにして、それは鈍い光沢を放ってステラの視線を釘付けにした。

			　月石とは、厳密には月のものかはわからないが、この世界に稀に存在するある種の隕石のことで、青みがかった美しい光沢がある。

			　一説には月は人の運命を左右する力があるという。

			　――あれと同じものをどこかで見た記憶があったような。

			　落ち着きがなかったステラが石のように固まってしまったので、不思議に思って松田は彼女の視線を追った。

			「欲しいのかい？」

			「なんだか懐かしい気がするです。わふ」

			　朧げな記憶を必死に思い出そうとして、ステラはむむむ、と眉間に皺を寄せた。

			　そんな仕草がいかにも子供らしくて松田は微笑する。

			「――――何かお探しですか？」

			　露店の主であろう女性は、必死そうなステラの様子にくすくすと笑いながら話しかけてきた。

			　うなじで結んだ銀髪が眩く陽光に反射している。

			　年の頃はおよそ二十代半ば、と言いたいところだが佇まいと老成した目がそれを裏切っていた。おそらくは見た目通りの年齢ではないだろう。

			「その月石のペンダントを見せていただけますか？」

			「どうぞ、ゆっくりご覧ください」

			　ステラは女性に手渡されたペンダントを、横にしたり下からのぞき込んだりして首をかしげる。

			「うにゅにゅ…………」

			　なんだよ、うにゅにゅって。

			　ペンダントを前に首をひねること数分、唐突にステラは顔をあげて叫んだ。

			「あああああああああああああ！」

			「な、なんだ？」

			「これと同じの。お母さんが私の成人の儀式に使うからって毎日魔力をこめてました！」

			　そうステラが言い終わるより早く、露天商の女性は素早くステラの口を塞いでいた。

			「――――少し落ち着きなさい！　ちょっと話があるわ」

			「ぐっむむむむむむ！」

			「わかった？　手を放すけど騒がないでね？」

			　こくこくとステラが頷くのを見て、ようやく露天商の女性は手を放した。

			　相当苦しかったらしく、ステラは荒々しく息を吸う。

			「…………こっちに来て」

			　女性が促した先には、露店と露店の間から裏路地へと続く細い隙間がある。

			「お父様、危険です」

			　ディアナが止めたのも無理はない。

			　そもそもステラの身体能力は大人である松田をも遥かに凌ぐもので、一般人の露天商が不意を衝いて拘束できるはずがなかった。

			　しかも口を塞がれて抵抗できなかったということは、そもそもの身体能力でステラを上回っている可能性がある。

			　どう考えてもまともな露天商であるはずがなかった。

			「いや、行こう」

			　おそらくステラが発したなんらかの言葉は、彼女にとって聞き流すことのできない重要なものだったのだろう。

			　あの反応を見る限り松田はそう思う。彼女がもし刺客かなにかであれば、あの場でステラも松田も殺されていておかしくなかった。

			　ここで逃げるのは逆に彼女を敵に回してしまいそうな気がしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――どうしてその子がここにいるのか聞いてもいいかしら？」

			　建物と建物の隙間を歩くと、ちょうど数人が入ることのできる狭い空間があった。

			　元は何か小屋のようなものがあって、取り壊されたようである。

			　賑わいを離れ、完全に死角となったその場所で、露天商の女性は敵意を露わに松田へと言い放った。

			「ステラが？」

			「それ以外に何があるの？　このあんぽんたん！」

			　あんぽんたんって……この世界に来て初めて聞いたぞ。

			「ご主人様に失礼なこと言うなです。わふ」

			「ご主人様ですって？」

			　ステラの言葉に反応して漏れ出した殺気に、クスコは無言で髪を逆立て、ステラは無意識に松田を庇(かば)って拳を握りしめた。

			「――――殺り合うのなら相手になるけど？」

			　一番問題なのがディアナだ。この殲滅マニアはこの繁華街で被害がどうなろうと気にもしないだろう。

			「落ち着けお前ら。特にステラ、彼女はお前を心配して言ってるんだぞ？」

			「どうしてステラを心配したら、ご主人様を悪く言うんです？　わふ」

			「それは――――この女性がお前と同じ人狼だからだ」

			　驚いたように女性の瞳が瞬いた。

			　同時に、先ほど以上の警戒の念をこめて松田を睨みつける。

			　彼女にとって、ここで人狼であることを知られるというのはそれほどに重大な問題であった。

			「私は旅の途中で、たまたま山賊に捕らわれたステラを助け出しただけです。別に彼女を奴隷にしているわけではありませんよ？」

			　きっと彼女はステラが松田をご主人様、と呼んだことで同族を奴隷にする鬼畜だと誤解したに違いない。

			「ご主人様は私を成人させてくれた担い手なのですっ！　わふ」

			「成人って……いったい貴方、どうやったの？」

			「山賊に捕まって瀕死だったステラに血を飲ませたら……なぜか」

			　ふう、と露天商の女性は呆れたように大きくため息を吐いた。

			「とんでもない偶然もあったものね。人狼の成人には途(と)轍(てつ)もない魔力が必要なのよ？　だから大抵は族長が担い手になるものなのだけど……」

			「ご主人様の魔力は世界一です！　わふ」

			　うれしそうに微笑みながら松田を自慢げに見つめるステラを見て、さすがに松田が悪人ではないと理解した女性は警戒を解いた。

			「私は人狼ファリル支族のサーシャよ。これでも戦士長をしているわ」

			「ステラはマフヨウ支族なのです！　わふ」

			「マフヨウ支族？」

			　サーシャの顔色が変わる。

			　まじまじとステラを見つめて、お化けでも見たかのように固まった。

			「マフヨウ支族って……まだ生きてたの？」

			「失礼です！　数は少ないけど、お父さんも族長もみんな元気です！　わふ」

			「ごめんなさい……私てっきり、マフヨウ支族は伝説の魔法士ライドッグに滅ぼされたと聞いていたものだから……」

			　

			「――――なんですって？」

			　

			　ステラの話題かと思いきや、唐突に出てきたライドッグの名にディアナは口を挟まずにはいられなかった。

			「どうしてそこで造物主(ライドツグ)様の名が出てくるの？」

			『そうよ！　私だって初耳だわ！』

			　これにはクスコも同調する。ライドッグの寵(ちよう)を争った二人としては、主に知らない隠し事があるとは認めがたいのであった。

			「まあ、私も長老に聞いた話だからなんともいえないけど……ライドッグの晩年に行っていた不老不死の研究のとばっちりで、マフヨウ支族は地上から姿を消したと聞いているわ。そもそも人狼の血が若返りの効果があるとかいう迷惑な噂を流したのも奴のせいよ！」

			「何してくれはるん……」

			「そ、そんな……造物主様は確かに不老不死の研究はしてらしたけれど……」

			『あのゼロを造ってからは単独行動もしてましたしね……』

			　思わぬ旧主の悪行にディアナとクスコはずーんと暗い顔をして肩を落とした。

			　あまりの落ち込みようにサーシャの方が気の毒そうに苦笑する。

			「ま、そんなわけでこうして人間に化けて生活しているんだけど？　それにしてもいい人(エルフ)に拾われたわね。こんな確率、万にひとつもないわよ」

			　話し始めるとなかなかサーシャは気さくな女性であった。

			　だからこそ、こうして外の世界での調達や交渉を任されているのだろう。

			「なんならファ(う)リル支(ち)族で面倒見るけど、どうする？」

			「ステラはずっとご主人様と一緒です！　わふ」

			　聞かれるまでもないとばかりにステラは胸を張る。

			　もし少しでもステラが迷うようなら、無理やりにでも連れて行こうと考えていたサーシャだが、心からステラが松田の傍にいることを望んでいるのを無理に引き離すわけにはいかなかった。

			「サーシャさんのように姿を変えて街に来る人狼は多いんですか？」

			「簡単に名前を出しちゃだめ！　私たちを狙う人間は考えている以上に多いんだから！　死が近い人間は手段も費用も選ばないからね」

			　古来より、栄華を極めた人間が最後に願うのが不老不死であるという。

			　どんな英雄も覇王も、死という運命からは決して逃れることができないからだ。

			　ライドッグの才能をもってしても解き明かすことのできなかった不老不死の謎。

			　しかし人狼の血には、たとえ不老不死ではなくとも一定の若返り効果はあるらしい。

			　そうした意味で、年老いた権力者が目の色を変えて人狼狩りを定期的に行っているのが現実である。

			　それでもなお人狼が絶滅を免れているのは、彼らの持つ特殊な性質の魔法と優れた身体能力があればこそであった。

			　ステラでさえ、すでに金級の探索者として十分な戦闘力を持っているのだ。

			　戦士長であるサーシャは、下手をすれば松田やディアナが全力で戦う必要のある強者であろう。

			　そんなサーシャであっても、人狼であることがバレることは深刻な問題であった。

			「貴方も保護者なら気を付けてあげなきゃだめよ？　そもそもこの子が人狼だとわかったのは、月石を成人の儀式で使うなんて言ったからよ」

			「種族を特定される話だったか…………」

			「まあ、人間が知ってるかどうかはわからないけどね。私たちは大抵族長に成人させてもらうのだけれど、その時、母親から一人前の証としてあの月石を渡されるの。月石には母親が娘のために魔力を籠めて、その大きさが母親の愛情みたいなところがあったから……」

			「ステラのお母さんも魔力を籠めてたです！　わふ」

			　そこまで思いだしたが、ステラはその後、月石がどうなったのか思い出せずに首をかしげた。

			「お母さんが死んじゃった時に、お父さんが捨てちゃったですか？　わふ」

			「普通はそんなはずないのよねえ……」

			　成人したばかりの人狼はまだまだ貧弱。その彼らが人間から身を守るための隠し札として、月石の魔力は使用される。

			　たとえ魔力がまだ少なくとも、母のそうした思いやりが娘に渡されないはずがないのである。

			　何より女性の人狼にとっては、月石はある特別な意味あいがある。

			「あれはある意味、嫁入り道具みたいなものだから……」

			「よ、嫁入り道具ですかっ？」

			　語尾にわふ、とつける余裕もないほどにステラは激しく動揺した。

			「そ、それがないと結婚できないですか？」

			「別にそんなことはないわよ。あれば便利で見栄えがするってだけだし」

			　もっとも人狼同士の結婚では、嫁の格付けに重要な役割を果たすことは黙っておいた方がいいだろう。

			「よかったです……わふ」

			　本気で安(あん)堵(ど)したようにステラは肩の力を抜いた。なぜこの娘が安堵したのか、サーシャには明らかに思われた。

			　ふう、と大きく息を吐くステラの視線がどこに向いているのか、肝心の男は気づいていないようだが。

			「悪いけど支族の居場所は教えられない。ただ、何か聞きたいことがあれば、週に一度はこの市に出ているから」

			　いつまでもここで油を売っているわけにもいかない。

			　再び露店に戻ろうとするサーシャにステラは食いつくように声をかけた。

			「それで！　あの月石のペンダントは売ってもらえるですか？　わふ」

			　可愛い妹が背伸びして頑張っているような気がして、サーシャは思わずステラの頭を撫でる。

			「もちろんよ！　サービスに私の魔力を籠めてあげるわ。貴女の未来に役立てるように」

			　意味ありげにサーシャがステラにウインクすると、ステラは熟れたリンゴのように頬を染めた。

			　もちろん、そんなステラの様子に釈然としないのはディアナとクスコである。

			「……なんだか納得がいきません。ステラのくせに」

			『まだまだお子様と思って油断したわ……』

			「わふ？」

			　もはや話は終わったとばかりに露店へと戻りながら、サーシャは最後に言った。

			「……噂じゃまたぞろライドッグの研究に目がくらんだ魔法士が人狼の里を探しているそうよ？　ステラもバレないように気をつけなさい」

			　正直、幻のマフヨウ支族がどうやって生き延びてきたのか気になるところではあるが、余計なことは知らない方が身のためでもある。

			「ありがとうです！　わふ」

			　しばらくぶりの人狼の仲間に、約束通り月石のペンダントをもらって、ステラはくすぐったそうに華やかな笑みを浮かべるのだった。

			「マツダと言ったかしら？　私の同族を頼んだわよ？」

			「任されましょう」

			　松田にとって、すでにステラは単なる仲間以上の何かになっている。

			　彼にとってステラのように裏切りや変節を心配しなくてよい人間は貴重なのだ。

			　……とはいえ、どこかでステラの故郷も本気で探す必要があるな、と決意する松田であった。

			　それに、勘でしかないが、ライドッグがどうして人狼に関わったのか知ることが、松田とステラに大きく関わってるような気がしてならなかった。

		

	
		
			　

			第百二話　迷宮の外では

			　

			「もう奴ら二百階層を突破したというのか！」

			　軍務卿のスペンサー伯は信じられないとばかりに声を張り上げた。

			　あまりに予想外の速度に、やはり松田はあの白狐の黒幕なのではないかと本気で信じかけたほどであった。

			「そればかりではありません。王女殿下もすでに百八十階層に達しようとしており、このままでは数百年ぶりに迷宮が攻略されるのも時間の問題かと」

			「忌々しい！　これで伝説の秘宝でも発見されては目も当てられぬわ！」

			　このままでは松田の功績は政敵でもあるインガル伯ハインツに奪われ、国王の信を失いかねない。

			　それでなくとも軍は先日の迷宮での消耗と、コパーゲン王国との国境の緊張でよいところがなかった。

			　さらに問題なのは――――

			「まさかあの王女が男に目がくらむとは……」

			　三十路まで結婚願望をこじらせていた王女マリアナが、ここにきてまさかの反転攻勢である。

			　誰もが目を疑ったが事実であった。

			　あの王女が毎日嬉々として護衛の侍女を引き連れ、迷宮へ挑んでいく。

			　松田が何階層まで攻略したかを聞いては一喜一憂する様は、どうみても恋する乙女のそれであった。

			　もっとも行動の方は恋する乙女には程遠いものがあるが。

			　実はマリアナには、スペンサー伯の息子をタコ殴りにした前科がある。

			　今さらあのお転婆をどうにかするつもりはないが、それが得体のしれぬエルフのものになるとなれば別問題だ。

			　しかもそのエルフは迷宮管理所の息のかかった探索者なのだから。

			　少なくともこの時スペンサー伯はそう考えていたし、政治的に松田の所属をそう考えるのは常識でもあった。

			「――――どうやら宰相閣下もあちらに転びましたそうで」

			　忌々し気に吐き捨てたのは、五槌の一人であるマニッシュである。

			　ゲノックはただドルロイへの対抗意識で松田に反発しているにすぎないが、マニッシュは生粋のドワーフ至上主義者であった。

			　スペンサー伯もマニッシュほどではないが、ドワーフ評議会の幹部としてかなりドワーフよりの考えの持ち主である。

			　マニッシュのいう宰相が転んだというのは、バッキンガム公がマリアナの婿として松田の取り込みに走ったというこだ。

			　ドワーフ至上主義の二人にとって、王家にエルフの血が入るなど唾棄すべき暴挙にほかならなかった。

			　かといって正面から王宮に逆らうことも難しい。

			　国王も人の子、娘にようやく訪れた春を応援したいであろうし、宰相まで国益に叶うと判断した以上、反対しても一蹴されるのがオチであろう。

			「我々ドワーフ鍛冶師にとっても、もっとも忌むべき事態です」

			　よりにもよって、ドワーフ鍛冶師の技を、炎による破壊を嫌うエルフが受け継ぐなど。

			　まして実力では五槌筆頭と目されるドルロイの跡を継ぐなど、絶対に認められることではなかった。

			　まだ、クスコの退治が終了した段階では可能性は低かった。

			　しかし今となっては、可能性の比率は逆転している。

			　もしさらに松田が迷宮を攻略するようなことがあれば、彼の価値はマリアナの夫とするには十分すぎるものになる。

			　理屈としては、マニッシュもわかっているのだ。

			　松田の持つスキルと技量は、王国の貴重な戦力となりうるということを。

			（――――わが命に代えても絶対に認めぬ）

			　そもそも松田がドルロイの弟子であることも気に入らない。

			　ドルロイの鍛冶師としての腕は認めるが、その精神性には憎悪すら感じている。

			　よく斬れるだけの剣、人を殺すために特化した数々の武器、彼の作り出す武器が戦いを呼び、マニッシュの親しい友人たちも幾人かが犠牲となった。

			　鍛冶師が作品に求めるのは、品格でなくてはならぬ。斬れればよいだけの剣など下の下でしかない。

			　あんな下品な男が五槌を名乗ること自体がおこがましいと思っている。

			　残念なことにドルロイの名声はいまだ大きく、ドワーフ評議会でも彼を擁(よう)護(ご)する者がいるのも現実であった。

			　国外で好き勝手をやりながら、こうして無視できぬ影響力を持つドルロイがうとましくて仕方がない。

			　かといってドルロイがスキャパフロー王国へ戻ってくるのも言語道断である。

			　そうした複雑な思いがあるところに、ドルロイの弟子であるというエルフの松田が王女の伴侶として目されたのだ。

			　マニッシュが松田を目の敵にするのも当然といえよう。

			「……ゲノックの伝手で頼んだ探索者もあてにはできぬ様子。最悪の場合に備える必要がありましょう」

			　ノーラに松田の暗殺を依頼したのも、今となっては拙(せつ)速(そく)であった。

			　ノーラが目的としている貴重な秘宝は、松田が攻略を達成したあとでなければ手に入らない。

			　それどころか攻略速度ですでにかなりの差をつけられてしまっている。

			　下手をすれば松田が攻略を先に達成して、手も足も出ないという可能性もあるのだ。

			　こんなことなら最初から秘宝を餌になどせず、金で暗殺を依頼しておけばよかった。

			　ゲノックが言うには、腕利きの探索者にとって、稀少な秘宝は現金より遥かに勝るらしいが、所詮は探索者風情など金を積めばいくらでも転ぶはずであった。

			　

			「……あいつはいい奴なんだが、鍛冶師以外を低く見すぎだ」

			　ゲノックにとって、マニッシュは頼りがいのある同僚だが、唯一その点が玉に瑕だと思っていた。

			　作品に対するこだわりや名誉欲もあるゲノックは、マニッシュに比べればまだ探索者に対して理解がある。

			　たとえ金貨を数千枚積まれても、ノーラは松田の暗殺を引き受けることがない。

			　迷宮内で秘宝(トロフイー)を争うことはあっても、日常で殺し屋の真似はしないというのが、宝石級探索者であるノーラのプライドである。

			　となると王国内の探索者で目下最大の戦力は期待できないということになる。

			　マニッシュとしてはスペンサー伯しか頼る相手がいないというのが本音であった。

			「…………陛下に会わせる前に身柄を押さえるしかあるまい」

			　迷宮の攻略が達成されたとなれば、迷宮管理所から王宮へ必ず連絡がある。

			　そうなれば国王との謁見、披露、祝典と話は進むはずであり、その段階から工作することはあまりに危険が高すぎた。

			　謁見の前に葬り去るしかない。ノーラが始末してくれればそれにこしたことはないが、できぬとあらば軍の力を借りてでも。

			「私に危ない橋を渡らせるのだ。見返りは高くつくと思え」

			　自らの政治的環境は無視して、恩を売るようにスペンサー伯はマニッシュを見て嗤う。

			　それを指摘するほどマニッシュも子供ではなかった。

			　いずれにせよスペンサー伯の力が必要なのは事実なのである。

			「無論、我ら五槌一門は閣下の宰相就任に向け、全力で支援するでありましょう」

			「うむ、期待しておるぞ」

			　本来ならば、コパーゲン王国との間で国境が緊張したのを奇貨として戦端を開きたかった。

			　せっかくの戦力を迷宮に割くなど、国王の命令でなければ一考する価値もなかった。

			　軍を率いる者は戦争でしか功績をあげることができない。

			　平和時の軍など、閑職にも等しいものだとスペンサー伯は思う。

			　事実かどうかはともかくとして、少なくともスペンサー伯はドルロイと時の国王の野心が引き起こした戦争で軍功を挙げて今の地位に就いた。

			　功績をあげなくては宰相の地位を奪うことはできないと考えるのは、やはりスペンサー伯が本質的に軍人のままだからであろう。

			「コパーゲン王国との国境からガルバーニ将軍が帰還するまで今しばしの時間がある。マニッシュよ。お前も準備をしておけ」

			「かしこまりました。閣下も迷宮管理所に足をすくわれませぬよう」

			「ふん、これ以上ハインツにでかい顔はさせぬよ」

			　そもそも迷宮管理所はお世辞にも王国で花形部署とは言い難い場所だ。

			　そこで曲がりなりにも存在感を発揮するハインツは、彼自身の家柄とキャラクターに負うところが大きい。

			　飄々として出世意欲の欠片もないくせに、肝心なところでしっかりと、あるいはちゃっかりと存在感を示す。

			　今回の迷宮騒動でも、失態となるべきはずが、松田というヒーローの登場でしっかり漁夫の利を得ている。

			　もし松田が迷宮を攻略、さらに王女の婿となるようなことがあれば、さらに立場が強化されるのは明らかだった。

			　あんな気ままな人間が運で成り上がるというのは、スペンサー伯には到底許容できることではなかった。

			「どんな秘宝が手に入るのかは知らぬが、せいぜい我が軍で役立たせてもらおうか」

			　いかに松田が特筆すべき実力を誇ろうと、所詮個人は集団には勝てない。

			　クスコには後れを取ったが、個人戦闘の核である将軍がいるといないとでは軍の戦闘力はまったくといっていいほど異なるのだ。

			　もっとも、そんな力を振るったりしなくとも、切り札はこちらにあるのだが。

			「――――マニッシュよ。ハーレプストの到着を急がせよ」

			「御意」

		

	
		
			　

			第百三話　最下層へ

			　

			　スペンサー伯が手に入れた松田たちの二百階層突破という情報は、実は一日前の話である。

			　意図的にハインツとミネルバが情報の更新を遅らせているからだ。

			　すでに松田たちパーティーは二百七十階層を突破し、三百階層へと挑んでいた。

			「――――召喚(サモン)、軍団(レギオン)！」

			　初手から全力全開、五百もの重装騎士ゴーレム軍団を並べて罠も魔物も端から薙(な)ぎ倒す。

			　ここまで松田が自重しなくなったのには理由があった。

			　

			「えっ？　差が縮められてる？」

			「うそでしょう？」

			「残念ながら事実です。王女殿下パーティーは松田様との差を確実に詰めています」

			　最大で九十階層あった差は、いつの間にか三十階層まで縮まっていた。

			　階層エレベーターが三十階層ごとであることを考えれば、これはあと一歩のところまで詰め寄られたに等しい。

			　彼女たちの底力がそれほどのものとは、さすがの松田も焦りの色を隠せない。

			　もちろんマリアナとノーラの武力もさることながら、的確なアドバイスをしてくれるシェリーの存在も大きかった。

			　もともと前衛よりの万能型であるシェリーと、騎士でありながら後方支援も行えるナージャは実にバランスの取れたサポーターである。

			　さらにマリアナが王女の権力にものを言わせて、大量の秘宝やアイテムを持ちこんだおかげで、継戦能力が大幅に向上していることも見逃せない。

			　――とはいえ、彼女たちがこれほど急速に松田との差を詰めることに成功したのは、ひとえに婚活女子の執念のなせる業であったのかもしれない。

			「私の…………邪魔をするなあああああ！」

			「こちとら人生がかかってんだ！　獲物風情がでかい面するんじゃない！」

			　鬼気迫る二人の勢いに、ドン引きするナージャがいた。

			「私は絶対に早く姫様から離れて良縁をゲットしなくては……」

			　婚活とは修羅の道と覚えたり。

			「努力する方向性を間違っているというか……」

			　松田に追いついたら、彼の心を射止めることができると思っているのだろうか？　とシェリーは首をかしげる。

			　松田の信用をどうやって得るか。彼にとって心をときめかせる魅力的な女性となりうるか。それが大事ではないのかなどと思っているあたり、わりとシェリーも重症である。

			　言ってみれば彼女たちは山で遭難した登山者のようなものだ。軽装で動き、理由のない自信に満ち、他人の言うことを聞かない。

			　その結果、遭難してもいたずらに自分の判断で動いて事態を悪化させる登山者。

			　ベテラン登山者が正しい道を教えてやれればいいのだが、不幸にして彼女たちはすべて初心者であった。しかも基礎能力だけはやたら高い初心者だ。

			　誰も正しい道を把握できていないが、暴力にものを言わせてひたすらに驀(ばく)進(しん)する様はいっそ清々しい。

			　そんなわけで尻に火のついた松田は、もしかしたら隠蔽型の秘宝で探られているかもしれない、あるいは何らかの妨害工作を受けるかもしれないという懸念を棚上げすることに決めた。

			「――――焼き尽くせ！　狐火乱舞！」

			「吹き荒れよ暴風！　極北の暴雪(オーロラ・ブリザード)！」

			　さらに数の暴力を振るうゴーレム軍団に、クスコとディアナの火力が加わる。

			　個体戦闘力が強い魔物が出てきたとしても次はステラが控えている。

			「――巨狼の牙(フエンリル・フアング)！」

			　ミスリル製の逸品であろうと容赦なく貫通するステラの突進技の前に耐えうる魔物はそうはいない。いるとすれば、ほぼ最下層に近い、選りすぐりの上級の魔物だけであろう。

			「踏み潰せ、槍突撃(ランスチヤージ)」

			　穂先を揃え、怒涛の勢いで装甲騎兵ゴーレムが馬蹄を響かせて蹂躙攻撃を開始する。

			　ハイオークであれ、ゴブリンキングであれ、集団戦で敵う魔物がいるはずがなかった。

			「ブヒヒヒヒィ！（恐れるな！　正義は我にあり！）」

			「グルルルルルル！（人間ごときにこの先は通さぬ！）」

			「ブヒッ！　ブヒッ！　ブヒッ！（誇りある我らがゴブリン黒色槍兵団が！）」

			「ギョギョッ！（まっすぐ行ってぶっ飛ばす！）」

			　彼らはそれなりに戦術的な思考力を持つ亜人であり、その戦闘力は人間のそれを上回る。

			　しかしもとから生命を持たないゴーレムにとって、相手が優れていようといまいと、なんら関係のないことであった。

			　ただ命じられるままに動き、目の前の相手を殲滅する。そこに一切の躊躇も恐怖もなく、人形だけが持つ正確さで魔物たちの命を奪った。

			「ブヒヒヒッ！（どうだ！）」

			「グルアアアアアッ？（なぜだ？　こんなに倒しているのにどうして減らない？）」

			「グギャアアアアッ！（あ、あいつらどんどん新しく召喚されてやがる！）」

			　ゴーレムを相手にしていてはだめだ。召喚者である松田を倒さなくては。

			「はい、ど――――ん！」

			「ブヒャアアアアア！（ひどすぎる！）」

			　分厚い騎士ゴーレムの壁を迂回しようとすれば、ディアナとクスコの制圧魔法攻撃にさらされる。

			　空中どころか地下すらゴーレムに制圧され、万にひとつも彼らが松田のもとへ到達する見込みはなかった。

			「ブヒブヒ！（せめて死ぬ時は一緒に！）」

			「ブヒヒ！（あなた！）」

			「お前たち、まじめに戦うです。わふ」

			「ブヒイイイイイイイ！」

			　

			　抵抗らしい抵抗もできずに魔物は駆(く)逐(ちく)され、堅牢な砦も、盗賊が裸足で逃げ出すような罠も、何ひとつ成果を上げられずに沈黙する。

			　自重をやめた松田パーティーは、正しく歩く災厄そのものであった。

			　幾分かのやりすぎによる地形の崩壊も、お約束のように発生した。

			「だからあれほどやりすぎには注意しろと……」

			「ごめんなさい！　お父様！」

			　急激に魔力を消耗した虚脱感に、がっくりと項垂れる松田と、調子に乗ったことを必死に詫びるディアナというのも、お約束の光景と化した感がある。

			　なりふり構わぬ蹂躙速度でいよいよ松田たちは三百六十階層の入り口へと到達した。

			　魔力回復のための若干の遅れが気になるところであったが、運命の神の悪戯がダイスの目をどうするか松田の知り得るところではなかった。

			　

			「――――さて、そろそろ大詰めかな？」

			　一説には四百階層とも五百階層とも噂されるフェイドルの迷宮であるが、かつてドワーフ王が攻略したという記録にはおよそ三百台であると記されているらしい。

			　というのも、国王が正確な階層を言い渋ったからだ。

			　絢爛たる七つの秘宝を封印したとすれば、その程度の隠蔽、あるいは欺瞞は当然のことであろう。

			　だからたとえ五百階層であったとしても松田は驚かないが、明らかに重厚で強い魔力を帯びた扉を前にすれば、最下層に相応しい威厳に満ちていると思えてしまう。

			　何より、扉の向こうからこちらを突き刺すような敵意が発せられていて、その力はこれまでのどの魔物よりも強かった。

			『……主様、この先は私も行ったことはありません。おそらくは最下層のガーディアンが待っているかと』

			「だろうな」

			　これほどの圧迫感で雑魚とかだったら、その方がびっくりする。

			「――――さあ、今度こそ攻略を達成してこの国とはおさらばだ！」

			　外堀を埋められ、型にはめられた同僚たちがその後どうなっていったか松田は知っている。

			　それはそれで幸せになった人間もいるが、今のところ松田は誰にも捕まるつもりはない。

			　断固たる決意をこめて、松田は巨大な扉を開いた。

			　

			　三百六十階層はどうやらオーソドックスな神殿スタイルのようであった。

			　ということは、ここが最下層であることはほぼ確実である。

			　ダンジョン型であれ、野外型であれ、最下層は神殿スタイルであるケースは多いのだ。

			　それに――端然としてこちらを睥(へい)睨(げい)する巨大なゴーレムが三体神殿の門に立ちはだかっていた。

			「――――ゴーレム、かよ」

			　ゴーレムマスターたる松田に立ち塞がるのがゴーレムとは皮肉な話だ。

			『主様、お気をつけください。ゴーレムには私の幻惑が一切効きません』

			　一方、幻惑の魔法を得意とするクスコにとっては、ゴーレムは嫌な相手であった。

			　火力という点でクスコはディアナに劣る。炎の魔法と幻惑の汎用性こそがクスコの真骨頂であるからだ。

			「お父様、任せてください。殲滅します！」

			「とりあえず秘宝まで吹っ飛ばしそうだから禁呪は禁止な」

			「そ、そんなぁ」

			　地形が変わるほどやばい火力であるため、膨大な魔力を誇る松田ですら魔力の残量が厳しくなるのである。

			　無制限にディアナの禁呪を許していたら、いくら魔力があっても足りない。

			　彼女をして終末の杖と言わしめたライドッグは、いったいどれほどの魔力を所有していたのだろうか。

			「――――来るです！　わふ」

			　全長が五メートルにも達しようとする巨大なゴーレムは、巨体に似合わぬ俊敏さで接近した。

			　中央のゴーレムが分厚く丸みを帯びた人型で、右のゴーレムは虫型である。左のゴーレムはというと、なかなかに形容の難しいまるでスライムのような不定形の流体金属のように見える。

			「狐火乱舞！」

			「分解(デイスインテグレイト)！」

			　中央から突進してくるゴーレムに向かってクスコとディアナの魔法が飛ぶ。

			　しかしその熱量をものともせず、爆炎の中から巨大ゴーレムは悠然と姿を現した。

			『……このゴーレム……旧世代の対魔法処理が……』

			「対魔法処理ごとき、私の禁呪をもってすれば……」

			「大人しくしてろ、な？」

			　右から迫る虫型のゴーレムも一筋縄ではいかない。

			　カブトムシと蜂が混じったような不可思議な形のそれは、ディアナの魔法が直撃するかと思った瞬間、無数の虫へと分裂した。

			「うわっ！　岩壁(ロツクウオール)！」

			　すんでのところで岩の防壁を錬成し、虫の侵入を逃れる。

			「毒霧(ポイズンミスト)！」

			　小さな虫であれば毒が効くだろうと、ディアナが範囲型の毒霧を放つもさすがはゴーレム、毒が効く様子はない。

			『主様、あの虫にも炎はあまり効果がありません！』

			　クスコの狐火も、思ったほどの効果はなく、せいぜい百分の一を燃やしたにとどまる。

			　思った以上に魔法耐性のある虫というのは厄介な敵であった。

			　あるいは松田のゴーレム軍団と戦った魔物たちも、今と同じ気分を味わったのかもしれなかった。

			　ドゴッと鈍い音がして、正面から突進してきたゴーレムに岩壁を突破される。

			「――――おっと！」

			　即座にグリフォンゴーレムを召喚し、一旦松田たちは空中へと逃れた。

			　一方、ステラは左側の不定形ゴーレムに苦戦していた。

			「気持ち悪いです！　わふ」

			　ゴーレムとはいうが、液体のようなその身体で鞭(むち)のように身体を伸ばしてくるその姿はまさに触手である。

			　ステラが気持ち悪がるのも至極当然のことであった。

			　しかも間合いが読みづらく、触手の一本に攻撃しても効果が薄い。

			　こちらも多分に戦いにくい相手である。

			「さすがは最下層のガーディアンってことか」

			　ここまで戦ってきた魔物とは格が違う。おそらくは迷宮を攻略してくる探索者パーティーが、戦いにくい相手として設計されたものなのだろう。

			『主様！　虫が！』

			「お父様！　もう禁呪でまとめて燃やすしか！」

			「まとめて燃えたらいかんだろ」

			　そもそも松田は絢爛たる七つの秘宝を手に入れにきたのであって、別に迷宮の攻略をしたかったわけではない。

			　それなりの収入は稼がせてもらったが、それはそれ、これはこれだ。

			「――――鋼槍(スチールランス)」

			　二メートル近い巨大な槍を錬成して、巨大ゴーレムへと解き放つ。

			　その質量と速度は、並みの城壁すら打ち砕くほどのものであったが、巨大ゴーレムはまったくの無傷であった。

			「そりゃ魔法耐性だけじゃなく、物理耐性持ってるか」

			　そもそもあの巨体に、ミスリルとも鋼鉄とも知れぬ未知の素材が使用されている。

			　もしドルロイが知れば涙を流してはぎ取ろうとするに違いなかった。

			「だからといって、それだけで勝てると思ったら大間違いだ」

			　伊達にフェイドルの迷宮を三百六十階層まで攻略してきたわけではない。

			　もう松田はこの世界に転生して右も左もわからなかった頃とは違うのだ。

			　曲がりなりにも生死をかけた戦闘を幾度も経験し、時には対人戦闘で人を殺しもした。ドルロイとハーレプストに師事して、この世界の鍛冶と錬金術を学びもした。

			　強敵との戦い方のひとつやふたつぐらいは当然心得ている。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　松田は砲台型のゴーレムを二体召喚した。

			　八脚の胴体に巨大な砲台がひとつ乗っているだけのシンプルな造りである。

			　しかし魔力をもって撃ちだされる砲弾は、特殊ミスリル製で砲身にはきっちりとライフリングが刻まれていた。

			　松田がいずれ国を相手にする時のための、秘匿火力戦力のひとつである。

			　ボンッ、とくぐもった炸裂音を響かせて砲弾が巨大ゴーレムへと飛び出した。

			　その運動エネルギーは鋼槍の比ではない。

			　もともと砲台ゴーレムは松田が有効射程を五キロとして設計したもので、秒速は実におよそ七百メートルを叩きだす。

			　いかに俊敏とはいえ接近戦で巨大ゴーレムが避けられるようなものではなかった。

			　ほとんど無抵抗に正面から砲弾の直撃を受けた巨大ゴーレムは、その運動エネルギーによって、後方に数十メートルも吹き飛ばされた。

			「おお、とりあえずは効いたか」

			　分厚い胴体は大きく凹んだ程度だが、肩口に命中した砲弾は、巨大ゴーレムの右肩の関節部の七割近くを削ぎ落としている。

			　これでゴーレムの攻撃能力は半ば失われたに等しいだろう。

			　ところがそうは問屋が卸さなかった。

			「再生するか……お約束だけどな」

			　松田のゴーレムも同様に、松田の魔力が供給されている限り、何度でも再生する。

			　しかし再生するにも限度があり、魔力のキャパシティーを超えて再生することはできないし、ゴーレムの魔核を破壊されても再生することはできない。

			　問題はあの巨大ゴーレムの魔力がどこから供給されているかということだ。

			　ワンオフで現在の身体に残された魔力がすべてなら、ほどなく魔力の供給は尽きる。

			　しかし何らかの手段で迷宮の魔力が供給されているとすれば、ほぼ無限に再生することが可能であった。

			「ま、再生するからって無敵にはなれないんだけどな」

			　松田はさらに一体の砲台型ゴーレムを追加した。

			「袋叩きにしろ」

			　ほとんど途切れることなく、三体のゴーレムから砲弾が放たれ、巨大ゴーレムはサンドバッグと化した。

			　いくら再生しても再生する以上に巨体は破壊され、攻撃に移るタイミングは根こそぎ潰された。

			　あとは少しずつ削った体が再生する前に、動きようもないほど硬い柩(ひつぎ)にでもいれてしまえばいい。

			　あのパワーを完全に封印するのは骨だが、反撃する力のない残骸を封印するだけなら、今の松田の力でも事足りる。

			「おお、間接攻撃ってのはいいもんだ」

			　一方的に砲弾になぶり殺しにされる巨大ゴーレムを見て、松田は愉快そうに笑った。

		

	
		
			　

			第百四話　ガーディアン戦

			　

			　松田が巨大ゴーレムを相手にする一方で、クスコとディアナもまた虫型ゴーレムを相手に戦いを繰り広げていた。

			「お父様を傷つけることは許しません！」

			『主様の最強の使い魔として無様をさらすわけにはまいりませんわ！』

			「ちょっと！　誰が最強の使い魔よ！」

			『私のほかにいるはずがないでしょう？』

			「私は認めてないわよ！」

			　憎まれ口を叩いてはいるが、二人はお互いの力を松田以上によく承知している古い付き合いであった。

			　この程度の敵に手も足も出ないようでは今後も松田に寄り添うことは難しい。

			　かつてライドッグに仕えていた時を思えば、強敵というのもおこがましい相手である。

			『狐火白夜！』

			　クスコは全身に眩い白光を纏った。

			　これはクスコを守る超高熱の鎧であり、結界でもあった。

			　目にもとまらぬ高速での体当たり攻撃。いかに魔法耐性に優れるといえども、分裂した虫型ゴーレムにそれほどの物理耐性はない。

			　クスコがその身体能力を生かしつつ、耐性の許容量を超える超高熱でぶつかってくれば消滅は免れなかった。

			『主様に褒めていただくのはこの私よ！』

			「ふざけないで！」

			　自分をいつまでも力任せの殲滅馬鹿と思ってもらっては困る。

			　我こそは造物主の右腕にして、この世界の終末を告げるとすら言われた終末の杖(アポカリプス・コーン)ディアスヴィクティナ。

			　松田の近くで、人のように生きる今の暮らしには満足している。が、だからといってプライドを失くしたというわけではない。

			　まして、かつてライバルであった使い魔に立場を奪われてなるものか。

			「範囲魔法だけが私の魔法であるなどと思わないでちょうだいっ！」

			　圧倒的に強力な火力で、敵を残さず殲滅するのが一番好きなのは確かだが、別にほかの魔法が使えないわけではないのだ。

			　それどころかいくらでも知っている。魔法の知識に関しては、ライドッグに次ぐと謳われたディアナである。

			　範囲魔法が通じなかったからといって、無力化されるなどありえない。

			「凍てつく渦(フリージング・ボルテツクス)」

			　ディアナの眼前でダイヤモンドダストがぐるぐると渦を形成し、急速に空気が冷えて床を霜が埋め尽くしていく。

			　渦の回転が目にも留まらぬものになると、絶対零度の極小のらせん状の礫(つぶて)が一斉に飛び出した。

			　魔法だけではなく、螺(ら)旋(せん)という物理衝撃を兼ね備えた一撃は、分裂した虫型ゴーレムを次々と木っ端みじんに打ち砕いた。

			　稲妻のように飛び回るクスコと競うようにして、ディアナは膨大な数に及んだ虫型ゴーレムを堤防が水に侵食されていくように飲み込んでいった。

			　たちまちのうちに虫型ゴーレムの半ば近くが失われ、慌てた虫型ゴーレムは、数という利がクスコとディアナには通用しないことを悟った。

			　通常の探索者であれば、強固な対魔法力を付与された雲霞のごとき虫型ゴーレムに攻撃されたならば、逃げ出すことすら難しいであろう。

			　単体攻撃ではいずれ数に押し切られる。

			　そうした常識がクスコとディアナには一切通用しない。

			　慌てて合体して防御力を補った虫型ゴーレムであるが、その大きさは先ほどの半分程度にまで縮んでいた。

			「哀れなものですね」

			　おそらくは密度はすでに半分を割り込んでいるであろう。

			　はたして防御力も見かけほどあるかどうか。

			　何よりディアナはちまちまとした魔法よりは、一撃必殺の魔法を得意とする。

			　虫型ゴーレムがひとつに固まったところで、状況はむしろ悪化しているのだ。

			「大地の束縛(アース・バインド)」

			　石造りであったはずの床が、泥沼と化して虫型ゴーレムの歩行を阻む。

			　さらにべっとりと粘着質の泥が、まるで接着剤のように虫型ゴーレムの羽を拘束した。

			　これでは飛ぶことも歩くこともままならない。

			「――――行きます！」

			　禁呪ではなくとも、ディアナの好きな爆縮型の上級魔法を使える喜びに無意識に口元が緩む。

			　しかしそんなディアナの喜びは、仲間にしてライバルのクスコによって悲鳴へと変わった。

			『妖炎蓮華』

			　紅(ぐ)蓮(れん)の華を全身に咲き誇らせるようにして、クスコが天井から流星のように落下してきたのである。

			　格段に密度を強めた紅蓮の華は、虫型ゴーレムの硬い外殻を貫いて床を数十メートルにわたって陥没させた。

			「私の獲物！　私の見せ場！」

			『昔から獲物は早い者勝ちと決まっていましてよ？』

			「――――死ね。獄炎の檻(ヘルフアイア・ケイジ)」

			　クスコごと虫型ゴーレムを炎熱の牢獄に閉じ込めようとしたディアナだが、それを甘んじて待つクスコではなかった。

			　ひらりとクスコが結界の檻(おり)から逃げ出すと、哀れな虫型ゴーレムは断末魔の悲鳴をあげて炭化するまで超高熱に蒸し焼きにされるのだった。

			「ちっ！」

			『とどめは任せたんだからいいじゃない！』

			「そうやって貴女はいつもいつも！　私のいいところを横取りして！」

			　火力では上を行くディアナだが、速度と汎用性ではクスコには敵わない。

			　必然的にせっかくいいところを見せようと意気込むディアナの獲物を横取りされてしまうのは、かつてライドッグに仕えていた頃からのお約束であった。

			『主様～～♪　私の活躍見てくださいました？』

			「お父様！　私の華麗な止めの一撃の方がすごかったですよね？　ね？」

			　

			　ビチャリ、と水音を立てて不定形の触手が、今までステラのいた空間を薙(な)いで壁にぶつかり弾けた。

			「やりづらいです。わふ」

			　不定形のため、ステラの強烈な拳を食らってもその部分が吹き飛ぶだけでダメージを与えられない。

			　こんな相手とステラが戦うのは初めての経験である。

			　先ほどから何度も蹴りや拳を当ててはいるが、まったく効いた様子がなかった。

			　ステラの突進スキルである巨狼の牙(フエンリル・フアング)は、貫徹力こそ無類の威力を誇るが、こうした液体に近い不定形ゴーレムには効果が薄いのだ。

			「わふっ？」

			　決め手を欠いて手ごたえのない打撃を続けるステラの瞳に、松田のゴーレムが巨大な神像のようなゴーレムを崩れ落ちさせるのが目に映った。

			　今まで見たことのない砲台型のゴーレム。

			　もともとゴーレムに特化した魔法士である松田の白兵能力は低い。

			　そうした松田を守る剣こそ自分だと思っていた。

			　こんな敵を相手に手こずっていては松田を守れない。

			　自分が手の届かないがゆえに、松田が傷つき斃(たお)れるのは絶対に嫌だ。

			　ステラの命はとうに松田のためにある。それを松田の意思が拒絶するとしても、松田のためにある。

			　ステラが松田を群れの主人として認識した時から、それは松田にも変えることのできないステラの決意であった。

			「――だから、お前なんかぶっ飛ばすです。わふ」

			　不定形ゴーレムは相性が悪いだけで、それほど強力な相手ではない。

			　触手や自分の身体を弾丸代わりに飛ばしてくる程度で、その粘液にはなんらかの酸が含まれているようだがそれだけだ。

			　まあ、直接触れるには少々躊躇(とまど)われるが。

			　――――まだ人狼の隠れ里にいた頃、父が村の結界に触れた魔物を退治したことがある。

			　毒のために変異してしまった水竜だった。

			　その竜は自在に身体を水へと変化させることで、一切の物理攻撃を無効化する怪物だった。

			「…………すまんな。俺にはお前を解毒して正気に戻してやることはできん」

			　ステラの父こそは族長をも凌(しの)ぐ村一番の戦士である。人狼の村で最強ということは、伝説級、すなわち一国に匹敵する戦力の持ち主ということなのだが、ステラはそこまではわからない。

			　しかし父親がとてつもなく強い、ステラの自慢の父であることはわかっていた。

			　もし母を失うようなことがなければ、今頃は新たな族長として村を導いていたはずである。

			　ふとステラはそこで小さな違和感を抱く。

			　――――いったい母はどんな人だったろうか？

			　美しい人であったと思う。原因のわからぬ病に倒れ、父の帰りを待たずして儚(はかな)くなった。

			　その後の父の嘆きと凋落ぶりは今も鮮明に思い出すことができる。

			　それなのに母の面影の欠片も思い出せないことにステラは戸惑いを隠せなかった。

			「わふっ！」

			　刹那、触手がステラの頬をかすめ、ジュッと酸が髪を焦がす嫌な臭いが漂った。

			　戦闘中に余計な思索にふけってしまったことに、ステラは己を恥じた。

			（考えるのはあとでもできるです。わふ）

			　考え始めると無性に気になるが、今は目の前の敵を倒すことだとステラは気持ちを切り替える。

			　きっと今なら――――

			　まだ幼かったあの日、父の水竜討伐に隠れてついて行ったあの日に見た技が使えるはず。

			　もう自分は成人前の子供じゃない。

			　ご主人様を得て成人も済んだ一個の戦士。

			「――月(つく)酔(よい)」

			　人狼は生まれながらに月の魔力に大きく影響を受ける。

			　特に満月の日は、魔力の器の大きい人狼は月の魔力の影響を受けて酩酊したような症状が出ることがあった。

			　それは酔えば酔うほどに月の魔力を無尽蔵に引き出すことのできる生まれ持った才能だけに許された特権でもある。

			「ういぃ……ひっく、です。わふ」

			　ステラの足がふらりふらりと千鳥足に乱れる。どこから見ても子供が背伸びして酒を飲んで酔っ払ったようにしか見えない。

		

	
		
			[image: 203.jpg]
		

	
		
			　だが、全身から発する魔力の量は、けた違いに跳ね上がっていた。

			　触手はその放射される魔力だけで、溶けるようにかき消されていく。

			　もはやそれは、対等の闘争のステージにはいなかった。

			　ただただ蹂躙する者と蹂躙される者の絶対的な格差がそこにあった。

			「ご主人様に一番褒めてもらって、ナデナデしてもらうのは私です。わふぅ……ひっく」

			　時として理不尽な格差は滑稽ですらある。

			　ステラはありあまる魔力と才能を無造作に使用しているにすぎない。

			　そこに修練や緻密な制御などなく、赤子のように思いに任せた幼稚な暴力があるだけ。

			　しかし不定形ゴーレムは、まるでそれが子供のおもちゃの宿命のように、暴力に抗うことができなかった。

			　攻撃はすべて弾かれる。再生もステラの魔力の放射範囲では一切できず、みるみるゴーレムの身体は縮小していった。

			　恐るべきはこのありあまる魔力を完全に制御した状態を「月(つく)盃(ばい)」といい、ステラの父がかつて水竜を相手に使用したのはそちらであった。

			　この魔力を完全に制御したステラがどこまで強いものか、今はまだ想像もできない。

			「というわけで、お前は死ぬです。わふ」

			　不定形のゴーレムにもし感情があるとすれば、それは圧倒的な強者に対する絶望であったろう。

			　抵抗することもままならず、みるみるゴーレムの身体は溶かされ、最後は核をステラに踏みつぶされてゴーレムは斃れた。

		

	
		
			　

			第百五話　造物主

			　

			　三体のガーディアンが倒されたことで、封印の扉へと続く回廊を邪魔する者はいなくなった。

			「おっ？」

			　レベルアップの淡い輝きが松田とステラを包む。それほど苦戦したわけではないので正直ありがたい。

			　あるいは、迷宮攻略のトロフィーのようなものなのかもしれないが。

			　無人となった回廊の先、ガーディアンを倒した者にだけ解除を許された扉に松田は手をかけた。

			「さて、いったい誰が眠っているのかな」

			　ようやくこの時が来た。あまり成り上がることに興味のある松田ではないが、さすがに物が絢爛たる七つの秘宝ともなれば興奮もひとしおである。

			　終末の杖たるディアナに最強の使い魔クスコ、そして人狼ステラに新たな秘宝が加われば、無敵ではないにせよ国家と肩を並べることはできる。

			　国家という巨大な組織を相手に、嫌だ、とはっきり言える爽快感は筆舌に尽くしがたい。

			　ＮＯと言える日本、ＮＯと言える俺、万歳！

			　

			「――――ほう、ガーディアンを倒したか。だがそこから先は貴様ごときが近づいてよい場所ではない」

			「誰だ？」

			　松田だけではなく、ステラもクスコも驚愕した。

			　ステラもクスコも、動物的な勘と鋭い嗅覚、聴覚を有し一瞬の油断もなく周囲の警戒にあたっている。

			　間違いなく背後には誰もいなかった。

			　突如としてその男は、いずこからともなく出現したのである。

			『貴様…………！』

			　声の主を確認して、クスコは唸り声とともに憎悪の視線を向けた。

			　忘れもしない。陰気なこの世の何もかもに絶望したような暗い暗い瞳。亡き主ライドッグの名を騙る忌まわしき男。大事なライドッグとの契約を、いとも無造作に断ち切った男であった。

			「――ほう、契約を強制切断されてなんともないのか？　所詮、畜生は畜生ということだな」

			『使い魔などその程度です』

			　感情の起伏に乏しいが、使い魔より己が上だと主張する確固たる意志。

			　遠い昔の記憶を今こそ鮮明に思い出したディアナとクスコは異口同音に叫んだ。

			「まさか――コリンなの？」

			『宝冠コリン、貴女なの？』

			　絢爛たる七つの秘宝のひとつにして、魔法による結界の及ばぬ場所であるなら、世界中のどこにでも転移が可能な究極の移動型秘宝。

			　そのおかげでライドッグは神出鬼没を欲しいままにし、国家の掣(せい)肘(ちゆう)から自由であれたのだ。

			　いかに国家の誇る軍の力が強大であるとしても、大陸の裏側まで瞬時に転移されてしまえば追う術はない。

			　単純な戦力としての脅威もさることながら、ライドッグが稀代の魔法士として君臨できたのは、彼の行動範囲の広大さと自由度にもあったのである。

			　その中心にいたかつての僚(りよう)友(ゆう)を、ディアナとクスコが忘却することなどありえなかった。

			『造物主様のご恩をあだで返す恩知らず。昔から私はクスコ(あなた)のことが気に入りませんでした』

			　もはやクスコはライドッグの使い魔ではない。

			　あの頃は言えなかった（とはいえディアナともども態度には出ていたが）言葉がいとも簡単に紡(つむ)がれる。

			『造物主様の名を騙る、陰険そうな狐顔に仕えてる貴女はなんなのよ』

			『愚かな。造物主様の外見など私たち秘宝にとっては些細なこと。容姿に仕えた覚えはありません』

			　コリンから控えめに陰険狐顔であることを肯定されて、地味に凹むリアゴッドであった。

			『そもそもリアゴッド様が造物主の名を騙るなどありえません。なぜならリアゴッド様は、我らが造物主様その人なのですから』

			「――――何を言っているのコリン？」

			　その瞬間、ディアナは背筋に氷を放り込まれたような壮絶に嫌な予感を感じた。

			　その答えをディアナは本能的に悟っていたのかもしれない。

			『――――そこのツルペタはどうして私を知っているのかしら？』

			「誰がツルペタよ！　私だって好きでこうなったわけじゃないわああああああ！」

			　同じ秘宝であった僚友にツルペタ扱いされる切なさプライスレス。

			「それはあとで問いただすとして！　造物主様とその男が同じってどういう意味なの？」

			『口を慎みなさい。リアゴッド様こそ、ライドッグ様の記憶と魂を受け継ぎこの世に転生した姿なのです！』

			「なん……ですって？」

			　まさか、と思い、心のどこかでやはり恐れていたことを言われてしまった、とディアナは思う。

			　よくよく考えればライドッグとクスコの特殊な契約を強引に破棄することのできる魔法士などいるはずがない。

			　――――ライドッグ本人でもない限り。

			　何よりディアナは知っているのだ。同じ魂を受け継ぎ、新たな人生を送る松田という新たな主の存在を――。

			「ラ、ライドッグ様…………」

			　あれほど憧れ、忠誠を尽くした比類なき魔法の王であるが、心のどこかが否定する。

			　違う。違う。この人は、あのライドッグ様ではない。

			　その時、ふとリアゴッドの視線がディアナへと向いた。

			「おい、そこの娘。なぜ貴様から我が秘宝ディアスヴィクティナの気配がする？」

			『リアゴッド様！　ディアナはこんなツルペタ娘ではありませんわ！』

			「お願いだから胸のことは放っておいて！」

			　クスコといいコリンといい、よほどこの身体に恨みがあると見える。

			『私は認めない！』

			　困惑するディアナをよそに、クスコは決然として言い放った。

			『たとえ記憶と魂が同じでも、お前はライドッグ様なんかじゃない！　ライドッグ様はそんな暗い目をしないし、使い魔を畜生呼ばわりもしない！　お前はライドッグ様の記憶に振り回され、勘違いをした愚かな男。ただそれだけ』

			　クスコの批判はリアゴッドの痛いところをついたようであった。

			　あからさまに顔を顰(しか)め、リアゴッドは親の仇でも見るようにクスコを睨みつける。

			　彼は彼なりに、かつてライドッグであった頃に遠く及ばぬ今の自分を、歯がゆく思っていたのだ。

			「畜生に鴻(こう)鵠(こく)の大望はわからぬわ！　そんなことより、答えよ小娘！」

			「わ、私は――――」

			　お前はディアスヴィクティナかと問われれば、間違いなくそうであると答えることができる。

			　しかしライドッグの所有する絢爛たる七つの秘宝のひとつかと問われれば、なぜか素直に頷けない自分がいた。

			　こんな迷いを感じたことなどなかった。

			　そもそもディアナは人格を持つとはいえ秘宝であり、物として扱われることに疑問を感じたりなどしなかった。

			　使い魔と主ライドッグの寵を争ったことも、あくまでも愛用の物としてである。

			　自分はどうすればよいのだろう。

			　リアゴッドがライドッグの記憶と魂を受け継いだとするならば、自分は今なお、彼の持ち物なのだろうか？

			　いや、彼が強制的にクスコとの契約を破棄したということは、そういうことなのだ。

			　だがひとつ違うことは、あの時クスコには新たな主がいなかったが、ディアナには契約を交わした正当な主がいるということであった。

			「どうした？　答えよ！　貴様はディアスヴィクティナなのであろう？　どうやってその身体を手に入れたのかはわからんが、まずは見事な技(わざ)前(まえ)と褒めてやる」

			　この世界で記憶を取り戻してから、初めて感嘆すべきものに会った、とリアゴッドは思った。

			　人間と寸分も違わぬ見事な人造身体。驚くべきはその身体に絢爛たる七つの秘宝を内包することが可能だということだ。

			　ライドッグは自立行動する秘宝として、絢爛たる七つの秘宝を製作したが、今のディアナはそのライドッグの理想をさらに推し進めた進化型であるといえる。

			『ずるい……ずるいですよ、ディアナ！』

			　リアゴッドの頭の上に乗った宝冠コリンは、僚友が人間と同様の身体を手に入れたことに嫉妬を覚えたらしかった。

			　今までは秘宝として考えもしなかったことだが、現実に身体を手に入れ主人と触れ合えることを目の当たりにすれば、コリンがうらやましがるのも当然であろう。

			「さあ、我に従え！　我が秘宝の一、ディアスヴィクティナよ！」

			　絶対命令権を有する造物主の命令に、ディアナは従うしかない。それが秘宝である身に定められた運命であるはずだった。

			　しかし相反する感情に困惑したままディアナは動かない。いや、動けなかった。

			　それはディアナが秘宝であるならありえないことである。

			　いかに松田がディアナとの契約者といえど、造物主の命令はそれに優先する。

			　言ってみればそれは、電化製品の保守メンテナンスを請け負うメーカー側は、ユーザーの知らないコードを優先して使用できるようなものだ。

			　宝冠コリンがそうであったように、ライドッグの命令権がリアゴッドに引き継がれていれば、その命令をディアナが拒絶することは理論上ありえない。

			「――――貴様！　ディアスヴィクティナに何をした！」

			　リアゴッドが吠えるように松田へ叫んだ。

			　松田が自分のいない間にディアナに何か細工をした。それ以外にこの状況の原因は考えられない。

			「これが最後だ。ディアスヴィクティナよ。今すぐその汚らわしい偽りの主人を殺せ！」

			　もともとこの世のすべてを憎悪しているような冷たく暗い目をしたリアゴッドだが、そこに悶えるばかりの狂おしい怒りが加わった。

			　人に裏切られ、人に殺され、そして使い魔にまで裏切られた彼にとって、秘宝こそは最後に残された心のよりどころであった。

			　術式に支配された秘宝ですら自分を裏切るというのなら、いったい何を信じればよいというのか。

			　道具である秘宝だけは絶対に自分を裏切らない。この世のすべてを愚かで醜いと断じるリアゴッドにとって、そこだけは譲ることのできぬ一線であった。

			『記憶と魂を移植すれば同一人物なんて、秘宝といったい何が違うの？　両親に生んでもらった貴方の人生はどこにあるの？』

			「利いたような口を！」

			『私が絶対に認めない！　主様は貴方みたいな醜い男ではないわ！』

			　過去の記憶に囚われて、絶大な力を持ちながら世界を憎むことしかできない。

			　かつて輝いていた頃のライドッグは、決してそんな存在ではなかった。

			　虐げられてきた今生での記憶と、光り輝く前世の栄光とのギャップが、リアゴッドを狂気へと駆り立てているのだ。

			『死ぬ前の記憶に踊らされるなど愚かなこと……生まれるということはそれだけで素晴らしいことなのに』

			　クスコも一度は死んだ。死んで新たな生命として誕生した。記憶も力も引き継がれたが、ライドッグはすでに過去の人である。

			　その記憶を懐かしみ、美しいと思うことはあるだろう。だがそれに縛られて生きるのは、生に対する冒涜だ。

			　新しい人生、新しい目標、新しい絆、そのために生きてこそ、生まれてくる意味がある。

			　いわばリアゴッドの全否定に等しい言葉であった。

			「私は、愚かなる敵対者に復讐し、この世に等しく叡智によって統治される永遠の楽園を築いてみせる！　獣風情が利いたような口を叩くな！」

			　いったい何のために転生の秘術を施したのか。

			　自分の理想を理解しようともせず、ただ恐れるばかりの愚かな人間。

			　孤独の先に、ようやく見え始めた永遠という理想。

			　その夢を叶えるために自分は転生した。この世に生まれたひとりの青年の自我など知ったことではない。

			　生きていたところで何かを成しうるような男ならばいざしらず、ただの市井の落伍者になんの価値があろうか。

			　ほんの一片たりともリアゴッドは己の信念に疑問など感じることはなかった。

			　逆に衝撃をもってそれを受け止めたのは、リアゴッドとは関係のない松田の方である。

			　正しく、リアゴッドはありえたかもしれない、もう一人の松田であった。

			　世界に絶望し、人間を信じることができなくなった松田が、そのありあまる才で暴力を友としたならば、まさにもう一人のリアゴッドとなったであろう。

			　前世の立場が違うといえばそれまでだが、いったいリアゴッドと松田で何が違ったのか。

			　おそらく、この世界に共通して二人が抱いている感情は怖れである。

			　しかし解決手段が百八十度違う。リアゴッドは世界をまるごと変革しようとし、松田は厄介からは逃げるというのがスタンスであった。

			　――――この世界で新たな人生を生きると決めた時、我がままに生きると誓った。

			　我がままとは前世に引きずられた生き方ではないのか。

			　本当に自分はこの世界で新しい人生を生きていると言えるのか。

			　クスコの放った言葉は、そのまま松田の胸に突き刺さったのである。

			　時を同じくして、ディアナもまた答えの出ない葛藤に苛(さいな)まれていた。

			　松田を殺すなど、今のディアナには絶対にできないことだ。

			　千年の孤独からディアナを解放し、初めてディアナを対等の人格として扱ってくれた人である。

			　その甘露のごとき温かい触れ合いを知った今、また道具としての自分に戻るなど考えただけで胸が寒い。

			　造物主として無条件に、なんら迷いを挟むことなくライドッグに従っていた頃とは違いすぎる。

			　何より松田を殺すどころか、ディアナは松田に嫌われるようなことすら絶対にしたくなかった。

			　その感情にまだ名前はないけれど、かつてライドッグのもとにいた頃にはなかった感情だった。

			　そう、造物主には従わなければならないと考える一方で、ディアナは従いたくないと考えていた。

			　それは秘宝ではありえないはずの感情であった。

			「何を迷う必要がある？　お前は秘宝なのだぞ？」

			　定められた機械のように、主人の言葉を微塵の躊躇もなく実行する道具。

			　それが秘宝というものであり、逆に迷ったり間違ったりしていたらそれはもう秘宝ではない。

			　主人に逆らったり、誤作動する道具なら、そんな不良品は壊すか捨てるだけだ。

			『ディアナ、迷っていることが答えなのよ？　貴女はそもそもどうしたいの？』

			「…………お父様と一緒にいたい」

			　義務感を除いて素直になれば、ディアナの胸に満たされている感情はそれであった。

			「好きなだけここにいろ」

			　松田は我(われ)がままにディアナに答える。

			　ディアナはうれしそうに微笑むと、決然としてリアゴッドに言い返した。

			「私は――もう戻りません。私の居場所は、お父様の傍だから！」
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			第百六話　王女パーティーの増援

			　

			（これはやばい、な）

			　ありえたはずのもう一人の自分(まつだ)だからわかる。

			　最後の最後まで信じていた、本来裏切ることなどありえない秘宝という道具にまで裏切られたリアゴッドが、平静でいられるはずがない。

			　絶大な力を持ちながら、誰からも理解されなかった孤独。その孤独こそが秘宝に人格を付与した理由であったに違いないと松田は思う。

			　人ではなく秘宝にそれを求めたのは、裏切られることがないという安心感からであろう。

			　――――その最後の砦が破られた。

			「……そうか、お前も私を裏切るのか」

			「申し訳ありません、造物主様。私はもう道具であった頃には戻れません」

			「――ならば死ね！　主人に逆らう秘宝などいらぬ！　この世界には永遠の命を持った賢人だけが残ればよい」

			　ライドッグが死に際して最後に望んだ理想、今やリアゴッドとなった自分に残された唯一の希望にすがるようにしてリアゴッドは叫んだ。

			　人は愚かであまりに矮小すぎる。

			　しかし優れた人間が、永遠の命を手にすれば、そして愚かで限りある矮小な人間を粛清すれば、世界は住みよく美しいものになる。

			　永遠の命を手にすれば、人は無限に学習することができ、死によって優れた知識が断絶することもない。

			　何よりそうして進歩した人間たちが、いずれ自分(ライドツグ)と並ぶ賢さを手にするであろう。

			　そうなればライドッグは孤独から解放される。

			　ほとんど誇大妄想に近い荒唐無稽な話だが、困ったことにライドッグにはそれを実現してしまうだけのプランと実力があった。

			　そんなことが実現されてしまえば、無知なただの人間は絶滅するしかない。

			　全世界の国王や権力者がライドッグを暗殺しようとするのは当然の帰結であった。

			　――――そして手段は不明だが、ライドッグは志半ばで斃れた。

			　あと少し、永遠の生命の神秘を解明するまであと少しまで迫っていたというのに。

			「悪いな。いろいろと嫌いなものについては共感するが、俺は自分が嫌いであったものになる気はない」

			　まだ容易に人は信じられない。だが信じられないからといって、人を排除しようとは松田は考えていない。

			　そういう意味で、松田はまだ人を信じられないながらも、信じたいという気持ちを残しているのだろう。

			　だからこそリアゴッドとは相いれない。相いれない以上、両者の激突は必然であった。

			「我が秘宝をたぶらかした罪、万死に値する。塵一つ残さずこの世から消し去ってくれる！」

			『主様は殺させない！』

			「お父様は私が守ります！」

			「よくわからないけど、ご主人様の敵は私の敵です！　わふ」

			　会話の意味が難しすぎたのか、理解が追いついていないステラに思わず癒された。そういう時と場合ではないけれど。

			　

			『同じ絢爛たる七つの秘宝として貴女を軽蔑します。ディアナ』

			　宝冠コリンは、秘宝としてあるまじきディアナの変節に憤っていた。

			　秘宝は造物主によって創造され、その役に立つために存在する。

			　己を顧みる必要はない。何か見返りを求めることもない。奉仕することに喜びを見出す、ただただ主人のためにのみ存在するのが彼女たちだ。

			　もしコリンの本音を松田が聞いたら、「社畜か！」と叫んだだろう。

			　だがディアナは禁断の果実を知ってしまった。

			　それを本能的に察しているからこそ、コリンはディアナを許すことはできないのだった。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			「ほう……！」

			　松田が一瞬にして百体の騎士ゴーレムと百体の騎馬ゴーレム、五十体のグリフォンゴーレムを召喚したことに、リアゴッドは素直に感嘆した。

			　相手が誰であろうと技術は技術として評価すべきというのがリアゴッドの姿勢であった。

			　そのすべては、いずれ訪れる賢人たちの知識として引き継がれているべきものだからだ。

			「見事、と言おうか。まさかディアナを狂わせたのも、そのゴーレム術式の応用か？」

			「張り合いがないものだな。これだけの数を前にして」

			「脅威でもなんでもないものを前に、私が動揺するとでも思ったのか？」

			　いまだ全盛期には程遠いとはいえ、ライドッグであった頃には国を相手に余裕で勝利していたのである。

			　今さら数百体程度のゴーレムで驚くような神経は持ち合わせていない。

			　千余年前、ライドッグの手で滅亡させられた小国の数は四カ国に及ぶのだ。

			　だが、そのリアゴッドをもってしても、これほどのゴーレムを同時制御する魔法士を見るのは初めてのことであった。

			「実に面白い異能だ。このまま殺してしまうのが残念でならぬ」

			　せめてその秘密の一端なりとも解き明かしてから殺してやりたい。

			　しかし今の力では、そこまで松田を圧倒できるほどの戦力の差がないこともわかっていた。

			『気をつけてください主様、あの宝冠コリンの力は……』

			　クスコが言い終わるよりもリアゴッドの姿がかき消える方が早かった。

			「……さらばだ。絢爛たる七つの秘宝は私のものだよ」

			　宝冠コリンの能力は転移。魔力によって強固な防壁を構築しない限り、世界中のどこにでも瞬時に転移することができる。

			　転移と同時に魔法攻撃、この世界でもっとも素早く厄介なヒットアンドアウェイであった。

			　松田の背後に転移したリアゴッドの指から、花(か)崗(こう)岩(がん)をも瞬時に溶かす超高熱の熱線が放たれた。

			　転移されたことには気づいたものの、松田が背後を確認した時には、すでに熱線は放たれている。

			「――――させません！」

			　松田を死の淵からギリギリのところで守り抜いたのは……ディアナである。

			　彼女の対抗呪文(カウンタースペル)が、衝突の寸前でリアゴッドの熱線をかき消したのだ。

			　勝利を確信したところを、自分の道具であるディアナに邪魔されたリアゴッドは激しく怒り狂った。

			「どこまでもこの私の邪魔をするか！」

			「お父様に仇なすなら、たとえ造物主様でも私の敵です！」

			「許さん！　許さん！　そんなことは許さんぞおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　言葉ではなく実力で、はっきりとディアナがリアゴッドに敵対したことは彼にとって認めがたい現実であった。

			　結局は何らかの手段で松田に惑わされているだけ。松田さえ殺せばすぐにまた自分の従順な道具に戻ってくれると信じていただけに、その衝撃は大きかった。

			「この私に！　造物主に逆らうというのなら、お前がこの世に存在する価値などない！　塵芥のごとく消えうせよ！」

			　再度転移して今度はディアナに矛先を変える。

			『お見通しなのよ！　あんたの考えそうなことは！』

			　だが、それをあらかじめ読んでいたクスコが妖気結界を張り巡らせてその攻撃を阻んだ。

			「この獣め！」

			『誉め言葉と受け取っておくわ』

			「行くです！　わふ」

			　クスコに注意が向いた隙を狙ってステラが巨狼の牙を放つが、これはあっさりと転移で躱されてしまった。

			　転移が一瞬で、かつその移動場所が不規則であるため、事実上期待できるのはまぐれ当たりしかない。

			「まさか……そこの娘、人狼か」

			　以前同じ技を見たことがあるが、その男は人狼だった。

			　いずれ人狼の里を見つけなければならないと思っていたところに、向こうの方から手がかりが飛び込んできたことに、リアゴッドは口の端を釣りあげた。

			「――――よこせ」

			　なんという僥倖か。絢爛たる七つの秘宝と同時に人狼まで手に入るとは幸先がいい。

			「よこせと言われて渡す気はないな」

			「ふむ、どうせ殺して奪う予定だったか」

			「やってみろ！」

			　騎士ゴーレムたちを送還し、新たに巨大な盾ゴーレムを召喚する。

			　同時にバルーン状の丸いゴーレムを可能な限り召喚して、防御陣を形成した。

			「そんなものが……うわっ！」

			　再び転移して攻撃するという必勝パターンを実行しようとしたリアゴッドは突如爆発に巻き込まれ、慌てて転移して逃げた。

			「くそっ！　なんだこれは！」

			「迷宮には便利なもんがあるんだよ！」

			　松田が召喚したのは、百二十階層で出現した自爆型のエアバルーンである。

			　敵が近くに接近するのを感知して、自動で自爆してしまう理不尽兵器。ファンタジー世界の近接信管のようなものだ。

			　これによって松田は物理的な障壁を手に入れた。

			「……だからどうした？」

			　リアゴッドはすぐにエアバルーンの欠点に気づいた。

			　なんのことはない。バルーン自体はただ浮いているだけの存在である。

			　直接的な攻撃手段を持たないバルーンなど、射的の的と何も変わらない。

			　次々にバルーンは撃ち落とされ、それを補充するようにまたバルーンを召喚する。

			　損害比と残存魔力量を考えれば、松田のじり貧であった。

			　莫大な魔力量を誇る松田ではあるが、伝説の魔法士ライドッグの転生体であるリアゴッドの魔力量がそれに劣るとは考えにくい。

			　だからといってほぼ一秒ごとにランダムに転移するリアゴッドに対して、まぐれ以外の有効な攻撃手段が松田には思い浮かばなかった。

			「巨狼の――――」

			「避けられるだけじゃなくて、思いっきり狙われるだけだから止めて」

			　エアバルーンの結界は味方の行動も阻害しているうえ、逆に結界の外に出られると守る手段がない。

			　下手に特攻されて、返り討ちに遭う方が松田には恐ろしかった。

			「どうした？　威勢がいいのは最初だけか？」

			　禁呪で丸ごと消し去るのもいいが、それでは人狼の娘が消えてなくなってしまう。

			　不老不死の地平を解明するためには、人狼の協力が絶対に必要なのだ。

			　にもかかわらず、いつの間にか人狼たちは巧妙に姿を消しており、リアゴッドにも尻尾を掴ませずにいた。

			　それはもともとライドッグの不老不死の研究が誤って流出した結果(せい)なのだが、リアゴッドはそれを知らなかった。

			「…………運にはまったくもって自信がないが……わりと悪運には不自由してなくてね」

			「どういう意味だ？」

			　確かに戦いには運が左右する場合がある。

			　しかし運ごときで、このリアゴッドが戦いに敗れるとでも思っているのならとんだ侮辱だ。

			　お前たちなど、人狼の娘がいなければいつでも抹殺できる塵芥にすぎぬのだということを教えてやる。

			　リアゴッドの独想は、素っ頓狂な一人の女性の声に断絶を余儀なくされる。

			　

			「ようやく追いついたぞ、マツダ！　って、なんだこれはああああああああ！」

			　

			　王女マリアナとゆかいな仲間たちが追いついたのだ。

		

	
		
			　

			第百七話　決別

			　

			　これほど早くマリアナたちが追いついたのはわけがある。

			　といってもそれほど難しいことではない。

			　単純に松田が手段を問わず殲滅速度をあげたことで、マリアナたちが訪れた階層には、ほとんど魔物がいなかったのである。

			　戦闘する時間を大幅に軽減された結果、彼女たちは松田以上の速度で迷宮を踏(とう)破(は)することができた。

			　昨日までにあったアドバンテージは、ディアナが禁呪をぶっ放したことによる充電時間も合わせ、ほとんどないも同然にまで縮まっていた。

			　間抜けと言えば間抜けな話である。

			　とはいえ、魔物は一日もすれば自然回復するので、彼女たちが血のにじむような苦行の果てに、その距離まで迫っていたことが最大の勝因である。

			　もっとも、こうしてリアゴッドを目の当たりにすることになった彼女たちにとって、それが幸運かどうかは別の問題であった。

			　

			「マツダ、この男は？」

			　比較的冷静であったシェリーの問いに、松田は肩をすくめて答えた。

			「一連の迷宮騒ぎの元凶で、古の魔法士、ライドッグの転生体だとさ」

			「また厄介なネタを…………」

			　できれば聞かなかったことにして逃げ出したいほどの厄ネタであった。

			「塵芥どもが増えたところでどうした？　これが貴様の悪運とでもいうつもりか？」

			　リアゴッドは鼻で哂う。

			　マリアナやノーラが優秀な戦士なのは間違いないが、転移を続けるリアゴッドとの相性が悪すぎる。

			　剣や槍が届くところまで迫った時には、すでにリアゴッドの姿はないからだ。

			（――――逃げるか？）

			　真っ先にその選択を考えたのはノーラであった。

			　もともと彼女はリアゴッドと戦わなければならない必然性がない。

			　勝てないと判断すれば、逃げるというのは当然の選択肢である。

			　だが、あの転移を駆使するリアゴッドの前で、背中を見せて逃げるというのはあまりにリスクが高すぎた。

			　それにこのまま松田たちが敗北すれば、最下層の秘宝はあのリアゴッドに奪われるだろう。

			　これまで必死でフェイドルの迷宮を攻略してきた努力が水の泡だ。

			「せっかく追いついたのに、邪魔をするとは無粋であろう？」

			「姫様！　姫様！　そういう時は、演技でいいから男を頼る女を演じろとあれほど……！」

			「恋愛はありのままの自分を好きになってもらうことが大事であろう？」

			「こじらせすぎいいいい！」

			「いい加減、茶番は止せ」

			　見事なまでの緊張感を失う光景にさすがのリアゴッドも脱力せずにはいられなかった。

			「この私の野望の障害は一人として容赦せぬ。死ぬがよい」

			　ライドッグであった頃ならともかく、今のリアゴッドの実力では世界を敵に回すには足りない。

			　目撃者を生かして帰すことなど毛頭ありえなかった。

			「ふん！　この私が貴様のようなおかしな魔法士ごときに……ごふっ！」

			「ひ、姫様ああああああ！」

			　背後に転移したリアゴッドから、無防備の後頭部に魔法攻撃を受けて頭を抱えてマリアナは悶絶する。

			「い、痛い…………」

			「どうして生きてるのだ、貴様！」

			「ドワーフ王族専用の秘宝を甘く見てもらっては困る！」

			　無駄に高い、というより値段をつけられないような伝説級の秘宝。

			　そのせいで防御を軽視する特攻娘になってしまったが、マリアナ最大の強みはまさにその装備にある。

			　転移の一瞬で放たれる単純詠唱では、マリアナの装備の防御力を突破できない。

			　だからといって長い詠唱を唱えるとなると、ノーラやステラたちの攻撃が間に合ってしまう。

			　リアゴッドが逡(しゆん)巡(じゆん)している間に、ノーラは恐るべきことを口にした。

			「みんなマリアナの傍にくっつけ！　奴が転移してきたらマリアナを盾にしろ！」

			「ふざけんなああああああ！」

			「現状、奴の攻撃を受けて平気なのはお前だけだ。嫌なら奴を倒す手段を考えるんだな！」

			「いやああああああ！　へぶっ！　あぐっ！　死ぬ！　死ぬ！」

			　カチン、ときたリアゴッドの八つ当たり的な攻撃をまともに受け、マリアナは哀れにも蜂の巣と化した。

			　それでも軽傷で済んでいるあたりはさすが国宝、恐るべし。

			（やれやれ……どうしたものかな）

			　このままではいずれは負けることをノーラは正確に理解していた。

			　マリアナを除けば、かろうじて無事で済んでいるのは、松田が召喚したエアバルーンがキルゾーンを限定しているからだ。

			　バルーンが尽きた時がこちらの命運が尽きる時で、それはそう遠くない。

			（いやいや、そもそもこの現状がありえん）

			　見渡す限りのバルーンの群れは、概算で五百体を超えているだろう。

			　この数のゴーレムを制御し、落とされたバルーンを補充し、その密度を維持し続けている松田は正しく化け物であった。

			　普通ならまず制御できないし、そもそも召喚することもできない。まして維持していくなどもってのほか。

			　たとえ伝説級の国宝をもってしても同じことをするのは不可能であろう。

			　そんな負担が長続きすると思う方がどうかしていた。

			「面白くもない戦いだ。逃れられない死を先延ばしにして何になる？」

			「人はそう諦めがよくはできてないのさ」

			「…………そうだな。だからこそ人というのは度し難いのだ」

			　自分たちが愚かであることを認められない。たとえ優秀であることがわかっていても異端なものは排斥する。

			　ライドッグの魔法技術が理解することも模倣することもできないとわかると、すぐさま抹殺にかかってきたのがかつての人間たちだった。

			「ゆえにこそ、貴様たちはここで死んでいけ」

			　甘く見て生かしておいては万が一ということもある。特に松田のゴーレム技術は危険だ。

			　リアゴッドの殺意にまったく迷いがないことを見て取ったノーラは、ひとつの結論に達していた。

			「おい、マツダ」

			「ノーラさんだっけ？　何か策でも？」

			　実は割と追い詰められていた松田は、すがる思いでノーラに問い返した。

			　ノーラは策があるなどとは言っていないのだが、そこは溺れるものの埒もないところであろう。

			「一か八かの賭けになる。私にとっても切り札中の切り札だ。私に借りを作る気はあるか？」

			「内容にもよりますが」

			「そう無理を言うつもりはないよ。とある迷宮の攻略を手伝ってほしいだけさ」

			「私には絶対に譲れないある種の秘宝があります。その秘宝に関することを除外させてもらえれば」

			「決まり、だな」

			　ノーラが強力な秘宝を欲したのは、彼女がどうしても攻略しなければならない迷宮を踏破するためであった。

			　しかしたとえ秘宝が手に入らなくても、松田の協力が得られれば問題の大半は解決する。

			　それ以外にも、友誼を結んでおきたいジュルリな理由もあるが、まずは目先の問題だ。

			「――――機会は一度。運がよければ奴の転移を妨害できる。その瞬間を逃すな」

			「ならば私が――――」

			　決意も露わに身を乗り出したディアナを押しとどめて、ノーラは首を振った。

			「ただし、魔法による攻撃は効果がないと思ってくれ」

			「なんでっ？」

			「――――切り札だと言ったろう？」

			　ノーラが魔法士殺しの異名をとる最大にして最後の切り札。本来なら見せた人間を生かしてはおけないほどの切り札である。

			　――――スキル完全魔法無効。

			　わずか二秒、その短い時間だけ、ノーラとその周囲二メートルの空間はいかなる魔法をも無効化される。

			　例外はカウンタースキルで、スキルが無効化されるか封印されてしまう場合だけ。

			　一流の剣士であるノーラが魔法士に無敗を誇るゆえんであった。

			「私の出番です！　わふ！」

			　人間を超越した身体能力と、魔法ではないスキルによる白兵戦闘。逆にいえばステラはノーラの天敵に等しい。

			「もちろん、私も奴を逃がす心算はないが、私の勘がずっと警鐘を鳴らしているのでな」

			　あの男、リアゴッドはやばい。

			　できればほら話と笑い飛ばしたいところだが、ライドッグの転生体というのもおそらく事実だろう。

			　あの手の男は、常に何か奥の手を隠し持っているものだ。

			「あぶっ！　あぶぶぶ！」

			　生贄にされたマリアナがそろそろ限界になりそうなので、急いだ方がよさそうである。

			（しまった……白兵戦力一人無駄にした……）

			　一方で、蚊帳の外に置かれていたのはシェリーであった。

			　化け物同士の決戦においては、もはや戦力たりえない。

			　誰よりシェリー自身がそれを感じ取っていた。

			（追いつけない……私の力では）

			　金級探索者として新たな高みに登ったつもりでいた。

			　いつかは宝石級、そして松田と肩を並べることも可能ではないか、と。

			　しかし現実はそのシェリーの希望を無惨にへし折るものであった。

			　シェリーの身体能力では、リアゴッドに近づくどころか回避すら間に合わない。

			　おかげでマリアナは秘宝装備の全能力を解放して肉の盾状態である。

			　結局は足手まといにしかならなかった。

			　それが、シェリーが死に物狂いで努力した結果の哀しい現実。

			　もはや松田の立つ地平に自分では辿りつけない。

			　金級に昇進したシェリーだからこそ気づくことのできた実力の差であった。

			　才能は万人に平等ではない。

			　最初からわかっていたことだ。でも、自分に限界はないと信じたかった。

			　彼に置いていかれる未来を認めたくなかった。

			　この生死を分ける究極の境において、シェリーはついに現実を受け入れた。受け入れるしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃ、こっちも細工させてもらうかね」

			　作戦は決まった。

			　あとはノーラが仕掛けるタイミングと場所に、可能な限りリアゴッドを誘導してやればよい。

			「ぬおっ！」

			　リアゴッドの上下左右でエアバルーンが爆発し始め、たまらずリアゴッドは転移で逃れる。

			　だが転移した瞬間に再びバルーンが爆発するので、次第にリアゴッドはひとつの領域に追い込まれていく。

			　絢爛たる七つの秘宝に守られ、敵を蹂躙することに慣れすぎていたライドッグの記憶には、こうして逃げ道を誘導されるという経験がなかった。

			　目を閉じて間合いを測るノーラの正面およそ二十メートルに、リアゴッドが転移した瞬間である。

			「――――天翔る竜歩(ドラゴンウオーク)」

			　零コンマ数秒の間に、間合いを詰める剣士のスキルが発動した。

			　たちまち接近したノーラは、リアゴッドが転移を発動する前に、完全魔法無効の効果圏内に接近することに成功する。

			　――――私は賭けに勝った。

			　ノーラは勝利を確信して、肉食獣のような笑みを張りつかせた。

			「完全魔法無効(キヤンセル)」

			「なっ！　転移を封じられた、だと？」

			　使えるはずの魔法が使えない。それを自覚したあとで一流の剣士に対応できる魔法士などいるはずがなかった。

			　だからこそノーラは対魔法士戦闘において絶大な自信を持っていたのだが――――

			「スキル、蛇神の幸運(ナーガズラツク)」

			　一切のダメージを零にする一度きりのダメージ無効化スキルに、ノーラ決死の一撃はあえなく雲散霧消した。

			「くっ！　やはり持ってたかい」

			　一流の魔法士は、大抵白兵戦に巻き込まれた時の切り札としてダメージ軽減スキルを所有している。

			　土魔法関連に特化した松田の方が異常なのだ。

			　とはいえ、軽減ならともかく完全に無効化されるとは、やはりリアゴッドもまた規格外の存在であった。

			「私もいるです！　わふ」

			「残念だったな。スキル、ダメージ吸収」

			「てめっ！　それ反則だろ！」

			　念を入れてステラの打撃をかぶせていたにもかかわらず、それを完全に無効化されてノーラは慌てた。

			　いくらなんでも完全無効化スキルを二つも所有しているなんて想定外だ。

			　せいぜい持っていてもダメージ半減程度で、ステラなら余裕でオーバーキルだと思っていたのに当てが外れた。

			　もうノーラにもステラにも切り札は残されていない。

			「――――二秒経ちました」

			「ぐがっ！」

			　ノーラが魔法を完全に無効化できるのはきっかり二秒。

			　その二秒が経過する瞬間を狙って、貫通性の高い光の槍を放っていたのはディアナであった。

			　ノーラのスキルの効果が二秒というのを知らなかったとはいえ、ノーラとステラの攻撃を凌ぎきったリアゴッドにはわずかな油断があった。

			　その隙をディアナは見逃さなかった。

			　今度こそ本当に、ディアナがライドッグの秘宝であることと決別した瞬間であった。

			「…………この、恩知らずめが……」

			『造物主様！　ディアナ！　この借りは返しますよ！』

			　リアゴッドより早くコリンが決断したらしく、リアゴッドの姿はすぐに虚空へと消えた。

			　こうした自律性こそが、人格型秘宝の真骨頂と言えるだろう。

			　相当距離の長い転移なのか、しばらく警戒にあたっていても、再びリアゴッドが姿を現すことはなかった。

			（……手加減してしまった）

			　最後の最後で、ディアナはリアゴッドの心臓を狙った光の槍をわずかに右へとずらしてしまった。

			　敵とすることを決意したとはいえ、やはり彼はかつての主なのである。

			『よくやったわ、ディアナ！　それにしてもよく契約に縛られなかったわね。私は契約を破棄されただけであの有様だったのに』

			「そういえば……強制力をまったく感じなかったわ」

			「あっ」

			　間抜けな声を松田があげたのはその時だった。

			　

			　松田毅(たけし)　性別男　年齢十八歳　レベル７

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター・表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝(アーテイフアクト)を使用可能）　並列思考レベル７（七百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター・裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）

			錬金術レベル４（使い魔創造　触媒によって使い魔を創造することができる。使い魔の強さは触媒と魔力に依存する）　錬金術レベル５（使い魔掌握　触媒とした使い魔の記憶と人格を保存する）

			秘宝支配レベル２（絆のできた秘宝に対する最上位優先権、他人の干渉の排除）　←ＮＥＷ！

			隠しスキル　秘宝成長（秘宝の潜在的な特性を成長させる。ただしこの能力は本人の無意識によって発動し、制御できない）　←ＮＥＷ！

			　

			「よかった！　レベルアップしてて本当によかった！」

			　下手をすればリアゴッドにディアナの支配権を奪われていてもおかしくなかった。

			「絆…………ですか」

			　ディアナもまた、松田との間に絆を結んだことを知らされ、まんざらでもなさそうに頬を染めて喜んでいた。

		

	
		
			　

			第百八話　不可視の盾フォウ

			　

			　ガーディアンを倒し、封印の解放権を得た松田が、巨大な石造りの門に手をかざすと、青い幾何学模様の魔法術式が起動する。

			「ここでまた転移してこられたら目も当てられないな」

			「外部からの侵入を弾く結界を作動させています。コリンの転移は結界の中にまでは作用できません」

			「ま、それができたら最初から封印の間に転移してるよな」

			　それだけが朗報だ。

			　そのかわりほとんど距離も無制限とか、反則もいいところである。リアゴッドに転移を使ってゲリラ戦をやられたら、どんな国家も対応しきれず負けるだろう。

			　事実コパーゲン王国の騎士団は、その手で完膚なきまでに叩きのめされたのだ。

			「サイシュウトウハヲカクニン。フウインヲカイジョスル」

			　とうとうここまでやってきた。

			　ハーレプストに教えられ、地雷女に異次元へ飛ばされそうになり、過去から蘇った英雄に殺されかけたが、なんとか目的を果たすことができた。

			　考えてみれば薄氷を踏むような道のりであった。

			　特にリアゴッドとの戦いは、ほとんど単なる運だ。

			　ノーラとマリアナの到着があとほんの少し遅ければ、ノーラが完全魔法無効のスキルを持っていなければ、松田のレベルアップが遅ければ、全員の命があそこで終わっていたのである。

			　――強くならなければならない。

			　以前よりもその認識を松田は強いものにした。

			　ゆっくりと封印の扉が開いていく。

			「…………すごい」

			　ノーラは扉の先の宝物に思わず目を見張った。

			　大小様々な秘宝の数々は、そのすべてが宝石級以上、なかには伝説級に手が届くものもある。

			『そこにいたのね』

			『あら、懐かしい顔ね。まだ生きていたの、クスコ？』

			　宝物庫のもっとも奥まった場所に、小さな何の変哲もないラウンドシールドが置かれていた。

		

	
		
			[image: 245.jpg]
		

	
		
			「久しぶりね、フォウ」

			『私にツルペタ幼女の知り合いはいないはずだけど？』

			「あんたもコリンも言ってくれるわね！」

			　どうして人間の姿をしているのか、とかいくらでもいいようはあるだろう。

			　なぜそこまでみんな幼女に反応するのか。

			『信じられないかもしれないけど、その子はディアナよ』

			『ディアナお姉さま？　ああ、そんなチンチクリンな姿になってしまって……』

			「喧嘩売ってんのかあああああああ！」

			　ディアナと無機物であるはずのラウンドシールドが語り合う光景を見たノーラとマリアナは目を丸くして固まった。

			　それは彼女たちの知る限り、この世界に封印されたとある秘宝でしかありえなかったからだ。

			「まさか……絢爛たる七つの秘宝……」

			「この目で見ることができようとは……」

			　なるほど、ドワーフ評議会の連中が松田を放っておけなかった理由はこれか。

			「ノーラさんも好きな秘宝をひとつ選んでもらって構いませんよ？」

			「ほ、本当かい？　そりゃありがたいけどねえ」

			「……あのスキル、私用の切り札だったでしょう？」

			「なんのことかわからないね」

			　飄々としていながら恐ろしい男だ。

			　ノーラは松田に対する印象を再度改めた。

			　その実力に関しても、呆れるほど規格外であったが、あの戦いの中でノーラが対魔法士戦闘のスペシャリストであることの意味を正確に洞察していた、というのは普通ありえることではない。

			「ま、くれるというならありがたくもらっておくさ」

			　もうすでにノーラに松田と敵対する意思はなかった。

			　むしろノーラが攻略したいと願うある迷宮において、松田の助力が絶対に必要なのだから。

			　それにこれほど将来性のある男を、一時の利益のために失ってしまうのは惜しすぎる。

			　ノーラが頼りがいがあると思える男は貴重なのだ。

			『…………貴方が新しい契約者様ですか？』

			「松(まつ)田(だ)毅(たけし)という。これからよろしく頼む」

			『契約するのは構いませんが、私にもお姉さまのように愛らしい身体を用意してください』

			「貴女ツルペタとか言ってたじゃないの！」

			『お姉さまより年上の身体は断固拒否いたします！』

			　信じられないことだが、秘宝の間でもしかしたらディアナは頼れる姉であったのかもしれない。

			「私だって、好きでこんな身体になったんじゃないわあああああああああ！」

			　本当だろうか？

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田が迷宮の攻略に成功したという報告は、迷宮管理所から直ちに王宮へと届けられた。

			　だがその情報は正確に国王へとは伝わらなかった。

			　宮廷には長年スペンサー伯が培ってきた独自の人脈があり、軍部と利益を共有する貴族たちも多い。

			　ましてスペンサー家はスキャパフロー王国譜代の名門であり、その協力者に不自由はしなかった。

			「…………危ういところであったのう」

			「伝説級の秘宝も複数発見されたと聞くぞ」

			「ノーラめ。裏切りおって……」

			　スペンサー伯と五槌マニッシュとゲノックは口々に勝手なことを吐き散らす。

			　ドワーフ王以来の迷宮攻略、それを他国のエルフが成し遂げたということは、彼らにとって悪夢に等しいできごとであり、到底認められることではなかった。

			　しかも王女マリアナもその攻略に協力し、負傷したという報告もある。

			　ともに力を合わせて迷宮を攻略した二人が結ばれるというのは、王宮としても宣伝のしがいのある対象だろう。

			　そうしてなし崩しに松田を王国に取り込んでしまう未来が三人には見える。

			　公平に見てスキャパフロー王国の国益には適うはずの良縁なのだが、伝統を庇護する立場の三人が受け入れられるものではなかった。

			「それにしても危なかった。もう少しでハーレプストが間に合わぬところであったわい」

			　ハーレプストがマニッシュから手紙をもらい、スキャパフロー王国に到着したのは今日である。

			　それほど松田の攻略が予想外に速かったのだ。

			「死んでくれていれば面倒もなかったものを」

			「いやいや、生きていたからこそ手に入る貴重な秘宝もあるというものだぞ」

			　ノーラに松田の暗殺を依頼したゲノックとしては、迷宮で死んでもらった方が面倒がなかったと考えている。

			　確かに迷宮の秘宝は貴重だが、ドワーフ鍛冶たるもの、迷宮より自分の秘宝がどれだけの性能が出せるかが大事であった。

			　そうした意味では研究畑のマニッシュと現場主義のゲノックではスタイルが違うと言える。

			「王女は隔離できたのでしょうね？」

			　さすがにマリアナ王女の前で松田を罠に嵌めるのは問題があった。

			「問題ない。騎士団の生贄担当が勝負を挑んでいるはずだ」

			　あの王女は挑戦されれば決して逃げない性格だからな。

			「――――と、いうわけだ。君の役目はわかっているね？　ハーレプスト」

			「何をわかれというのですかな？　鍛冶師弟の伝統制度に対する裏切りですか？」

			「伝統を守るためには、非常手段も必要ということだよ。なに、この件が終われば君の人形は返還しよう」

			　不機嫌そうにハーレプストはマニッシュを睨みつける。

			　人のいない間に工房から最高傑作の人形を盗み出しておいて、何が伝統を守るだ。この盗人め！

			「――――マツダ様が参りました」

			　執事の男が恭しく頭を下げて入室したのはその時であった。

			　

			　マニッシュが考えた策は、概ねこうである。

			　ドワーフの真弟子は、師匠から恩試を与えられ、それを達成することで一人前と認められる。

			　逆にいえば恩試の達成を認めるかどうかの権限が師匠にあり、また再度恩試を課すことも可能であった。

			　つまりフェイドルの迷宮攻略を達成と認めず、その成果である秘宝を取り上げる。

			　そのうえで新たな恩試を与え国外に松田を追いだすというものだ。

			　断れば破門の格好の材料となる。

			　破門された弟子がスキャパフロー王国の鍛冶師となることはできない。

			　実質的に松田が一人前の鍛冶師としてドルロイの後継者となることもできなくなる。

			　当然五槌に就任するなどもってのほか。

			　破門されるような弟子であれば、その指導矯正として五槌であるマニッシュやゲノックが松田に制裁を加えてもおかしくない。

			　松田がドルロイだけでなくハーレプストの弟子でもあるからこそ成り立つ策であった。

			　

			「ハーレプスト師匠、いただきました恩試、無事終了いたしました」

			「エルフ風情が、挨拶する人間をまちがっておらぬか？」

			「国王陛下にお目通りする前に、貴方に挨拶するのはおかしいでしょう？　スペンサー伯殿」

			　国王への攻略報告を行うはずが、王の間ではなく軍務卿の私室へと連れてこられた理由を、松田は朧気に洞察していた。

			　そこにハーレプストがいたことで、それは確信へと変わった。

			　自分たちの策をあっさりと揶揄されて、スペンサー伯は憤然としてハーレプストに怒鳴った。

			「おい、ハーレプスト！　さっさとこの小僧に引導を渡してやれ！」

			「…………厄介事に巻き込んで、すいません」

			「気にしないでくれ。本来師匠が弟子の障害になることなどあってはならないのだが……」

			「師匠がこんなことを望んでしていないことはわかっています。まったく、自分の利益しか考えられない身の程知らずは、どの世界にいってもなくなりませんね」

			　松田が自分たちをあてこすっているのはすぐにわかった。

			　この手の悪党たちは、自分たちの自尊心だけは大きいのが常であった。

			「ハーレプスト！　お前の人形がどうなってもいいのか！」

			　マニッシュが人間大の箱を開けると、そこにはラクシュミーと寸分たがわぬ見事な人形の姿が露わとなる。

			「――――師匠……」

			「やめろ！　憐れむような目で僕を見るな！」

			　生温かい目で見るな、という方が無理であろう。

			　まるで血が通っているような鮮やかな肌。そして愛おしそうに笑いかける人形の表情は、何よりも雄弁にハーレプストの愛情が誰に向けられているのかと語っていた。

			　正しく世界最高峰の人形師、ハーレプスト・ワイトの面目躍如の出色の出来であった。

			　とはいえ、携帯電話の待ち受けに片思いの女性を使っているのを覗き見られたような恥ずかしさは隠せない。

			　告白よりも恥ずかしいものを見た気がして、松田は居心地悪そうに目を逸らした。

			「さあ！　マツダに秘宝を置いて新たな恩試へ向かうように言え！」

			「――――断る」

			「な、な、な、いいのか？　この人形は二度と生み出せるかわからぬ最高傑作だと聞いているぞ！」

			　ドワーフの鍛冶師にとって、最高傑作とは、時として命よりも大切なものだ。

			　だからこそマニッシュはこの人形を強奪してきたのだから。

			「その人形がどうして最高傑作なのか、理由を理解しないから君はドルロイを超えられないんだよ、マニッシュ」

			「な、なんだとおおおお！」

			　マニッシュは嚇怒した。策士を気どってはいるが、この男は実はゲノック以上にドルロイへの対抗意識が強いことをハーレプストはわかっていた。

			「惚(のろ)気(け)ですか？　師匠」

			「マツダ君、男には言葉にしない優しさというのもあるのだよ？」

			　それでもどこかすっきりとした顔で、ハーレプストはこめかみを指で掻く。

			「僕が永遠にこだわるのは、それを失うことが恐ろしいほど愛しているということの裏返しだ。わかってはいたが、認めるのに時間がかかった」

			「ということは戻ったらプロポーズ？」

			「あちらの養子に入ることになるだろう。もうこの国に戻ることもあるまい」

			　ラクシュミーとの生活のために故国を捨てる覚悟を、ハーレプストは固めていた。

			　いかに五槌や軍務卿が画策しようと、他国の名家を実力で排除することは難しい。

			　ドワーフとしての名誉は捨てることになるが、そんなものが惜しいとはハーレプストは思わなかった。

			「マツダ君、君の闇は僕よりも深い。それでも心の裏側と向き合うことを諦めてはいけないよ？」

			「ありがとうございます。お言葉忘れません」

			　正直なところ、ハーレプストの顔を見た瞬間、半ば以上脅されて仕方がないとはいえ、ハーレプストは自分を裏切ると考えていた。

			　そんな自分が、今は恥ずかしい。

			　もっともこれが人形ではなくラクシュミー本人であれば、ハーレプストの行動は変わっていただろう。

			　それでも今日、ハーレプストが裏切らなかったことがうれしかった。

			　何より今の松田には、深刻な悩みがある。懊悩といっていい。

			　リアゴッドと同じように記憶をもって転生した人間は、前世と同一人物か否か。

			　新しい人生を我がままに生きると決意した松田は、はたして前世と決別し新たな人生を生きていると言えるのかという悩みである。

			　その回答のヒントが、ハーレプストの決断にあるような気がした。

			「ふざけるな！　脅すだけと我らを侮るか！」

			　スペンサー伯の号令一下、軍の精鋭が松田たちを取り囲む。

			　咄嗟にディアナとステラが臨戦態勢を取るが、松田は落ち着いて手で二人を制した。

			「――――頼むよ、フォウ」

			『契約者の望みのままに』

			　想定していた恐怖の反応を示さぬ松田とハーレプストに、マニッシュの忍耐は限界を迎えた。

			「初めに貴様の人形から壊してくれる！」

			「さあ、それはどうでしょう？」

			「んなっ？」

			　ラクシュミーの人形に振り下ろされた槌は、見えない壁に阻まれて弾かれた。

			　驚いて今度は大きく振りかぶるが――――

			「いだあああっ！」

			　振り下ろそうとした瞬間、肘が見えない壁に思い切りぶつかってマニッシュは悶絶する。

			「おい、どうした――――ふぐおっ！」

			　訝し気にマニッシュに駆け寄ろうとしたゲノックも、脛を見えない壁にぶつけて仰向けにひっくりかえる。

			　弁慶の泣き所は鍛えても肉がつかないので、無防備にぶつけるとプロレスラーでも立っているのは難しい。

			　集まった軍の精鋭も同様であった。

			　ある者は顔を、ある者は膝を、動こうとした瞬間に何らかの障害にぶつかり身動きが取れずにいる。

			　不可視の盾の本当に恐ろしいところは、単に防御力があるだけでなく、相手を阻害する攻撃手段として使えてしまうところであった。

			「な、なんとかしろ！　マルビナス将軍！」

			「さすがにこの状況では……まず剣を抜かせてもらえないですし」

			　剣の柄を覆うようにして不可視の盾が展開しているので、剣を抜かせてももらえない。

			　力技でなんとかすることもできるが、そうなるとあの二人の娘も黙っていないだろう。

			　何よりゴーレムを主力とする松田が、ゴーレムを一体も召喚していないのだ。

			　下手な抵抗は犠牲を増やすだけであった。

			　あるいは、そこまで計算して松田は不可視の盾による示(じ)威(い)を選択したのかもしれないが。

			　単体戦力で松田に唯一匹敵する将軍が戦わせてももらえないのでは、勝負ありである。

			　もはやスキャパフロー王国が総力を挙げても、松田率いるゴーレムの軍団と絢爛たる七つの秘宝の前には勝利はおぼつかない。

			　圧倒的な個としての力の差を、スペンサー伯もマニッシュもゲノックも認めぬわけにはいかなかった。

			　彼らも自らの破滅と引き換えにしてまで、松田を亡き者にしたいわけではないのだ。

			　というかそれ以前に、歩くことも手を伸ばすことすらままならない。

			　その気になれば松田はいつでも自分たちを殺すことができる。

			　彼らが強気なのはあくまでも力の弱い者に対してであって、生殺与奪を手にした相手に逆らうなど思いもよらぬことであった。

			　そんな無様な彼らを横目に嗤うと、ハーレプストは松田の肩に手を置いて重々しく宣言した。

			　

			「――――ここに我が弟子タケシ・マツダの恩試の達成を認める。汝(なんじ)さらに精進を怠ることなかれ」

			「必ずや師の名を辱めぬ鍛冶師となることをお誓いいたします」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もういいのかい？」

			　王宮の外では、ノーラが旅の準備を終えて待っていた。

			「ええ、これ以上は厄介なことになると思いますし」

			　国王と改めて面会すれば、あらゆる手段で引き留められるのは確実である。

			　いまや実力でそれを突破する力を手に入れたとはいえ、わざわざ国家と衝突する必要はない。

			「マリアナから出国許可証を預かってるよ。追手がかからないうちに出るに限るね」

			「そういうことなら急ぎましょうか」

			　大人しくマリアナが協力してくれたらしいことに、松田は少し驚いた。

			　あの傍若無人な王女が無理難題を言い出す可能性は大きいと思っていたからだ。

			　松田があずかり知らぬことではあるが、本気であればあるほど傍若無人には振舞えないということがある。

			　一方で、マリアナはスキャパフロー王国王女という地位を捨ててまで、松田についていく決意を持てなかった。

			　だからといって権力で松田を無理やり縛りつけようとしないのは、それなりに嫌われたくないと彼女が考えた結果であろう。

			　シェリーは何も言わずに、ただの探索者へ戻った。

			　彼女の実力では、松田の足手まといになる。あれほど努力したつもりでも、松田との差は縮まるどころか開いていた。

			　残酷な才能の差が、人間関係を変えてしまうのはよくあることだ。

			　ノーラにもかつては同じ村から共に戦ってきた仲間がいた。

			　探索者を続ける以上、力の開いた者同士が同じパーティーにいることはできない。

			　しかしそれと恋を諦めるのは別の問題だとノーラは思う。

			　家柄や地位が、あるいは才能や実力が恋人として釣り合わないという考えは逃げだ。

			　惚れたなら戦え。手段を選ばずに戦うならば、抜け道のひとつやふたつはあるものだ。

			　もっとも、そんなアドバイスを恋敵に送るほどノーラは人格者ではない。

			　むしろ恋敵の脱落は望むところであった。

			　どの世界であっても、婚活は情け無用の生存競争なのだから。

			　

			「目的地はどこになるのかな？」

			「私の故郷――湖に沈んだ古代の遺跡、パズルだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、松田の持つ秘宝が絢爛たる七つの秘宝と判明したり、五百体以上のゴーレムを操るゴーレムマスターであることがわかったり、その松田を国外に流出させたとして軍務卿が失脚したりといろいろあったが、それはまた別の話である。

		

	
		
			　

			閑話　松田の婚活異聞

			　

			「松田さん、街コンに参加してください」

			「いやです」

			「お仕事、欲しいでしょう？」

			　もう五年近い付き合いになる広告代理店の岩井は、松田を見てにっこりと微笑んだ。

			「でも、仕事で参加しろってわけじゃないでしょう？」

			　これまでも何かと仕事を回してもらった恩がないわけではない。

			　社畜としては、あまりそっけなくは扱えない男だ。

			「それはまあ、そうなんですがね……」

			　そう言って、岩井はきまり悪そうに頭を掻く。

			「頭数も必要なんですが、その、一般常識枠として、いてもらうだけでいいんです」

			「一般常識枠？」

			　少々想定していなかった言葉が返ってきたので、松田は少なからず興味を持った。

			「この企画はもう五回目で評価も高いんだけど、毎回一定数の地雷がいまして」

			「年収が一千万円なきゃいやだとか？」

			「最近少なくなりましたが、やっぱり一定数はいます。でも、それだけだったら地雷とまでは言いません」

			「いることはいるのね」

			「あまりにひどい時は、大きめの鏡の前に連れて行って、自分の姿をじいいいっと見させて、望む年収をもう一度言いなさいと聞くと、たいてい大人しくなります」

			「あんたも笑顔でひどいことするな！」

			　ドン引きである。

			　婚活に夢を託してきた女性に、それはあまりに無情だ。

			「婚活は夢の舞台じゃありません！　弱肉強食の戦場で、現実とどこまで妥協するかの駆け引きの場なんです！」

			「俺の婚活に対する夢を返せよ！」

			　知りとうなかったそんな現実！

			「ですが本当に問題なのは、こちらの想定の斜め上を行きます。そのフォローをお願いしたいのです」

			「無茶ぶりかなって」

			「お願い！　『うん』と言ってくれないと、私にその責任が回ってきちゃうの!!」

			　こんなに必死な岩井を見るのは初めてかもしれない。恐るべし婚活！

			「参考までにどんな地雷がいるんだ？」

			「まず、初対面でいきなり経験人数を聞く男かな。こじらせてるにもほどがあるだろっ！」

			「お、おう…………」

			「あと、理想のタイプを聞かれて、いつも傍にいてくれて、一緒に泣いたり笑ったり思いでを共にした（実在しない）幼なじみとか答える奴。婚活来るなよ！　どこを探したらお前の望む幼なじみがいると思うんだよ！」

			「現実にいるのか？　そんな奴……」

			「いるんです（本当にいるのだ）」

			「うまいことカップルが成立して、盛り上がったカップルがキスしたりすると、プ、プロトカルチャーと絶叫する奴もいます」

			「いったい何歳だよ。マ〇ロスとか、今聞くまで俺でも忘れてたよ！」

			「会話を楽しむための話題振りなのに、話を妥協できない男もいます。先日はせっかく女性が『私も巨人ファンなんです』と話を合わせてくれたのに、『七番バッターは？　二軍コーチは？わからんニワカは黙っとれ！』とかいきって女性を泣かせてました」

			「もう……なんていうか本当にもう……！」

			「婚活で緊張せずに済むように前もってキャバクラに通ったら、キャバクラのお姉ちゃんの方が綺麗だし、話も聞いてくれるって……あいつらそれが商売だろ！　婚活は商売じゃねえんだよ！」

			　どこか遠くを見た目で、岩井はがっちりと松田の肩を掴んだ。

			「それで……参加してくれますよね？」

			「わかった。お前頑張った。超頑張った。涙拭けよ」

			　もはや、社畜型空気の読める日本人・松田に断れるはずがなかった。

		

	
		
			高見梁川（たかみ りょうせん）
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			最近子供向けホビーにハマってしまっています。自分が子供だった頃のものが復刻してたりして面白いですね。大人になったからこそ買いまくって思う存分遊んでます。（二〇一八年九月現在）
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